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                                １０：００開議  

 

○ 石川善己委員長 

 それでは、きのうに引き続きまして、産業生活常任委員会、決算常任委員会産業生活分

科会並びに予算常任委員会産業生活分科会を再開させていただきます。 

 冒頭、お手元のほうにペーパーが配付をされております。ＷｉＦｉがちょっとつながら

ないという状況のようで、本日、復旧次第再開はしますが、委員会のネット中継はただい

まなされておりません。復旧がされましたら、また再度中継を再開していただきますので、

ご了承をください。復旧の予定は未定です。今、鋭意作業をしていただいているという状

況ということだけをお伝えさせていただきます。 

お手元にＷｉＦｉがつながりにくい場合ということで、切りかえの操作手順のペーパー

を配っていただいてありますので、資料読み込みの際に読み込めない場合はこちらのペー

パーを参考にしていただいて、ＷｉＦｉを切っていただいてつないでいただければ閲覧が

できるということですので、その旨ご理解をいただきたいと思います。 

 なお、うまく手続ができない場合は、事務局のほうに申し出ていただければ、処理をし

ていただけるということでよろしいですね。ということで、冒頭にそれだけご報告をさせ

ていただきます。 

 それでは、昨日、商工農水部中の商工課及び観光・シティプロモーション課の所管部分

について追加資料の説明をいただきました。本日は、まず、追加資料についての質疑から

再開をさせていただき、終了後、その追加資料以外の部分も含めての質疑に入らせていた

だきますので、よろしくお願いをいたします。 

 それでは、追加資料につきましてご質疑ございます方は挙手にてお願いをいたします。 

 

○ 山口智也委員 

 おはようございます。 

 定期市の開催状況についての資料、ありがとうございました。 

 この定期市は、やはり、資料を見ましても年々減少傾向にあると、どこの市場もそうい

う状況になっているのかなというふうに思いました。 

 15％の減であるというご説明もあったんですけれども、減少の一途をたどっているこの

状況を、市としては、現状をどのように認識されているのか、まずお伺いしたいと思いま
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す。 

 

○ 森商工農水部次長兼商工課長 

 まずもってご請求いただいたそのままの資料が提出できず、申しわけございませんでし

た。 

 現状でございますけれども、今、委員からもご紹介いただいた出店者数の減少もござい

ますし、さらに市場そのものも、平成21年度当時までは16あったものが今は10という形で

減少してきております。これ、特に一番原因となっておるのは、やっぱり担い手の高齢化

ということで認識をしておるところでございますけれども、市もしかりですし、市場の関

係者の皆さんも、その辺十分理解をいただきながら新たな出店者の確保とかそういった部

分についてもいろいろ検討をいただいておるような状況でございまして、そのあたり、市

としてもしっかりと支援できる部分は支援をしていきたいというふうに思います。 

 さらに、担い手の部分ではそうですし、来場者を拡充していくというのは、慈善橋の市

場は、今、割といい傾向にありますけれども、そういったところは各市場でも来場者をい

かにふやしていくか、イベントの開催もその一つなんですが、そういったところにも尽力

をしていきたいというふうに思っております。 

 

○ 山口智也委員 

 私ども、たまに定期市へ行くと、慈善橋なんかはやっぱりたくさん人が来てみえますし

リピート率も高いということで、本質的には、非常にいい、やはり市の財産なんだろうな

というふうには感じでおりますが、やはり、そのほかの市場に行きますと閑散としていて、

出店されている方も、何とか自分たちも努力をされているんですけれども市としても何と

か支援を強化してほしいというようなお声も聞くところでございまして、パンフレットの

作成など、非常に周知に力も入れてもらっている状況なんですけれども、その定期市の集

客自体にもう少しやはり市としてもさまざまな手を打っていただきたいなというふうに思

っております。 

 このイベントの開催で、このセールの抽選会ですとか、追分のショッピングセンターの

感謝祭ですとか、そういうところのイベントは資料としていただいたんですけれども、そ

ういったイベントもそうですけれども、そういった集客の推移なんかもしっかり把握して

今後していってもらいたいなというふうに思っているんですけれども、そこら辺は可能で
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しょうか。 

 

○ 森商工農水部次長兼商工課長 

 まず、１点目の集客に対する取り組みというのは、しっかりとやっていきたいと思いま

す。 

 ２点目の推移なんですが、やはり通常は、市場の方々が出店、売り上げの活動の中でや

っておるものですから、なかなかその集客、お客様の数をカウントしていくというのが現

状では難しいという状況でございまして、いろんなイベントの際に、今回はイベントの抽

選券から類推をしたというところもあるんですが、そういった、ちょっと市場の関係の

方々とも協議をしながら集客の数を意識していくという方向を少し検討、勉強させてもら

います。 

 

○ 山口智也委員 

 やはり、このまま行くと、これ、やはり、もうさらに減っていく可能性もこの傾向から

行くとそうなんだろうなと思いますので、そこら辺の集客をどう上げていくかというとこ

ろの分析を、ぜひ市としても、民業なのでなかなか困難になっているようなところはある

と思うんですけれども、市の財産としてやはり捉えて取り組んでもらいたいなと思います。 

 それから、魅力発信補助金で、その前にもともとの資料に補助金の状況も教えていただ

いていますけれども、その中で、高校生等の若者も巻き込んで実施する場合は補助率も優

遇されていますので、対象経費そのままの、――上限50万円ですかね、幾らやったかな―

―補助率もいいやつがありますよね。それは、たしか四日市商業高等学校と四日市農芸高

等学校とコラボした慈善橋のあれだけなのかなというふうに理解しているんですけれども、

これまでの取り組みで、28年度も、それ以外にそういった若者、次世代も巻き込んだ定期

市の取り組みというのはございますか。 

 

○ 森商工農水部次長兼商工課長 

 ご指摘いただいたように、高校生を中心とした若者に定期市とか中心市街地の活性化に

参加いただこうということでいろんな取り組みを行っておりまして、各校担当のほうが市

内の学校を回っておるんですが、やっぱり高校生の皆さんもカリキュラムでなかなか忙し

くて、こういった活動に参加しにくいという状況は実際ございます。そんな中で農芸高校
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や四日市商業高校についてはよく積極的に参加いただいておりまして、なかなかちょっと

この市の関係については、最近で参加いただいたのは２校ということです。 

 

○ 山口智也委員 

 先ほど後継者の担い手の話もありましたけれども、やはり後継者がいないということで、

そこら辺をどう次の世代にこの定期市のよさを、また、四日市のその市の名前の由来でも

あるこの定期市というものをしっかり意識を持っていってもらうように、さらにここら辺

の取り組みを。 

 高校、確かにカリキュラムで忙しいというところがあって、なかなか限定的になってい

くのはもうしようがない部分かなとは思うんですが、高校生も含めて若者に対しての一緒

にこれを巻き込んでいくような取り組みというのを、ぜひ検討していただきたいなと思い

ます。 

 

○ 石川善己委員長 

 ご意見ということでよろしいですか。 

 関連で、小林委員。 

 

○ 小林博次委員 

 慈善橋の市場は、おかげさんで多く売れるところは２倍以上、全然現状維持より減った

というところもあるんで、だから、商品が全く一緒でというところは伸び悩みがあるかな

と思っています。新しくなったら買い手が若いのが来るようになった。それから、買い手

が若いのが来るようになったのとあわせて売り上げが伸びるから、若い子供たちを売り手

に参加させる。こういう現象が起きたんかなと。 

 ただ、ちょっと調整してほしいのは、例えば売り出しをかけると、テレビなんかで紹介

されると、この前も南は尾鷲ぐらいから、北のほうは岐阜の近くからも四日市へ来られた。

ところが、朝の９時半ごろにもう売り切れて、そこから来る人は10時半ごろに来られるの

で、もう全然品物がない。こんなことを繰り返すと来なくなってしまうので、やっぱり、

あすなろう鉄道やないけど土日の対策、それも売れる品物になるのは種を植えてから半年

以上先の話やから。だから、そこを計画的に何か売り出しを決めたり。そういうことをし

ないとつながっていかない。こういうことがあるので、市場の人たちだけではなかなか企
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画立案まで難しいので、そういう協力を行政側でしてあげていただくとありがたいなとい

うことと。 

 それから、例えば、もうかる農業がスタートできれば、ここへ持ってきて、少量生産な

ら売れる。もっと売りたかったら道の駅。もっと売りたかったらスーパーもしくは海外に

持っていける。こういうことがあるので、できたら市場よりもうちょっと規模の大きい道

の駅、ここら辺を、例えば漁業なら前浜物はなかなか出回っていませんから、若手を選び

出して、こういう対応と。それから農家の若手、これをそこで育てていく、こういうこと

が要るんではないのかなと思っています。だから、どうしてももう一歩多角的に広い範囲

で取り組みをしていかないと、なかなかこの市場そのものも活性化しにくいのではないの

かなと。慈善橋の市場だけというわけにはいかんので。ほかも買い物難民対策も含めて、

もうちょっと小規模の市場をつくってくれという要請は、例えば磯津へ行ったときもあり

ました。あるいは、あかつき台に行ったときも、市場でやってと言って、試しに堤防の市

場の慈善橋の市場の人に数店出店してもらって売り出しをしたら、１時間ぐらいで全部完

売。だから、ふだんも買う場所がない。遠いところまでよう車で行かんという人たちは、

そこであれば買いに来てくれる。こういう買い物難民対策も含めて、一遍市場を市の町で

もあるし、市場をやろうと言われるみたいに体系的に見直してやっていただけるとありが

たいなと、こんなふうに思っていますので、今までも何か手だてがあるのかと思うので、

ご答弁があればお聞きしたいと思います。 

 

○ 森商工農水部次長兼商工課長 

 まず１点目の売り上げが上がってきたときに対する対応ということで、小林委員のほう

からもいつも市場の皆さんにもハッパをかけていただいている状況で、本当にありがとう

ございます。 

 先般も自治会との話し合いのときにもやっぱりその話が出まして、やっぱり商品、お客

さんがふえたことに対する商品をちゃんと確保すること。今、暑いときは仕方ないんです

が、早じまいはなるべくしないで、しっかりとあいている時間を守ることというような要

望も出ておって、これ、市場の皆さんもそのあたりしっかりと考えていただいておるとこ

ろでございますので、我々もその辺いろいろと話し合いをしながら協力支援をしてまいり

たいと思います。 

 それから、市場と農業全体を考えての連携というところで、ご承知のように、今、割と
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市場の皆さん、仕入れてきて売られておる方も多いんですけれども、これ、やっぱり農業

生産から四日市が半工半農というんですかね、働きながら農業をやってみて、小規模の農

業の方もみえますので、その辺は少し視野に入れて、委員がおっしゃられるように大きい

目で考え直す必要があると思いますので、今後の課題とさせていただきたいと思います。 

 それから、当然のように高齢化社会で買い物弱者の皆さんの問題というのが出てきます

ので、先ほどの小規模な市場という要望もありましたけれども、既存の市場を守るという

こととあわせて買い物弱者対策というのは、いろんな視点で考えていきたいと思っており

ますので、よろしくお願いいたします。 

 

○ 小林博次委員 

 それはそういうことで。 

 それと、高校生に急に参加できんやんかということで四日市農芸高等学校と四日市商業

高等学校の子供さんに参加してもらって何かつくって、これもすぐ売り切れて、遠いとこ

ろから来た人には全く当たらなかったということもあったと思うよ。 

 ところが、三重県で四日市の諏訪のあたりでは、美味し国、これ県の主催ですけど、四

日市は意外と非協力的みたいやけど、ここには相可高校とか、もちろん四日市も数校ここ

へ集まって。つくって売ると、もう瞬く間に完売するというような状況であるので、そう

いう早うから場所がわかって時間が決まっておると、その学校での取り組みが実は出てく

る。そのことが、そこの一番の発展にも実はつながっていくというふうに思うんで、思い

つきでなくて、もう早うから企画立案してやってくれるかな。これをちょっと要望してお

きます。できたら、県の美味し国も各市場のあたりでもやっていただければおもしろいか

なと、こういうふうにも思っていますので、ぜひひとつ取り組みをしてほしいと思います。 

 それから、もう一点あるのは、これ、きょうの新聞なんですけれども、政府のほうが、

人生100年時代ということで、今、検討会が始まっています。この中に、――グラットン

というイギリス人女性なんですけれども――100歳までの生きるための仕事、60歳とか65

歳でやめたのでは100年時代に対応できていないわけで、そうすると、市場も、若い人も

参加をしてもらうけれども、高齢者の売り手。買い手は、大体あの近くは高齢者やから、

そこら辺で高齢者が働く、高齢者ばっかり売り手におるような店を選んで、就労の場とし

て少し補助金をつけてあげるとか。それから障害者、そういう奨励策があると、よってた

かって市場の活性化が図れていく。副産物としては、買い物難民対策につながっていく可
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能性がある。このことがありますので、どうぞ、ひとつ一遍多角的に市場をご検討いただ

いて対応していただくとありがたいと思います。 

 それから、山口委員のほうから四日市発祥の、最初の発祥の市場は、鵜の森公園の北側

に広い広場が昔あって今はないんですが、そこで今で言うと松坂屋とか、この前もテレビ

でやっておった近江商人、それから三井、こういうところがここへ来ているので、できれ

ば本社の一部を移転してもらって金をいただく。だから、そういう人たちにも参加して。

もうけるだけもうけて本社はどこかへ行ったというのは、どこか四日市にあったけど、そ

うでなしに、ネット普及でもう本社が何も東京とか大阪になかっても行ける時代が来てい

る。だから、そういう新たな取り組みを行政側でしてもらうと、おもしろい発展に市場と

いう切り口でできると違うかな。これだけ要望しておきます。 

 

○ 石川善己委員長 

 ご意見ということですね。 

 他にございますか。 

 関連、竹野委員。 

 

○ 竹野兼主委員 

 今、ずっとお話を聞いておると、市場に商品を持ってくる業者さんも高齢化で後継者が

おらんくって、商品がなければ当然人は集まってきませんやんか。そうすると、例えば、

今、小林委員とかが言われたみたいに、市場の売り手というのは、どういう形でその市場

に、新しく手を挙げてそこに入っていくのかなというのをちょっとまず思って、それは行

政は知っておられるのかな。そういうところについて、市場を活性化していくためには商

品の数が多くなければならんというのは基本にあると思うんやけど、そういう感覚でのそ

の取り組みみたいなの、何かあるんですか。 

 

○ 森商工農水部次長兼商工課長 

 各市、基本的には各市場で出店者の皆さんの団体がございます。割と代表的な方々は、

いろんな市場に出店されてみえますので、多くの方が同じ方というのもみえるんですけれ

ども、そういう形で組合的な集まりがあって、その方々で市場の統制がとられるわけなん

ですね、ルールが決まっていくという形になっております。 
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 昨今の動きは、そういったところに新たに出店したいという要望があったときに、市場

の皆さんも積極的に相談に乗って、そういう受け入れ体制というのはしっかりとできてき

ておるというのが、最近の割合よく見る動きですね。 

 

○ 竹野兼主委員 

 より受け皿の部分に行政が協力することで、その市場の活性化というのはプラスになっ

ていくんではないかなと思うので、ぜひとも頑張ってサポートしてあげていただきたいな

と思うのと、それから、今、小林委員が言われたみたいに、例えば、市民公園のところが

ありますよね。今ある四日市の市場の全体で、例えば年に１回ぐらい四日市にはこんな市

場が出店されていますよみたいなのをＰＲするようなイベントって今もあるのかなって思

いながらちょっと聞いておったんやけど、例えば、もしなければ、そんなような、四日市

という名前がついた市場というのはこんなのや。 

 今、この資料を見せてもらうと、年配の方の人たちは、市場ってこんなものなんやなと

いうのを知っておるけど、若い世代の人たちは行かない。それはなぜかというと、市場っ

てどんなのか知らない。ということは、多くの人が行き来する場所で、市場とは何ぞやみ

たいなものを知ってもらうことによって、これは各地域にありますよみたいな形に、つな

げていくようなことも考えてもらうといいんかなと思ったので、どうですか。 

 

○ 森商工農水部次長兼商工課長 

 古くはプレ祝祭博バザールとか、四日市100年大市って、100周年のころまでやっており

ましたんですが、市場の皆さんも、ふだんの商いに加え、そこへ行くのは大変というとこ

ろも聞いております。 

 委員、おっしゃるように、そういうみんなが集まるようなところの場で市場を知らしめ

ＰＲしていくというのは大事なことであると思いますので、新たにそういう定期市的なこ

とをやる形がいいのかどうかというのも含めながら、そういう多くの方のみえるところで

定期市を知っていただくというような取り組みというのは、ちょっと工夫をしていきたい

と思います。 

 

○ 竹野兼主委員 

 僕は、定期市を言っているんやないの。その年に１回とか２回。だって、そら、その毎
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月４のところに出してくれって話になったら、当然、市場のところの人たちというのは負

担になりますやんか、月に１回はせないかんという思い。４のつく日やで、４、14日、24

日とかという、そういう意味合いじゃなくて、市場とは何ぞやという意味合いの、四日市

という町が始まった部分を大きくアピールすることで、その先も言う、つなげるのは各地

区に市場があるのでぜひともご利用くださいという発信の部分で考えたらどうですかとい

う意見ですので、また考えていただければそれでいいので、よろしくお願いしたいと。 

 

○ 石川善己委員長 

 要望ということで。 

 他にございますでしょうか。 

 

○ 伊藤嗣也委員 

 障害者就労支援事業の周知方法についてお聞かせいただきます。 

 まず、市が行っておる周知ですが、この連携会議ですね、四日市障害保健福祉圏域自立

支援協議会雇用部会って、これは主催はどちらがやっているんでしょうか。 

 

○ 森商工農水部次長兼商工課長 

 これは、下に構成団体がございますけれども、四日市を中心とした１市３町のほか、関

係福祉団体の関係のところが集まっております。この、これ、雇用部会という形で我々も

入っておりますけれども、親部会は、基本的には福祉の分野の方々が入っておる形の団体

でございます。 

 

○ 伊藤嗣也委員 

 いや、伺ったのは、主催はどこがやっておるかということ。 

 

○ 堤商工課課長補佐・勤労係長 

 四日市障害者就業・生活支援センタープラウというところが主催となって取りまとめを

しております。 

 

○ 伊藤嗣也委員 
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 そうすると、市による周知、市が主催しておるわけじゃないんですね。 

 私は、これを見て四日市市がやっておるんかなというふうに錯覚をしてしまったんです

けれども、そこのところの資料、これは、もう少しわかりやすい資料にしてもらわないと、

市として積極的にやっておるという印象は全く受けないですね。 

 それで、障害者、保護者へ、どのように周知をこの部会でお願いしておるわけですが、

プラウさんが主宰しておる会議体で市による周知なんですが、具体的に障害者、保護者へ

どういう形で周知を会議の中で依頼しておるのか、教えてください。 

 

○ 森商工農水部次長兼商工課長 

 これ、我々が参加しておる会議体に障害者の方にかかわる方がみえるものですから、そ

の場を利用して、こういった事業を行いますのでということでご紹介をさせていただきま

した。そして、関係の方に周知をいただきたいということでお願いをしておるんですが、

基本的に、この事業自体は委託業務でやっておるものですから、下にございます幸プラン

ニングのほうに周知も含めた事業実施というのを委託しておりますので、メーンの周知と

いうのは、どちらかというと２番のほうの、直接、総合診療センター日永のほうとかに出

向いていただいて周知をしておるというところが中心となっております。 

 

○ 伊藤嗣也委員 

 そうすると、ちょっとようわからんのですけど、市による周知というのは、これ、ただ

の会議、集まって会議をしておるだけで、特に障害者、保護者等への周知の依頼というの

は、会議の中の話のことであって、具体的なのは委託しておるわけですね。 

 

○ 森商工農水部次長兼商工課長 

 資料のつくり込みが不十分で本当に申しわけないんですが、これは、こういったところ

も利用、活用して周知もしましたという意味で捉えていただきたいと思います。 

 

○ 伊藤嗣也委員 

 そうすると、障害者や保護者へは、どうやってして、――私が、この資料要求したとき

の趣旨はそうなんですが――実際にこの有限会社幸プランニングとの委託契約の内容はわ

かりませんけれども、私の知る限り、ここがつくったような資料を障害者とか障害者の保
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護者の方が持っておったりするのって見たことがないんです。市としてそこはどうなんで

すか。どこまで把握しておるのか、委託しっ放しなのか。例えば、チラシをどこかに置い

ておくだけが委託なんやったら、そういう考え方をしておるんやったら、そんなの就労に

つながりますか。何らかの障害があるから障害者なので、そこまで本人のところまで手に

ちゃんと届くように、できれば説明できるような体制をとっていくのが市としての考え方

ではないのかと思うんだけれども、いかがなんでしょうか。 

 

○ 森商工農水部次長兼商工課長 

 委託における周知というのは、仕様書の中では参加者を最低５人以上集めるようにとい

う形で縛っております。その周知方法につきましては、委託業者に委ねておりますので、

私どものほうで具体的な例は示しておりませんけれども、そんな中、やはり委員おっしゃ

られるように、直接その保護者の方とかご本人に伝わらなくてはいけないような事業でご

ざいますので、いわゆる置いてある、掲出してあるだけではなかなかそこへつながらない

ということもあって、事業者、幸プランニングのほうでは、２番の（１）にあるような具

体的な障害者の方が見える施設、そちらに出向いていって、チラシも見せながら、こうい

う事業があるから具体的に参加してみてはどうですかというような働きかけをしてもらっ

ています。 

 

○ 伊藤嗣也委員 

 全て施設に住んでおられるわけじゃないんですよ。自宅に住んでおられる方のが多いわ

けです。ですから、やはり本当に障害者の方に就労についていただくということに対して、

やはり委託もいいんですけれども、もう少し現状を把握して、本当にどうしたら届くんだ

と、障害者の方が、就労をしたい障害者のところに、保護者の方なり本人に届くように、

もう一度、今年度は十分検討していただいて、また来年度も、これは決算ですから、私は

これ、非常にちょっと甘いのではないかなというふうに思いますので、この件については、

この程度、意見として申し添えて終わりたいと思います。 

 

○ 石川善己委員長 

 ご意見ということで。 

 ということですので、今年度も含めて、先ほど伊藤委員がおっしゃられたように、もう
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一度周知方法についてはよく検討もいただいて、なるべくきちっと行き渡るような取り組

みをお願いしておきたいと思います。 

 

○ 小林博次委員 

 三つほど聞かせてください。 

 一つは、四日市女性起業家育成支援事業で24人が来られたんですか。予算が129万円何

ぼで。これ、どうやって募集したのか。 

 それから、ここに書いてあるのが20歳から59歳。年齢制限を持っておるんやけど、実際

に商売して成功しておる年代というのは20代で、50代で成功って非常に少ないと思ってい

るんやけれども、既存の小さい商店ならそれでもいいんやけど、やっぱり今日本で成功し

始めているのが、世界的にそうやけど10代なんで。中学生の起業家って、失敗する人もお

るんやけど大成功する人も出てきているので、だから、この年齢制限というのは、書くな

らもっと10代以上、無制限に。認知症の方が来られるとあかんから、その辺どうするのか

わかりませんが、そういうことが要るのかなというふうに。 

 それから、どうやってどこへ宣伝したのかなと。その辺だけ教えてください。 

 

○ 森商工農水部次長兼商工課長 

 委員からお話しいただきました20歳から50歳というのは、フェイスブックというツール

を使って、それが各フェイスブックを利用しておる方に飛んでいくわけなんですが、その

相手方を絞ることができまして、それを20歳から50歳という一つの絞り方をしております。 

 委員おっしゃるように10代後半の方々もそこに入れるべきではないかなというのは、今、

ご指摘いただきまして少し感じておるところでございますけれども、そこの部分は、この

事業者、こちらも一つの委託事業、プロポーザルで選んだ委託事業者さんですけれども、

Ｅプレゼンスさんの考えとして20歳から50歳というのを一つのターゲットとして絞ったと

いう状況でございます。 

 

○ 小林博次委員 

 こういう企画をして、小さいか大きいか別に女性起業家があらわれて、できれば今、国

際的に見ると、日本の場合女性の就労率が非常に悪いんです。だから、そういうところで

女性を使って何かするのなら、例えば子育てママさんを使うんなら少し奨励金をあげるだ
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とか、そういう誘導策、刺激策を使っていくともうちょっと広がりが出るのかなと、こん

なふうに思うので、またそのあたりも検討してください。 

 それから、その次、よろしい。 

 

○ 石川善己委員長 

 はい。 

 

○ 山口智也委員 

 関連。 

 

○ 石川善己委員長 

 関連、山口委員。 

 

○ 山口智也委員 

 済みません。ちょっと関連させてもらうんですけれども、質問というよりは意見に近い

んですけれども、これ、地域経済の新たな担い手として女性の起業家を育成していく事業

というのは非常に重要な事業と思っておりまして、アンケートを見ましても非常に満足度

が高いんですけれども、この平成28年度の事業を通して、市としてはどのようにこの事業

を評価をされているのか、ちょっと確認させていただきたいんですけれども。 

 

○ 森商工農水部次長兼商工課長 

 この28年度の結果というところからいくと、実は、職員も割と最初からずっと継続して、

私も最初と最後だけ行きましたが、担当者はずっといて、女性参加者の方々の、――言い

方は失礼かわからんですが――成長ぶりというのがすごくて、なかなか新たな意識改革と

いうのもできていったりとか、実際に資料にもお示ししましたが、起業であるとか登録で

あるとか登記であるとか、具体的な実績にもつながっていっておりますので、すごくよか

ったというふうに我々も自己評価はしております。 

 おっしゃられるように、日本の場合、起業家が外国に比べてかなり少ないものですから、

今、我々のそういった産業支援の取り組みの中で、一つの課題として起業家をふやしてい

くと。もともと、四日市志創業応援隊というところでそういった起業家支援をやっておる
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んですが、新たに小林委員からも出ましたけれども女性という視点に当てて昨年度から取

り組んでいって、ことしもかなり応募者の方がふえておるような状況でございます。 

 

○ 山口智也委員 

 これ、29年度では、その具体的な起業してから後のまたさまざまな課題というのも、そ

ういうところも焦点を当ててジャンプアップ事業とかいうところ、拡充をしていっていた

だいて、予算的にも倍近くの予算を上げてもらっていると思うんですけれども、今後さら

にこの事業については拡大していくということの考えでよろしいんでしょうか。 

 

○ 森商工農水部次長兼商工課長 

 何とかやっていきたいという思いがあるのと、ただ、一点、潜在的に、そういった起業

しようという女性の方々がどれぐらいみえるのかというところがまだつかみ切れていない

ものですから、その辺は十分に掌握をしながら事業の継続につなげていきたいと思います。 

 

○ 山口智也委員 

 男性に比べまして女性なんかは、全国のアンケートを見ますと、何が不安かというと、

その起業する思いは秘めていても、その事業に必要な専門知識とか、また、経営に関する

ノウハウとかそこら辺がやはり男性に比べてやはり持っていない方が多いということが言

われているので、今後、ぜひそういった意見交換、――意見交換会なんかは、もう既に実

施はされてはおるんですけれども――そういった意見交換会や知識を習得するような機会

を今後もぜひふやしていっていただいて、実際に起業に結びつくケースがさらにふえて、

四日市のこれ、起爆剤にもひとつ、やっぱり今後の一つとして考えていかないかん部分か

なと思いますので、ぜひ力を入れて取り組んでいただきたいなと思います。 

 以上です。 

 

○ 石川善己委員長 

 よろしいですか。 

 

○ 竹野兼主委員 

 関連。 
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○ 石川善己委員長 

 ちょっとお待ちください。 

 今、ＷｉＦｉのほうの環境が復旧をいたしましたということです。ただいまから、イン

ターネット中継を再開いたしますので、ご報告だけさせていただいて、中継を開始いたし

ます。 

 関連で竹野委員。 

 

○ 竹野兼主委員 

 今、山口委員が言われた部分で、この事業を使いながら起業すると、先ほど言われたみ

たいに、その後、経営していくしていくという意味合いでは、商工会議所と多分つながっ

たりしていくんかなと。そういう経営面でのノウハウというのは非常に重要なんやけど、

そこについてちょっと確認をしたいのは、起業家として起業された場合には、行政もうま

くフォローしながら、商工会議所などとのつながりをうまくやってもらっておるんやんね

という、ちょっと確認をしたいんやけど。 

 

○ 森商工農水部次長兼商工課長 

 起業、創業された方については、女性に限らず従前から創業支援事業というのを行って

おりまして、これ、商工会議所さんであるとか金融機関も含めて組織を持っておりまして、

そういった支援体制をとっております。 

 こういった女性起業家支援、女性の方もそこへ入っていくことはできますし、さらに、

ことしは、この女性起業家支援事業の中でもジャンプアップ事業として、起業してからの

さまざまな課題に対する支援というのも取り組むように拡充をさせていただきました。 

 

○ 竹野兼主委員 

 多分、創業していかに継続できるかというのが大きなポイントやと思うので、今言う、

その話のところで言うと、どんどん広げていくのではない、どれだけの基本的にそういう

思いを持っているパイがどれだけあるのかというのを見据えて、今回は金額、予算は大き

くしたけど、その状況を見ながら来年度の部分のところについては大きく広げるべきなの

かどうかというのはちゃんとチェックしてもらえるとは、今、話を聞いて安心はしている
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んですけど、ただ広げればいいというわけではないというのをお話しいただきましたので、

逆に、フォローにかかる費用面というかそのものを、やっぱり女性特有の部分のところで、

なかなか、例えば商工会議所をぱっと見たら、男の人たちが多いですよね。そうなってく

ると、女性が相談しにくいというか、しやすい環境みたいなのを行政側からも少し意識を

持って進めてもらうことが女性起業家にとっては大きなプラスになるのではないかなと思

うので、そういう意識を持っての取り組みをお願いしたいと思います。 

 以上です。 

 

○ 石川善己委員長 

 ご意見でよろしいですか。 

 

○ 竹野兼主委員 

 はい。 

 

○ 石川善己委員長 

 他にございますか。 

 

○ 小林博次委員 

 その次に、観光・シティプロモーション課ができて、このきのうの説明でいくと、言語

別利用状況、デジタルサイネージの言語別利用状況の中でちょっと気になったのが、韓国

語と書いてあるんやけど、これ、正式に韓国語ですか。朝鮮語じゃないですか。この中に、

ベトナムと、これから経済連携協定、ハイフォンと結んで、しっかりやっていこうかとい

うんやったら、ベトナムが、これ、入ってこないと若干まずいのかなと。だから、ここか

ら力を入れると言うんやったらここから先の話やけど、そういうあたり考えているのかど

うか。ちょっと、スペースが狭いから入らんとか、ようベトナム語がわからんとか。グー

グルでこれ調べても、ベトナム語、これ、違うのがいっぱい入っていて役に立たんけど、

だから、どんなふうになっておるのかわからんけど、その辺だけちょっと聞かせてくれる。 

 

○ 山川観光・シティプロモーション課長 

 これにつきましては、ＣＴＹのほうに問い合わせをしてデータをいただいたものでござ
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いまして、韓国語ということで報告をいただいておるところでございます。 

 ベトナムにつきましては、現在そういった対応が今はなされていないということで、今

後、今、言われましたように経済連携協定も進んできたということを受けまして、次年度

以降、相互のプログラム等改善できるよう、ちょっと検討したいと思います。 

 

○ 小林博次委員 

 韓国語。 

 

○ 山川観光・シティプロモーション課長 

 韓国語につきましては、韓国語というふうにＣＴＹのほうから報告をいただいておりま

す。 

 

○ 小林博次委員 

 いや、ＣＴＹはそうやけど、これ、朝鮮語と言うのと違う。変わったの。おんなじやろ

う、北も南も。ようわからんで聞いておるのやけど。一遍調べておいてよ。 

 

○ 山川観光・シティプロモーション課長 

 そのあたり一度調べて正式な形としたいと思います。 

 

○ 小林博次委員 

 そうやな。相手のあることやから、侮辱になるといかんので、きちっと対応してほしい

なと。 

 それから、これ、シティプロモーションについて、これ、ずっとやっていることも見せ

てもらうんやけど、観光・シティプロモーションって、こう表題のついた課になると、も

うちょっと国際的なことも含めて、全てやっていることを観光に結びつけるような貪欲さ

が必要やと思うよ。これ、それを感じられやんから、できるだけ、何をやってもそこへ結

びつけられるような宣伝ができるような。 

 例えば、競輪の話をやるんなら、韓国では競輪やるわけで、そうすると、そこから大き

い旅行社やと数人連れてくるというのは無理やけど、小さい旅行社やと数人連れて四日市

へ観光へ来れる条件を持っているわけやね。もちろん、来ていただいたら、競輪だけと違
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うて、ほかも観光地もあるわけで。だから、そういう取り組みが要らへんのかなという気

がするわけね。まだ課ができて間がないので、もう一歩掘り下げた取り組みというのを考

えて対応したら、おもしろいのがいっぱいある。 

 ファミリー音楽コンクールも、例えばジャズやったら日本中どこでもやっておるから、

もうそれ、やってもやったというだけで別に何にもならんところが、そういうものを観光

と結びつけて、例えばその予選をどこかほかの市でやって、それと観光と結びつけて四日

市へ連れてくる。何かこんなようなことなんかも発想したほうがいいのと違うかなと、そ

んなふうに思っているので。もう一歩掘り下げて一遍考えて、また何か対応があったら教

えてください。 

 

○ 山川観光・シティプロモーション課長 

 今、小林委員おっしゃられたように、これ、観光・シティプロモーション課だけの事業

ということではなくて、全庁的な事業の中でそういった取り組みを観光と結びつけてプロ

モーションしていくということは大事ですので、庁内の中でも、観光・シティプロモーシ

ョン連絡協議会というのを関係課で持っておりますので、その中で、今いただいたような

意見を一度議論していきたいというふうに思っております。 

 

○ 竹野兼主委員 

 四日市のフリーＷｉＦｉという意味合いで、商工農水部所管という形で、こうやって今、

資料が出ておるのやけど、これ、その後何か考えておるのってあるのかなってちょっと聞

きたいんやけど。要するに、設置する場所みたいなもの。 

 

○ 山川観光・シティプロモーション課長 

 今後の広がりとかという。 

 

○ 竹野兼主委員 

 そう、そう。 

 

○ 山川観光・シティプロモーション課長 

 昨年度、ご存じのようにこの７カ所を整備をさせていただいたわけですけど、現時点で
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は今年度は広げる予定はございません。 

 ただ、例えば近鉄パーキング前などでは、その日に直すと10アクセス程度しかないわけ

ですけど、これをエリアで捉えて切れ目なく使えるということも一方では利便性という点

では大事なことではあると思いますので、現在は、これ、東海道の魅力アップ事業として

行っておるんですけど、今後、この来年度以降、その外国客船が寄港したときに、やはり

インバウンドというところで外国人の方もある一定数中心市街地のほうにもお越しいただ

けるだろうということも想定できますので、そのあたり、今後、もう少しここの部分、ウ

イングを広げてインバウンドという視点で多角的な面で広がりについて検討はしていきた

いというふうには思っております。 

 

○ 竹野兼主委員 

 ごめんなさい。今回、決算の部分ところでは来年度の予算ということもあるのでちょっ

とこんな質問をさせてもらったんやけど、本当にそういう状況でいいのかなと僕は思うん

ですよ。 

 というのは、四日市のこれ、近鉄の駅前のところ、人が多いところに、今、無料ＷｉＦ

ｉという形になっておるけど、ＪＲって、ほかのところの地域から、近鉄を知らない場合、

基本的にはＪＲを使って市内に入っていただく方っておるよねという。そういう視点って、

大きな視点から見ると、確かに人は少ないかもしれんけど、市として無料ＷｉＦｉを使う

部分のところにはそういう視点がちょっと欠けておるんやないの。もうちょっとチェック

をきちっとする中で、四日市のこの無料ＷｉＦｉを使うという部分のところでは、公共交

通というか、そのＪＲという意味合いのところが、今のただただ人が多いところだけでこ

ういう形になっておるとしか思えやんもんで、やっぱり四日市全体を見たら、その辺の視

点をしっかりと持ってもらってきちっと対応してもらわないかんのかなというふうに思う

ので、よろしくお願いします。 

 

○ 石川善己委員長 

 ご意見ということだけでよろしいですか。 

 関連、谷口委員。 

 

○ 谷口周司委員 
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 少し、その四日市フリーＷｉＦｉの事で関連させてお聞きさせてもらいたいんですが、

今回アクセスポイントがいろいろ状況が年間アクセスとして細かく出ていると思うんです

けど、率直にシティプロモーション課として設置前に想定していたぐらいの数がいけてい

るのか、少なかったと見積もっているのか、ちょっとその辺、所感を教えていただけると。

お願いします。 

 

○ 山川観光・シティプロモーション課長 

 これにつきましては、初めての試みということで、どれぐらいがアクセスがあるかとい

うところまでは数字として持っておることができませんでしたものですから、これが多い

か少ないかというあたり、判断をこちらもする一つで、ほかのところではどうなのかとい

うことも一応参考として調べようとはしたんですが、なかなかそこのデータを得ることと

いうことが難しかったものですから、この数字が多いか少ないかというのは、ちょっと判

断できかねるところではあります。 

 ただこれ、初年度の試みですので、来年度以降、この数字に対してどうなのかというと

こらは、しっかりと数字を追っていって考えていきたいというふうに思っております。 

 

○ 谷口周司委員 

 やはり、設置してもらって本当によかったという声も聞くんですけど、やはり使う方と

いうのは、今の中では年齢層とかなかなか拾えないかもしれないんですけど、やっぱりお

おむね若い方が使っているのが多いかなと思うと、本当にここの場所だけでいいのかなと

いうのも一つあると思いますし、やっぱりどこかで新たにふやしていくということも視野

にはぜひ入れていただきたいと思います。 

 また、ちょっとこの資料が続いていったところには、四日市の花火とかでも、今回Ｗｉ

Ｆｉのでいろいろ書かれていますけど、こういったことを考えていくと、やはりＷｉＦｉ

に対するニーズというのは、もうどんどんふえていくし、活用度というのは大きなものが

あるのかなと思っていますので、ぜひちょっと設置を、四日市の中心市街地のみならず、

やはり富田駅周辺であるとか、ちょっとここの課かどうかあれですけど、ユネスコで鯨船

と打った段階でも、やはり観光を考えていくと、そこにＷｉＦｉがなかったというのは、

今回、第１回目を迎える中でちょっといかがかなというのもありますし、その花火のアン

ケートをとっていくのであれば、やはりそういったことを連携してこのＷｉＦｉというの
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を活用していくという視点をもっと広げていただきたいなと思いますので、先ほど、今年

度は計画はないというのがあったんですけど、ぜひ、ちょっとその辺はもっと広く、Ｗｉ

Ｆｉ、ただ繋げてみるだけじゃなくて、アンケートもできる、観光案内もできる、いろい

ろ使い勝手はあるし、これはぜひちょっともう少し検討していただきたいなと思います。 

 ＷｉＦｉについては、以上で。 

 

○ 石川善己委員長 

 関連、山口委員。 

 

○ 山口智也委員 

 関連させてもらうんですけど、観光というとちょっと違うかもわかりませんけど、今後、

インターハイ、国体があるわけで、もうたくさん市外、県外から四日市に来ていただくと

いうことで、ドームとか霞とか緑地についてもやっぱり整備をしていかないかんのかなと、

最低限のやっぱりインフラなのかなというふうに思いますので、意見としてぜひ今後検討

していっていただきたいなと思います。 

 意見です。 

 

○ 石川善己委員長 

 ご意見。 

 

○ 森川 慎副委員長 

 関連。 

 設置ポイントでいうと、病院とか図書館とか、その辺もぜひ、ちょっと所管は変わって

くるかもしれませんけど連携して取り組んでいただきたいということを言っておいて、今、

この現状、ＷｉＦｉで言語利用状況というデータはとってもらっていますけど、そのほか

に何か、これを通じてアクセスしていただくことで、お客さんがどうやって動いていると

か、その辺のデータのとり方とか考え方は何か持ってみえますか。 

 

○ 山川観光・シティプロモーション課長 

 申しわけありませんが、現状では、このアクセス数のみとなっております。 
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○ 森川 慎副委員長 

 今後、何かこう、お祭りのところではアンケート云々なんて話もありましたけど、ちょ

っとアクセスできるときに、男女とか年齢の簡単なアンケートを答えることで使えるよう

にするとか、いろいろそんな仕組みとかそういうパッケージなんかもいろんな企業さんが

今開発して、自治体向けなんかもありますので、ぜひ、そんなことも考えていただいて、

利用者の利便性はもちろん向上の上で、市としても、町としても、どんなふうに人が動い

ているとか、どんなふうに皆さんが移動しているとか、そういったところまでぜひつなげ

ていっていただきたいなということを思いますので、何か一言ご意見があったら聞いて終

わります。 

 

○ 山川観光・シティプロモーション課長 

 このＷｉＦｉを活用したアンケートというのは、ことし実は四日市まつりのほうではさ

せていただいておりますので、その場合も、既存のポイントを、他社さんのポイントを利

用したりとか、そのプログラムをつくるというあたりでは、やはり経費の面も発生はして

きております。ですので、そのあたりとか、あと、技術的な面でできるのかどうかという

ことも含めて課題とさせていただきたいと思います。 

 

○ 石川善己委員長 

 今、多くの委員からフリーＷｉＦｉのアクセスポイントについてはご意見たくさん出し

ていただきました。観光・シティプロモーション課に限る部分ではないところがたくさん

あるのかなとは思うんですが、そのあたり、今後の市の事業の方向性も踏まえて、国体で

あるとか、図書館の新築とかもありますし、その他いろんなところでここ必要なんじゃな

いかという意見が出されましたので、部局横断的に、やっぱりどこが最終的に音頭をとっ

て集約するかというのは、観光になるのか、それ以外のところになるのかというのもある

んでしょうが、やっぱり横断的なところで議論していただいて、今後設置が必要と考えら

れるところを、やっぱりきちっと一回洗い出していただくことが必要なんじゃないかなと

思いますので、それは私のほうからもお願いをしておきたいと思います。 

 他にご質疑ございますでしょうか。 
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○ 伊藤嗣也委員 

 中小企業振興事業費補助金のことで教えてください。 

 先ほども障害者就労支援事業のことでも伺ったんですが、実際に事業を営んでおられる

中小企業経営者のところには、どのような形でこういう補助金があるという周知がなされ

たのか、教えてください。 

 

○ 森商工農水部次長兼商工課長 

 市のホームページが中心になります。 

 あと、いろんなチラシをそれぞれ作成しておりますので、それを企業訪問したときとか

そういったときにご紹介をさせていただいておるというような状況でございます。 

 

○ 伊藤嗣也委員 

 ホームページを見に行かないかんというのが一つですね。それから、企業訪問とおっし

ゃいましたが、四日市にはたくさん中小企業があるのに、誰が企業訪問されておるか。 

 要は、四日市にある中小企業を振興させたいわけですよね、市として。だから、予算を

取っておるわけでしょう。ホームページへ載っておるから勝手に見なさい。見てへんやつ

がいかんのやと。そうじゃなくて、私が申し上げたいのは、市が中小企業を活性化させよ

うというんであれば、もっとみずから汗を流して、今もそのチラシって、誰が配っている

んですか、企業に。教えてください。 

 

○ 森商工農水部次長兼商工課長 

 済みません、私の答弁があれなんですが、確かに、おっしゃるように、我々が各企業に

行っておるというのは、数は本当に少ないものですから、それがしっかりとした周知にな

っていないというのはしっかり自覚しなければいけないと思いました。 

 委員にいろいろご指摘いただいたように、いろんな事業をする際には、やっぱりこうい

う周知、ＰＲというのは一番大事ですので、しっかりとそれぞれの方々、対象の方々に届

くようにこれからも工夫をしてまいります。 

 

○ 伊藤嗣也委員 

 ちなみに、行かれた企業というのは、どういうところを選定してみずから行かれたんで
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すか、市が。行っていない企業と行った企業の差は、何ですか。 

 

○ 森商工農水部次長兼商工課長 

 これもこの事業の周知を目的に行っているわけではございませんで、いろんな企業訪問

の中であわせもって紹介をさせていただいておるという状況でございます。 

 

○ 伊藤嗣也委員 

 そうすると、この、決算の審議をしておるわけですが、補助事業のために行ったんじゃ

なくて、何かの行ったついでに話をしてきたって、これ、全くおかしいですよね、考え方

が。 

 それで、資料って、一体どんなものをつくって。 

 私も町工場を経営していますけれども、何もこれ知らないんですよ。インターネットを

見に行っていないから見に行っていない事業主が悪いのか、そこのところの考え方が少し

理解できないんですが。 

 部長、その辺の考え方、どうなんでしょうか。 

 

○ 佐藤商工農水部長 

 各企業さん、それぞれに、それぞれの補助事業とか支援メニューの紹介というので歩け

ないのかということだと思うんですけれども、はっきり申し上げまして、私どもも職員数

に限りがございますので、市内企業全てに申し込みなんかの紹介を行くというのは、これ

ははっきり申しまして不可能です。ですから、今、申し上げましたように、いろんな要件

で各社訪問したりしますので、そういったときには紹介もしておりますのと、それと、今、

四日市市では雇用実態調査というのをやってございます。これは、市内ランダムで1500社

程度を抜き打ちで抜粋しまして、そちらのほうへ調査を送っておりますので、その際には

こうした新制度なんかの紹介するチラシなんかを入れさせていただきながら、少しでも多

くの方に使っていただけるようにというようなことをやっておりますし、特に、建設労働

組合さんとか、そちらのほうの現場関係の資格なんかのスキルを上げていただくためのメ

ニューなんかも多くございますので、そういったところへは直接行ったりしてお話をさせ

ていただいているというところですので、ご理解いただきたいと思います。 
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○ 伊藤嗣也委員 

 はい、ありがとうございます。 

 どうか直接ファックスでも郵送でもいいので、やっぱり事業主のところへそういう情報

がペーパーで届くようにしていただくと、すごくアナログ的かもしれないんですけれども。

中小企業の経営者って、本当に毎日仕事に追われていまして、やっぱり時間的な余裕とか

がないわけですね。ですから、そこら辺でご配慮いただいて生かしていただければと思い

ます。 

 もう一つ、行ってもよろしいですか。 

 

○ 石川善己委員長 

 はい、どうぞ。 

 

○ 伊藤嗣也委員 

 次、観光・シティプロモーションのことで、追加につきましては４件程度となっておる

わけですが、昨年度、観光・シティプロモーション課として、どういうコンセプトで、―

―この４件の追加資料に限ってでもいいですけれども――行ったのか。要は、新しいこと

を何か行ったとか。 

 要は私、昨年１年間見ていて、これという動きがやっぱり見えないんですよ。だから、

観光とか、物すごいことを四日市でやらないかんわけで、どういう動きをとられたのか。

例えば、ここにある四つか五つか、例えば去年１年間でどこへ行きましたか、四日市の観

光施設、実際に。例えば、桜まつりって、これ、あります。桜まつりで聞きましょうか、

事業費、補助金。これ、下に１から８ありますけれども、これ、全部行かれましたか。 

 

○ 山川観光・シティプロモーション課長 

 申しわけございません。私、今年度からでございますので、この中で行ったのは、海蔵

と、鵜の森と、鹿化川の三つでございます。 

 

○ 伊藤嗣也委員 

 そういうことで、揚げ足ばかり言ってあれなんですが、やっぱり行かないと。例えば、

先ほど小林委員がありましたけど、もっと広い視野に立たないかんけど、まず、地元の観
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光のことすら、やっぱり十分に把握して、人がどれぐらい出ているんだ、その来ている人

たちに対してどういう要望があるのや。四日市にどんな観光施設が要るんだとか、もっと

もっと現場に足を運ばないといかんと思う、汗を流さないと。いろんなツールはあるよ、

新しいね。だけれども、今市役所に求められているのは、あなた、特に観光・シティプロ

モーションに求められているのは、現場に行って汗を流すことですよ。そこで声を聞く、

見て、そこやと私は思うんです。 

 これで、例えば１から８の中で、もうすごく金額に差があったり同じ金額が並んでおっ

たりして、これは、ちょっとどういうことなのか説明いただけませんか。 

 

○ 山川観光・シティプロモーション課長 

 今、ご質問いただきましたように、この差があるということにつきましては、大規模な

イベントになりますと、やはりそれだけ対象経費も大きくなるということで、それにつき

ましては、その観客の方が多くなって、その地域外ですとか市外からの来訪者がふえて、

それにあたる警備とか仮設トイレ等がやはり必要になってくるということが考えられます

ので、そういったことの経費に、本来の地域の主体的な取り組みの、いわゆるイベント費

が圧迫するというのを防ぐためにも、その警備とトイレというものについては、対象経費

を補助率上げてお支払いをしているということでございます。 

 あと、それから、その18万円という額が並んでおります。これにつきましては、各事業

の当初申請いただいたときは18万円に対応する補助の対象額であったわけですけど、その

後、規模が大きくなってきて、対象経費のほうが、補助対象経費のほうも大きくなってき

てはおるんですが、補助金の額につきましては、その後も予算の調整の中で一定のまま来

ているというような状況がございます。これが、補助金ですので補助率の３分の２以内、

あるいは２分の１以内で予算の定める範囲でということで支出をしておりますので、前年

度を踏襲する形で18万円ということでそろっているというのが現状でございます。 

 

○ 伊藤嗣也委員 

 18万円しかもらえないというふうに思っているんですよ。全てに聞いたわけじゃありま

せんけれども。ですから、今のご答弁では、ちゃんと説明とか書いたものとかいうのがな

されていないんですよ。いいですか。要は、役所は汗を流してくれというのは、そうやっ

て変えて、観光・シティプロモーションとして力を入れていく、それが桜まつり等という
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ことであれば、もっとあなた、みずから、少なくとも例えば八つのこの交付先へ出向いて

説明をして、やっぱりやらないといけないんじゃないんですか。なぜそれをしなかったの

か、ちょっと教えていただきたいんですが。 

 

○ 山川観光・シティプロモーション課長 

 この前年度のことは、ちょっと私よくわからないんですが、ことし、私課長になりまし

て、こういった事情ということもわかってまいりましたので、今年度につきましては、八

つのその団体さん、センターを通じてになろうかと思いますが、ヒアリング等々をさせて

いただいて実情がどうなのかというところもあわせた上で、来年度予算要求に向けて取り

組んでいきたいというふうに思っております。 

 

○ 伊藤嗣也委員 

 お願いしますけど、冒頭に去年おらんだと言われたらね、去年おった人に答えてもらっ

たらいいのでね。そんなの質問できませんやんか。だから、私は、観光・シティプロモー

ション課に聞いておるわけですから、おる人が答えてもうていいんですよ。 

 ですが、昨年度のやつは、これはまずいと思うから、今年度、足を運んで汗を流してち

ゃんと現状を把握して説明していくということを伺ったのでもうこれぐらいにしておきま

すけれども、どうかひとつよろしくお願いします。 

 

○ 石川善己委員長 

 関連ですか。 

 関連、竹野委員。 

 

○ 竹野兼主委員 

 その前のやつも、二つ関連あるんやわ。 

 

○ 石川善己委員長 

 じゃ、ここで一旦休憩をとらせていただいて、20分再開で休憩をとらせていただきたい

と思います。 
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                                １１：０８休憩  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

                                １１：１７再開  

 

○ 石川善己委員長 

 それでは、質疑より再開をさせていただきます。 

 

○ 竹野兼主委員 

 先ほどの伊藤嗣也委員の桜まつり等の事業補助金についてなんですけど、要件という部

分のところ、内容の、広く市民に認知され、かつ、市内外から自由に参加、観覧できる観

光予算を持った催しで次の要件に全て満たすものという部分のところの１、２という部分

ではなくて、３の補助対象経費の額は30万円以上であるというところ、この30万円以上と

いうのを少し説明お願いしたいと思います。というのが、30万円以上って、少なくとも結

構大がかりな部分ではないかな。名称で言うと、例えばなかなかお金はかけられないから

事業経費をいかに落としながら進めようかという地域もあるかもしれない。それと、これ

から新しく、例えば桜並木を植えていって、今後新しいところで進めていこうと思うと、

最初、進めようと思っても、金額がそれだけ大規模なものではできないのかもしれないな

というようなところ、育てていこうということで行けば、この30万円が最低額というその

考え方をまず教えていただきたいと思います。 

 

○ 山川観光・シティプロモーション課長 

 30万円の正式な根拠というのは特に今は持っていないわけですけど、要件の中の一つ目

と二つ目の、市内外へ向けた広報が広く行われていること、それから、市内外からの来場

者への利便性、安全面、環境面に配慮した設備があること、ということをもって、いわゆ

る市内外から観光目的にお越しいただけるようなイベント、いわゆる地域内でのイベント

ではないイベントをやろうと思いますと、やはり30万円ぐらいはかかるんではないのかと

いうような考えが一つございまして、その３分の２なり２分の１を補助させていただくと、

10万円あるいは15万円のご負担で開催いただけるのかなというふうな考えを持っておりま

すので、30万円という一定の基準を引かせていただいているところでございます。 
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○ 竹野兼主委員 

 根拠はないというような状況であれば、その内容について、その金額の部分ではなくて、

その30万円以下の部分のところでも少し話を聞きながら柔軟な対応をしていく必要がある

のではないかと思うので、この点についてはちょっと要望という形でお願いしておきたい

と思います。 

 よろしいですか。 

 

○ 石川善己委員長 

 はい、どうぞ続けてください。 

 

○ 竹野兼主委員 

 もう一つの部分についてなんですけど、先ほどの関連というと話がまた途中つながらな

いと思ったもんで、商工業、中小企業の振興事業補助金の部分について、ちょっとお尋ね

したいんですけど、今、部長がお話ししていただいたように、伊藤委員のほうは、丁寧な

対応が必要やないかとお話しされましたけど、当然、事業者は、どうやってしたらその事

業を大きくしていくかとか資金繰りとかって、いろんなところではしっかりアンテナを張

ってもらってあるので、そこについては行政がやれることはやらないかんとは思うんです

けど、なかなかそこまでのきめ細かいところというのは難しいというのをご理解いただき

たいというふうに言われたもんで、それはもう当然、今のスタッフで、市内の全企業を回

れとかというのは難しいなと、そういう意識を持った答弁をいただいたので、それはそれ

でいいなとは思ったんですけど、そこの部分についての、それをサポートする、中小企業

者をサポートするのは四日市商工会議所とか、ここに載っている商工会とかという、そう

いう団体の部分のところが非常に重要になってくるのかなと思います。そこの中で、補助

金というのがこうやってあるんですけど、この補助金については、なかなか増額というの

は難しいのかもしれませんけど、どのような考え方でその補助、企画を考えられているの

か。内容によっては補助額の増額というのも必要ではないかなと考えるんですけど、その

点についての考え方をまず教えていただけます。 

 

○ 森商工農水部次長兼商工課長 

 ご紹介いただいた四日市商工会議所なり楠町商工会への振興事業費補助金というのが、
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これはさまざまな事業を自主事業として展開していただいておりますので、そこの部分に

ついて、４分の１なり２分の１ということで市からの補助をという形で考えられておりま

す。 

 これ以外にもさまざまな形で、その資料にもお示しした中でも、14ページの４番なんか

は、商工会議所や商工会等の団体が見本市に出展する場合の補助をしたりという形で連携

してやっていただける部分というのは、しっかりと別メニューでも補助の体制というのは

とっておりますので、これ以外にも、例えば人材育成で高校生の企業訪問なんかも商工会

議所さんにお金を支出してやっていただいておると。そういったところでの連携で支援も

やっていきたいというふうに思います。 

 

○ 竹野兼主委員 

 わかりました。しっかりとそういう形で進めていく、方法もいろいろな形の事業をやら

れているというのはよくわかりました。これって、国の法律の中に、商工会議所法、商工

会法って法律で定められた部分ってきちっとあると思うんですけど、その点についての法

律については、よくご存じですか。ご存じですよね。 

 

○ 森商工農水部次長兼商工課長 

 委員のほうから一般質問も頂戴しておりますので、勉強させていただきました。 

 

○ 竹野兼主委員 

 法律では、しっかりとした自治体としての責務というのがあるので、そこの点について

もしっかりと検討してもらいながら、よりその中小企業の企業家に対しての振興事業の補

助金という部分の考え方を検討していただきたいということでお願いしておきたいと思い

ます。要望でお願いします。 

 

○ 石川善己委員長 

 はい、要望ということで。 

 他にございますか。 

 

○ 谷口周司委員 
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 済みません、追加資料の20ページ、四日市の観光大使のところで少しお聞きしたいと思

います。 

 資料のほう、ありがとうございました。見せていただいて、今、観光大使26名ですよね、

28年度に26名で主な活動をしていただいたのが、これ。これ、一部抜粋。これが把握して

いる全てということでよかったですか。 

 

○ 山川観光・シティプロモーション課長 

 この資料の上のほうの表の本市主催のイベント等におけるＰＲ活動につきましては、全

てでございまして、自主的なＰＲ活動、下の表につきましては、こちらがアンケートを大

使さんのほうにとって、いただいた回答をもとに記載させていただいております。 

 

○ 谷口周司委員 

 はい、ありがとうございます。 

 ここに活動の効果にも書いていただいているように、なかなか世界の一線で活躍してい

る方が四日市のことで触れたりするの、なかなか難しいかもしれないですけど、ここに書

いてもらっているように、そういった方が四日市の観光大使だということでＰＲや、市民

の方が誇りに思っていると、これはもう、すごい理解できることであるんですけど、中に

は余り活動がどうなのかなという方もいらしたとか。 

 観光大使の主な目的とか他の自治体でもやっているのは、やっぱりその本業の活動がや

っぱりメディアとかで報じられて今がやはり旬であるとか、そういったところが大きな理

由であろうかと思うので、25年から始まって、もうそろそろ５年を迎える中で、やはり効

果検証も行いながら、この観光大使というのは少し見直して行く必要があろうかなと思う

んですけど。制度としてはすごいいいものだと思うんですけど、やはり今ちょっと広がり

過ぎて、市としてこの観光大使をうまくコントロールできていないんじゃないかなという

のはちょっと見受けられるんですけど、その辺というのはいかがですか。 

 

○ 山川観光・シティプロモーション課長 

 おっしゃるとおり、昨年度スポーツ関係の方を中心に結構人数のほうもふやしていただ

きました。26名ということでなっておるわけですけど、実は、そのもう３年任期というこ

とで、第１期と第２期の方につきましては、ご本人の意向を確認した上で、それぞれ全て
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原則、基本的には更新をさせていただいております。それで、その活躍の度合というとこ

らも、一つ更新をするかどうかということを内部でも検討するときに、そういった視点で

考えてはどうかという意見もあったわけですが、これ、ほかの幾つかの都市にも一度選任

した大使の方の更新等について照会しましたら、そのまま更新しているところがほぼ全て

でございまして、途中で任期が来た時点とか途中でやめていただくという例はほとんどな

かったということもございまして、本市の場合では、その任期が来たときに、ご本人の意

向を確認した上ではありますけど、また３年の更新という方針で今年度も行っているとこ

ろでございます。 

 

○ 谷口周司委員 

 ということは、四日市の観光大使として活動がどうかというより、本人がやりたいと言

えば市としては再任をしていくということでよろしいですか。 

 

○ 山川観光・シティプロモーション課長 

 そういった意味で、ことし、先ほども少し触れましたけど、初めて観光大使にアンケー

トをとらせていただきまして、日ごろの活動とか、ご本人が思っていただいている市への

思いとか、また、市へのアドバイス等々も頂戴いたしまして、大きくメディアとかで活躍

されていない現状の方でも、いろんなご意見をいただいたり、その方のフェイスブック

等々、そのＳＮＳで四日市市を発信していただいているという部分につきましては、やは

り、一般の方というか大使になっておられない方よりは、もう十分発信力がございますの

で、今後も引き続きお願いをしていきたいというふうには考えております。 

 

○ 谷口周司委員 

 市の方針というのは、よく理解はするところではあるんですけど、市民の方の中には、

やっぱり四日市のＰＲをしてもらうのが観光大使の仕事であるとか役割でもある中で、こ

の観光大使というのを使って自分のＰＲをしてしまっているとか、どっちかというと、や

っぱり四日市の活動を、四日市のことをもっと広げていただけるというところに専念して

いただくというのも必要かと思いますので、ぜひちょっと26人いていただいて、いろんな

分野で活躍してもらっているというのも理解はするんですけど、ちょっとどこかである程

度見直しも必要ではないかなと思いますので、これは意見として伝えさせていただきます。 
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○ 石川善己委員長 

 意見ということですね。 

 関連、副委員長。 

 

○ 森川 慎副委員長 

 観光大使さんで、いろいろと四日市以外のところでイベントを開いてもらう、特に、三

重テラス、首都圏なんかで、――ちょっと所管はこれは、この辺は変わってきますけど―

―してもらっておるんですけど、この効果というのはどんなふうに考えてみえますかね。 

 

○ 山川観光・シティプロモーション課長 

 やはり最大の効果としましては、その方が来ていただけるということで集客というのが

一番大きな効果だとは思いますし、その方が来ていただくのはなぜかというふうに考えた

ときに、四日市出身の方なんだと、四日市を皆さんに知っていただけるというような効果

も、ＰＲ効果もございますので、そういった効果があるのかなと思っております。 

 

○ 森川 慎副委員長 

 済みません、来ていただけるというのは、どこに来ていただく。 

 

○ 山川観光・シティプロモーション課長 

 済みません、そのイベントにですね。 

 

○ 森川 慎副委員長 

 イベント。 

 そうすると、東京の人が東京に来てもらって、四日市に何がプラスになるんですかね。 

 

○ 山川観光・シティプロモーション課長 

 例えば、今はその三重テラスの四日市ＳＴＹＬＥのことを申し上げましたけど、例えば、

四日市ＳＴＹＬＥ、神戸とか名古屋でもやっておるんですけど、そこで最近アンケートを

やっておりまして。やはり、四日市というまち自体を知らないという方も２割とか３割お
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みえですので、そこで四日市の魅力、お茶であったり夜景であったり、そういったところ

も私らもブースの中でフェイス・トゥ・フェイスでＰＲをしたりできますので、まず、そ

こに来ていただいて四日市を知っていただいて、さらには、四日市に行ってみたいという

ようなお声も聞かせていただいておりますので、そういったところでは効果があるのかな

というふうに思っております。 

 

○ 森川 慎副委員長 

 すると、来てもらったって、どれぐらい来てもらったとかって、その辺というのは、把

握は難しいところがあるかもしれませんが、どうですかね。 

 

○ 山川観光・シティプロモーション課長 

 申しわけございません。数字的には、アンケートをとった中では、四日市に行ってみた

いというふうな回答をいただいたということでありまして、実際その方が来られたかどう

かというところまでは把握はしておりません。 

 

○ 森川 慎副委員長 

 多分そういう答えかなと思いました。 

 ちょっと根本的なことを伺いますけど、四日市の魅力を発信していただいて、なるべく

四日市へ来てもらって、どうしてもらいたいんですかね。最終的な目的。 

 

○ 山川観光・シティプロモーション課長 

 まずは、その交流人口をふやすというのが、当然、第一の目的でありますし、最終的に

は定住に結びつくような、四日市に魅力を感じていただいて、働きに来ていただいたり住

んでいただいたりというところが最終的なところかなというふうに思っております。 

 

○ 森川 慎副委員長 

 観光で来てもらって住んでもらうまで行きたいのが市としての考え方ということでいい

ですか。交流人口をふやしてどうするのかというところを私は一番伺いたいんですけど、

来てもらって、私が思うに、四日市がこういったことを発信していただいて、交流人口を

ふやしてもらって、そこで四日市に来てもらって、四日市の中で例えば宿泊してもらった
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り飲食してもらったり、どこかの観光施設へ行ってもらって、いろいろお金を使ってもら

って、そういったふうな貢献というのが観光の本来の目的なのかなというふうに思ってい

るんですけど、ただ来てもらって、無料のところへ行ってもらって、ああ、いい風景だな

と言って帰っていってもらうんでは、これは、例えば交通渋滞が起こったりとか人が混雑

して本来見に行きたい人たちが不便をこうむるというか、あるいは、ごみもふえるし、お

手洗いを使ってもらったら汚れるし。これ、結局、全部市としての持ち出しになっていく

わけですよね。それ、来てもらってからどうするかというところをもうちょっと考えても

らいたいなというふうに思うんですが。なかなかこれは全国的に言うても難しいところな

んですけど、観光で来てもらうのはいいけど、その先をどうするのかというところをもっ

ともっと考えていただきたいなと思うんですけど、この辺の見解だけ。 

 

○ 石田商工農水部理事 

 森川委員、おっしゃっていただいたように、やはり来ていただいてから、じゃ、どうし

ていくのというところを考えていくというのが一番重要だと思っております。 

 やはり、最終的には来ていただいて交流人口もふやそう、――今、課長が言いましたけ

れども――四日市に住んでいただいて、長くやはり四日市にその方が市の財産として定住

していただいて、活躍もしていただいて、最終的には市の発展に寄与していただく。そこ

が観光・シティプロモーションがそこまでするのかというところがあるかもわからない。

とっかかりは、やはり四日市を知っていただくというところからスタートというところで

力も入れていきたいなというふうに考えておりまして、先ほど言いました三重テラスとか

そういったところについても、情報発信からまず力を入れてやっていっていくというとこ

ろでございます。 

 

○ 森川 慎副委員長 

 ぜひお願いしたいと思います。 

 それで、いろいろ効果をもうちょっと具体的に、ふだんからアンケートもそうですけど、

どこへ来てもらったとか、それで、もっと言えば、来ていただいた人に、１人当たりどれ

ぐらいお金を使ってもらっておるのかとか、そこまでわからんと観光の意味って余りない

のかなと個人的には思いますので、ぜひちょっとその辺を念頭に置いて、今後、――デー

タの不備もレクのときにはちょっと言わしてもらいましたけど――ぜひその辺も意識して
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いただきたいなということをお願いして終わります。 

 

○ 石川善己委員長 

 ご意見ということで。 

 関連、小林委員。 

 

○ 小林博次委員 

 済みません、答弁、やっぱり間違いやと思うんやわ。 

 間違いというのは、今でもあなた、中国人がうんと夜中にここへ泊まって、朝方早うど

こかへ行くから、ホテルはいっぱいなんやけど。ごみがあるだけ。それと、観光の人、日

本語を覚えて日本へ来るわけじゃないので、その人に定住してもらうと、ブラジル人が来

て日本語がわからんと、ぐちゃぐちゃになっていますやん。日本人が逃げ出しておるわけ。

そんな国にはできやんので、やっぱり、日本政府が進めておるみたいに、日本語がしゃべ

れて、技術習得で日本へ来て、３年おったら永住権を与えると。前は５年やったけど、希

望者がほとんどおらずに、今度３年に変わった。だから、新しい移民政策が始まるのかな

というふうには理解するけど。全然しゃべれやん人にここへ定住してもらうということに

ついては危険過ぎるし、観光・シティプロモーションの枠からは外れておると思うんよ。

だから、その辺は、考え方をもうちょっときちっと整理して対応してもらわんと、まずい

なと。 

 

○ 石田商工農水部理事 

 済みません、先ほども小林委員からは国際感覚を持ってシティプロモーションというお

話もいただきました。 

 私も、今、先ほど言いましたのは、まず、日本人を対象にという形で考えてぽろっと言

ってしまったんですけれども、そういった国際感覚を持っていろんな問題、どういう問題

が出てくるんだというところも広く考えながら、やはりシティプロモーション、観光、ど

うやって進めていくんかというところを考えていきたいと思います。申しわけございませ

んでした。 

 

○ 石川善己委員長 



 - 37 -

 いえ、よろしい。 

 関連、竹野委員。 

 

○ 竹野兼主委員 

 シティプロモーションで四日市市というと、やっぱり公害。その公害のイメージを払拭

するという視点は、もうないのかな。 

 今、課長が答えられたところでは、四日市というのは、こういう観光がありますよの部

分やけど、自分らも学校の勉強で四日市って何って聞くと、やっぱり四日市公害って。そ

うすると、すごいまだ今でもというようなところがあるけど、そういうアンテナショップ

のところで、やっぱりそうじゃないよというのは大きな意味を持つと思うんやけど、そん

なところは、もう今はないんですかね。 

 

○ 山川観光・シティプロモーション課長 

 そのあたりは、やはりこちら、私のほうもかなり意識しておりまして、先ほども申しま

したアンケートをとったときに、やっぱり四日市のイメージというところも聞いておる中

で、工場地帯であるとかコンビナート、あるいは公害という回答をいただいている方もま

だ結構多いです。 

 そういったことで、その四日市ＳＴＹＬＥの場面では、工場夜景のパネルを大きく張り

出して、そのコンビナートが、かつては公害を発生したものが、今は、こういった観光施

設にも、きれいな観光スポットにもなっているというようなことを実際にご説明をしなが

らイベントで取り組んでおるところでございますので、そのあたりは、かなりしっかりと

意識を持って今後もやっていきたいと思います。 

 

○ 竹野兼主委員 

 やってもらっているということであれば、それでいいんです。 

 あと、その三重テラス、直接に行って話を聞いたことがあるんですけど、そこのところ

では、昔、私、四日市住んでおったのやわと。なつかしかったとかというような現場の声

って、改めてそういう人たちがいるんだという意識が持っておってもらえれば、それに合

わせたまた観光の視点、シティプロモーションという視点で何か見つかるものがあるかも

しれないので、一応お話しだけさせてもらっておきます。 
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○ 石川善己委員長 

 他に質疑ございますでしょうか。 

 

○ 日置記平委員 

 今、いい時期にこのプロジェクトがつくってもらったとは思っています、シティプロモ

ーションね。 

 それで、観光ということだけを取り上げるだけではないんですが、まず、四日市の観光

は、歴史的な観光が少ないので、これからの観光は、創造を生かす。つまり、つくる観光

というのを方向性も考えておかないと、新しい観光が生まれない。魅力ある観光が生まれ

ない。 

 我々が県外へ行ってもね、四日市何がありますか、コンビナート、稲葉さんがつくった

港等々ですけど、やっぱり桑名の石取祭とかそういうものはないわけでして。だから、創

造のつくる観光をこのシティプロモーションのグループでぜひつくってほしいという要望

をさせてもらいます。 

 そこで、いろいろこの中に書いて、19ページに書いてもらっていますが、コンベンショ

ン誘致事業というふうにあって、ここにＪＴＢというのが入っているね。これはすごくい

いのやないかと思うんです。日本でトップの会社ですから。あわせて、電通というのもど

うなんやろうと思った。ＪＴＢプラス電通で、このシティプロモーション課とで、いわゆ

る僕の言う創造観光をつくり上げてもらうというのは、新しい策だとは思うんですがね、

これ、提案です。 

 それから、４番のこの教育旅行視察研修等の誘致とあるんですが、これは、国内を対象

としたことなんだろうと想像しますけど、もう目はやっぱり海外に向けてやらないといけ

ないので、例えば近隣ですと高山なんかは外国の観光客がふえてきましたね。そんなこと

を想像すると、これは教育旅行も、日本の高校生が中国へ卒業旅行に行ったり韓国へ行っ

たり、ひいてはこの間中止になったグアム、サイパン。これは北朝鮮ミサイルが飛んでく

るでやめやと言うておってやまった学校があるようですけど、非常に最近は修学旅行の状

況も変わってきました。ならば、海外から四日市へ修学旅行生を誘致するという方法は幾

らでもあるわけで、こんなことをちょっと考えておくと、この教育旅行は、そういう方向

へも視点を向けていただくといいかなというふうに思いました。 
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 それから、視察研修なんですが、これは教育だけを特化したのかちょっとわからないで

すが、僕はこう思ったんですけど、視察研修等というのは教育を含めた産業の視察、それ

から、交流も含めると、文化とスポーツという面も、この四日市の高校生のスポーツも大

変レベルが上がっています。オリンピックの候補選手も出ているわけですから、海外の高

校生たちを四日市でスポーツ交流するということは大変有意義なことかなというふうに思

っていますので、これも積極的に取り組んでほしいというお願いをしたいと思います。 

 これ、ここまでですが、20ページのところの観光大使の活動面で、少し。ここにロゴが、

これ、もう済んだんですが、いつやられたのかちょっと知らなかったですけど。やったこ

の辺のところ、プログラムをちょっと参考までに見せてください。 

 はい、以上です。 

 

○ 石川善己委員長 

 ご意見と、あと、資料請求という理解でよろしいでしょうか。 

 

○ 日置記平委員 

 いやいや、資料とまで行かんけど、もう済んだことなので、何月何日にどんなことでや

ったということをちょっと知りたい。もうこんなの、済んだことやで、それをもらえばい

い。 

 

○ 石川善己委員長 

 ペーパーのほうで資料提供ということでよろしいですか。 

 

○ 日置記平委員 

 募集したの、あるやないですか。それ、もらったら。 

 

○ 石川善己委員長 

 はい。 

 審査には影響ないという判断で、後刻でもよろしいですか。 

 

○ 日置記平委員 
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 全く関係ない。 

 

○ 石川善己委員長 

 用意でき次第、午後再開時でも配付できるような形でお願いできればと思います。 

 他にございますか。よろしいですか。 

 じゃ、私のほうから資料請求させていただいたところだけ、ちょっと若干質疑等をさせ

ていただきたいと思います。 

 資料の22ページ、大四日市まつりについてというところで、来場者の市外、県外来訪者

のチェックを検討しているかというところでお願いをした部分については、ＷｉＦｉアン

ケートを利用してというところを検討いただいておるということですので、なるべく早期

に実現していただいて、やっぱり観光の話も先ほど来から出ていますけど、やっぱり市外、

県外から来ていただいて、いかにお金を落としていただけるかというところがポイントな

ので、少なくとも、市外県外の人がどれだけ来ているか。ある程度、ＷｉＦｉなので限ら

れたパイにはなるんですが、全体来ていただいた中の比率で考えると、大体の市外県外来

訪者の比率からはじき出せるのかなという気はしますので、ぜひこれは早期にやっていた

だきたいと思います。 

 １番に戻るんですが、この露店の出店のところなんですが、これ、出店者164者と書い

てあるんですが、これ、164張りのテントという理解でいいんですよね。うち市内在住者

19というんですが、これは、結果的に、みえたテキ屋さんの中で四日市市に住んでいる方

が19名だったという理解でよろしいですね。 

 

○ 山川観光・シティプロモーション課長 

 はい、そういったことでございます。 

 

○ 石川善己委員長 

 私が資料請求したのは、そういう意味ではなくて、市内で店舗で飲食店なんかを営業し

ている方々が、四日市まつりに出店したいけれどもテキ屋さんばっかりでなかなか出店す

ることがかなわないというお声を聞いたので、実際に市内で営業している店舗さんが、テ

ントでお店を出しているところがあるかないかというところを聞きたくて資料請求をした

んですが、実際市内で営業している店舗さんがお店を出されていることは、ないという理



 - 41 -

解でいいですか。 

 

○ 山川観光・シティプロモーション課長 

 はい、その露店からの届け出に記載のある屋号や住所を代表者から判断する限り、ない

のではないかというふうに考えております。 

 

○ 石川善己委員長 

 少なからず、多くはないかもわかりませんが、やっぱり四日市まつり、出店をしたいと

いうことで市内で飲食店をやられている方のお声があるので、これ、可能かどうかわから

ないんですけど、例えば来年度の四日市まつりをやっていただくときに、これ、実行委員

会さんでやっていただいておると思うんですが、依頼をしていただいて、例えば市内で飲

食店を事業をしている方のためのテント、三つとか五つとかという部分の確保をして、市

内で営業をしている皆さんに出店をできるのでということで募集をかけることは可能です

か。 

 

○ 山川観光・シティプロモーション課長 

 市としましても、そのにぎわいという部分で、いろんな出店があるということはやぶさ

かではございませんので、その課題として、その区画をどこにするかとか幾つ出せるのか

という、あと、広報の方法についてですけど、そういった課題はあるんですけど、ちょっ

と来年すぐできるかどうかわかりませんが、そこのあたりについては、一度研究をしたい

と思います。 

 

○ 石川善己委員長 

 はい、ありがとうございます。そういうお声があるので、実際募集をかけて来ないかも

しれないですし、１店舗、２店舗かもしれないですけど、やっぱり、そういうお声があっ

たということを踏まえていただいて、一回そういった市内でやっている事業者の方が出す

余地があるのかないのかというところの検討をしっかりお願いをしたいという思いです。

その辺含んでいただいて、ぜひ一度検討していただければと思いますので、意見として申

しておきます。 

  済みません、では、以上で追加資料についての質疑は終結をさせていただいて、それ
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以外の部分の質疑は午後から再開をさせていただきたいと思うんですが、かなりあります

か、それ以外の部分の質疑。 

 

（発言する者あり） 

 

○ 石川善己委員長 

 そうしたら、もう、とりあえずここで休憩に入らせていただいて、１時から再開して、

追加資料以外のところの質疑から再開をさせていただきます。 

 それでは、１時再開で休憩をいたします。 

 

                                １１：５３休憩  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

                                １２：５９再開  

 

○ 石川善己委員長 

 それでは、分科会を再開いたします。 

 午前中に引き続き質疑を継続させていただきます。 

 

○ 竹野兼主委員 

 まず最初、144ページなんですけど、主要施策実績報告書の部分のちょうど真ん中、水

素社会の構築に向けた公民連携促進事業費600万5806円のこれの事業内容プラスそれの効

果というか、どのような検証をされているのかというのをお願いしたいと思います。 

 

○ 森商工農水部次長兼商工課長 

 水素の関連については、議案聴取会のときの資料のタブレットで45ページのほうに詳細

の資料を少しつけさせていただいておりますけれども、内容としましては、昨年コンビナ

ートで水素を活用しておる企業の６社並びに中部経済産業局と国のＮＥＤＯ、そして、三

重県と合同になって水素に関連しての検討会を始めさせていただいております。 

 そもそも水素社会を迎えるに当たって、四日市のコンビナートにおいては水素をつくっ

ておる企業もあり、また、それを使っておる企業もあるということから、そういった水素
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を使いながらのコンビナートを今後どうしていくかを検討していきたいという趣旨で始ま

ったものでございまして、その中から昨年１年間の検討の中で幾つかの課題をあぶり出し

てきております。 

 資料のほうに上げさせていただいたのは、一つは水素社会に向けた副生水素に関する検

討、いわゆる副生水素の問題なんですが、もともと始めるときには、コンビナートの中で

は余分に出てきておる副生水素というものがあるだろうという観点から、さまざまなアン

ケートなり調査に入ったわけですが、実際それぞれの企業の努力によりまして、コンビナ

ート内である程度のバランスがとれておるというのが現状の実態でございます。 

 しかしながら、ご承知のように社会でエコカーがどんどん発展をしてきまして、石油そ

のものの需要がかなり減少してきております。そんな中、昨年も、四日市には二つの大き

な製油があるわけなんですが、そこで水素をつくり出すような機械そのものが一つ国の指

導によりましてとまりました。 

 ということで、石油業界を取り巻く環境というのはかなり変わってきておる中で、今の

バランスがとれておる水素が今後事業形態の変更によって発生する可能性がかなり出てき

ておるということがわかってまいりまして、それについての検討というのをコンビナート

各社さんと一緒に今後もやっていこうではないかというのが一つ目の課題でございます。 

 それから、もう一点の二つ目が海外再生エネルギー由来の水素ということで、これは国

のロードマップにも出ておるのですが、2040年ごろになってくると、現在ヨーロッパとか

オーストラリアでどんどん太陽エネルギーという形でほとんどＣＯ２を出さない形ででき

上がった水素というのが余ってきております。それを日本へ持ってきて活用するという方

策についてのそこの技術的な部分や、コンビナートでいかに活用するかという部分を研究

してはどうかというのが２点目の大きな課題で、基本的にはこの二つについてもう少し翌

年度も引き続き突っ込んで検討していこうじゃないかというのが議論でございます。 

 それ以外にもホームページのほうに概要版の報告書を上げさせていただいておりますけ

れども、現在コンビナートで大きく三つの発電所、自家発電をやっておる企業がございま

すが、こういった自家発電の原料を水素に変えて、そこでは水素に変えれば、そこで出て

くる炭素がなくなりますので、水素を混焼したり、水素を専焼したりする形の発電という

方策を考えてはどうかというようなことも案としては出てきておったという流れが去年の

１年間の報告でございますして、それを今年度、研究を進めていくというところで、効果

というところでは、当然水素についての議論が進んで、新たな課題もわかって今後への展
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開が見えてきたというところも１点でございますけれども、こういったコンビナートの各

社の皆さんが膝すり合わせてしっかりと水素に限らず議論ができているというところも一

つの効果ではないかなというふうに思っております。 

 

○ 竹野兼主委員 

 ありがとうございました。 

 水素の効果という部分のところでは、今報告いただいた、きちっとやっていただけてい

ると、今年度の予算についても、その部分についてやっていただけるんやな。それと、ま

たもう一方で、オイルが使われなくなってくるという意味合いのところでは、――その視

点は、この部分では少し関係がないかもしれませんけれども――昭和四日市石油さんとか

という部分で大きなマイナス要因にもなる、そこの部分を含めて、エネルギーの部分は市

としてもしっかりとその利用の状況、社会情勢をしっかりと見きわめることで、市民生活

の中にやっぱり問題が起こってくる可能性もあるというような視点をぜひともしっかり持

っていただけたらなと思いましたので、よろしくお願いしたいと思います。 

 続けてよろしいです。 

 

○ 石川善己委員長 

 はい、どうぞ。 

 関連、よろしいですか。 

 関連、副委員長。 

 

○ 森川 慎副委員長 

 ごめんなさい、１点だけ伺いたいんですけど、市としては、水素というのは将来的にま

だやっぱり技術的な問題がたくさんあって、例えば自動車なんかにしてみても、海外では

電気自動車が主流になるような流れがあるけど、日本の国内、特にトヨタを初めとして水

素自動車みたいなのをやって、ひょっとすると大負けするような可能性もあるわけですね、

水素の活用という意味では、全体的に。 

 そういったリスクも考えながらどんなふうに施策を打っていくのかなというところ、そ

の辺の支援なり、検討していくということは必要なんでしょうけど、その辺の根本の考え

方、水素はやっぱり四日市市としては打っていくというか、技術力を高めていくのに精い
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っぱい応援していくんだとか、その辺の将来的なリスクのお考えだけ聞きたい、どんなふ

うに捉えているのか。 

 

○ 森商工農水部次長兼商工課長 

 まずもって、ちょっとそれますが、私どもが今やっておる水素社会に向けた連携事業な

り、ことしの水素に基づくコンビナート先進化というのは、今おっしゃっていただいた水

素社会とは別のところで、水素を使って、水素を利用した中でのコンビナートの新たな策

というのができないかという検討をやっております。 

 おっしゃられた水素社会に関しましては、確かにご承知のように電気自動車が伸びてき

ておるというところはあるんですが、まず、水素社会に向けて、まず、足元というのは、

水素自動車なりという問題とエネファームが今言われておるんですけれども、水素自動車

も形勢は悪いですが、電気自動車も距離の問題等、今はございますので、全て電気ではい

けないだろうという形で、ただ、水素だけでもいけないものですから、そこはもう水素と

電気と折り合いながらというところであると思います。今後、電気がいかに距離を伸ばし

てくるかというところで変わってくるものもあるのではないかというふうに思います。 

 今後も、その次に水素の混焼でありますとか、海外再生エネルギー由来の水素を運んで

くるというのが国のロードマップで全部出ておるわけなんですが、それは状況をしっかり

と見きわめていきたいというところ、そういった情報を竹野委員のご質問にもつながりま

すけれども、しっかりとコンビナート各社さんに情報を伝えていくというふうに考えてお

ります。 

 

○ 石川善己委員長 

 よろしいですか。 

 

○ 森川 慎副委員長 

 わかりました。 

 

○ 小林博次委員 

 ちょっと関連させてください。 

 きょうまでは日本の自動車の勢力は国際社会で完敗するんやわなと見ておったんですけ
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れども、きょうの新聞を見ていると、今まで燃料電池はプラチナを使って発電を起こして

おったわけね。それが普通の触媒、炭素を使った触媒に置きかえることができるというふ

うに出ておって、そうすると、価格が数千分の一に下がるので、ＥＶで若干のおくれがあ

るわけやけど、ＰＨＶ、燃料電池車、これの分野で社会を先行できるかなと、こんなふう

にきょうの新聞を見て思っているわけやけど、そうすると、高度部材イノベーションセン

ターＡＭＩＣの燃料電池研究、これに弾みがついていくやろうと思うんやけど、問題は、

四日市で少量生産の部分がない。だから、そういう何か一つもとが出てきたら次へ行くよ

うなものをやっぱり見つけ出していく必要があるんと違うかなと、そんなことで思ったの

で、ここでは600万5806円の水素社会構築に向けた予算が使われたわけやけど、もっと発

展をさせて、だから、ＡＭＩＣと四日市がもっと打ち合わせして、こっちの件も入れて燃

料電池の少量生産ができるような、そんなようなことにまでこれ結びついていかんのかな

ということを思ったので、ちょっと関連して質問させてもらいます。 

 

○ 森商工農水部次長兼商工課長 

 委員ご指摘のように、燃料電池自動車に関連する研究ノウハウというのは、世界でも日

本が秀でておるというふうに聞いております。以前からの一般質問等でも議員から言って

いただいておるんですけれども、少量生産に向けた研究から開発、生産までというところ

の部分についてしっかりとご指摘にようにＡＭＩＣ等とも連携をして進めてまいりたいと

いうふうに思います。 

 

○ 小林博次委員 

 水素の研究なんかでは、スイスが随分進んでおるわけね。今度オリンピックの四日市へ

練習をしてもらうような誘致があるわけやな、カナダ。だから、そういうところを捉えて

でも交流を深める、そんなことができやんのかなと。 

 この前もカナダ大使館の人と接触したけど、水素で交流するというのはぜひやってみた

いなという、そういう感じがあったので、できれば四日市を水素のシリコンバレーみたい

に。教授を雇ってきちっと体制を整えやならんけど、整えることができれば、日本国内は

もちろんリードしますけど、世界的なリードに発展できる、こういうことがあると思うの

で、だめもとでやっぱり努力してもらいたいなと、こういう気持ちを持っておるんやけど、

何か考え方があれば。 
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○ 森商工農水部次長兼商工課長 

 こういった今、水素がクローズアップされておりますけれども、さまざまなエネルギー

をしっかりと見据えながら、シリコンバレーであるとか水素タウンであるとか、そういっ

たものも考えていく必要があると思っております。 

 現在、水素社会という部分に関しては、環境部のほうが改定しております環境計画の中

でうたい込みの今議論をしていただいておりますので、そういった計画も踏まえながら全

庁的に取り組んでまいりたいというふうに思います。 

 

○ 小林博次委員 

 ありがとう。 

 

○ 石川善己委員長 

 よろしいですか。 

 じゃ、竹野委員、どうぞ。 

 

○ 竹野兼主委員 

 次、145ページのイルミネーション事業という形が拡張されています。これ、続けて見

ていくと、駅前のところから少しずつ国道１号のところまで、効果があったのではないか

なと僕らは思うんですけど、今回その効果を含めて今後どのような形でイルミネーション

事業をつなげていくのかなというところについてちょっとお尋ねしたいと思います。 

 

○ 森商工農水部次長兼商工課長 

 今ご指摘いただいたイルミネーション事業については、当初の資料のタブレット26ペー

ジのほうでライトアップ事業として掲載をさせていただいております。 

 今ご紹介いただきましたように、昨年は国道１号まで範囲を延長いたしまして拡充をし

てやっていただきました。やっていただきましたというところは、そこにも書いてござい

ますけれども、事業主体は諏訪栄町地区街づくり協議のほうで実施をしていただいており

まして、市から補助金が出ているというような状況でございます。 

 当初つくったライトを使いながら毎年やって、昨年ふえた分はふやしてというところで
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やりくりをしていただいて、事業予算としては400万円ぐらいだったと思うんですが、か

なり苦労してコストを一生懸命下げてやっていただいておりますので、引き続きいろいろ

な工夫を、かなりお金のかかる事業なものですから、去年も中部中学校の吹奏楽部さんに

協力いただいて演奏会なんかもやりましたけれども、そういった工夫を重ねて引き続きで

きる限りやっていきたいというふうに思っています。 

 

○ 竹野兼主委員 

 わかりました。その事業主体は補助金だということがわかりましたけれども、これって

中心市街地活性化や交流という意味合いでいうと、自分たち、議会のメンバーの中でも話

しすると、ＪＲのところまでもし行けば、普通にどこまで続くんかなという人が見に行っ

たりするというのは結構あったりする。小さなある個人の家のところででもそういう派手

なところがあったりすると、例えばテレビ局なんかがそこへわざわざ取材に来たりして、

全国的にも広がったりもしているみたいなことも考えられる。効果というのはまた違った

意味合いでの効果もあると考えられますので、補助金という部分も含めて、より効果のあ

るような形、それと、住民の皆さんの意見も集約していただいて、そういうような形にな

ればいいのかなというふうな提案をしておきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 

○ 石川善己委員長 

 ご提案ということですね。 

 関連、谷口委員。 

 

○ 谷口周司委員 

 ちょっとこの件について関連で少しさせてください。 

 イルミネーション事業というのは本当にいいことをやっていただいているなとは思うん

ですけど、イルミネーションをやっただけで終わっていたらほかと一緒だと思いますので、

イルミネーションをやって人を集める、じゃ、どうやってもっと人を集めようかというと

ころの視点もぜひちょっと持っておいていただきたいなというので、来てもらって楽しん

でもらうのはいいんですけど、もっと人を集めるためには、いろいろお金を出さずに知恵

だけでも人を集める機会というのはあると思うので、今インスタグラムとかどんどん若い

人が進めていく中で、どういうふうにしたら写真映えがするかとか、そういったところの
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観点も一つ置いていただいて、何か一つ壁をつくるだけで人が集まるという効果も今どん

どんふえていっているので、そういった観点もぜひ入れておいていただきたいなというの

が一つ。 

 そして、もう一つなんですけど、今回こういったイルミネーション事業とか中心市街地

の活性化、交流人口をふやしていこうという中で、こういったイベント的な交流人口の増

加というのはよくあると思うんですけど、ふだんから継続して交流人口をふやしていくと

いうところについてどういったお考えがあるのかというのだけちょっとお聞かせをいただ

きたいと思うんですが。 

 

○ 森商工農水部次長兼商工課長 

 おっしゃるとおり、物をやるだけでは本当にもったいない話ですので、その先のことと

いうのはしっかりと考えていく必要があると思っております。 

 今ご紹介いただいたようなインスタの写真映えというようなことなんかですと、我々の

世代では思いもよらなかったことですので、そういった多様な視点も考えながら取り組ん

でまいりたいというふうに思います。 

 それから、通常の交流人口の増加というところにつきましては、あえて中心市街地とい

うところで申せば、多様な形で、イベントもそうなんですけれども、いろんな形を打って

いくというふうな方策が今は一番であろうというふうな形で考えております。 

 

○ 谷口周司委員 

 イベントを打っていっていただいて、それでふやしていっていただくのも一つかと思う

んですけど、ぜひイベントに対する効果検証というのもしっかりしていただいて、いいも

のはぜひ継続していっていただきながら、新しいものというのを取り入れていただければ

と思いますので、よろしくお願いいたします。これは意見で終えておきます。 

 

○ 石川善己委員長 

 意見で。 

 関連、副委員長。 

 

○ 森川 慎副委員長 
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 先ほどの竹野委員のほうからイルミネーションをＪＲまで延ばしたらどうやというよう

なお話をされたんですけど、市としては、その辺は思いなり考え、どの辺までライトアッ

プしたいよとか、その辺の考えだけあれば伺いたい。なかったらなかったで結構ですけれ

ども。 

 

○ 森商工農水部次長兼商工課長 

 国道１号の東側については、いろいろと確認をしていくと、今の西側よりもかなり経費

的にかかるということを聞いております。それは、西側はディア四日市とかがあるもので

すから、電源をお借りするとかいろんな形、――費用は払うんですけれども――それが東

側になると新たにつくり込む必要があったりとか、途中に分離帯を切って、道路があるん

ですけれども、そこを渡すのがかなり上を渡す必要があって、相当な経費がかかるという

ことですので、一つそこの部分については課題が多いというふうに認識しております。 

 ただ、我々として近鉄四日市駅からＪＲ四日市への周遊というところは一番の課題でご

ざいますので、現状都市整備部のほうでも立地適正化計画でありますとか、ＪＲと四日市

駅前の基本構想等が始まっておりますけど、そういった動きに合わせながら、今イルミネ

ーションだけではやはりなかなかお客様を引っ張り込むというだけの力は持っていないも

のですから、全体的な動きを見ながら、今後そういうのも検討はしてまいりたいというふ

うに考えておりますが、現状で伸ばすというところには至っておりません。 

 

○ 石川善己委員長 

 よろしいですか。 

 

○ 竹野兼主委員 

 課題ってそんなふうに言われたもんで、市役所のところまでは考えられるんかなと思い

ました。 

 

○ 石川善己委員長 

 質疑あるんですね。どうぞ続けてください。 

 

○ 竹野兼主委員 
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 その次の147ページなんですけど、観光資源を活用して集客を図るという部分のところ

で、うみてらす14の入場者数が増加したこととかという文言があるんですけど、これにつ

いては、自分としては四日市港管理組合の部分なんですけど、こういう文言がここに書か

れたという意味合いはどういうことなのかちょっとお尋ねしたいと思います。 

 

○ 山川観光・シティプロモーション課長 

 確かにおっしゃるとおり、これ、所管は四日市港管理組合でして、市でいうと元政策推

進部になるわけですけれども、四日市港ポートビルの14階の展望展示室うみてらす14につ

きましては、市内における観光施設というような位置づけもございますので、県や国への

統計調査の中で、市内の観光施設という中で観光客数を数える一つのポイントとして位置

づけられておりますので、ここに記載をさせていただいております。 

 

○ 竹野兼主委員 

 わかりました。ここに話をつけられないわけじゃない。例えば１階のところには食堂が

あったりとか、コンビニが最近はできたという話も聞いていますけれども、そういう観光

という意味合いで言えば、行政側からも四日市港管理組合に対して観光としての大きな場

所という認識をされているのかな、より観光しやすいような環境をぜひともつくってもら

いたいというような要望なり何なりという話し合いをぜひともしておいていただきたいな

と思いますので、これについてもよろしくお願いしたいと思います。 

 

○ 石川善己委員長 

 関連、副委員長。 

 

○ 森川 慎副委員長 

 済みません、市として、うみてらす14は今観光施設というふうに捉えているということ

ですけれども、市としてどんな、例えば夜間開放したりとか、そういう取り組みはしても

ろうておると思うんですけど、市としてどんなふうに活用したいとか、その辺の考えだけ

あれば簡単にお伺いしたい。そして、それを四日市港管理組合に今言っていただいたみた

いに訴えていかなあかんと思うんですけど、その辺のお考えを聞かせていただきたいと思

いますけど。 
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○ 山川観光・シティプロモーション課長 

 このうみてらす14につきましては、最近四日市港管理組合、もともとこちらは展望展示

室という名前のとおり、学習とか企業様の港湾施設の見学というような位置づけが大きか

ったのですが、ここ最近の夜景観光というようなところがクローズアップされたというこ

とで、四日市港管理組合のほうもそこを有効活用しようということでそういう施設に位置

づけられておりますので、市としましてもそのようなタイアップしながら、例えばイベン

トがありますと、例えば去年、おととし連続して四日市スタイルで工場夜景をテーマにし

たイベントがあったわけですが、そこには管理組合の職員も来て一緒にイベントをしたと

か、その辺は連携はしっかりとっておりますので、今後も市としましてもポートビルから

見える工場夜景を四日市市の観光資源としてしっかり売り込んでいきたいというふうに思

っております。 

 

○ 森川 慎副委員長 

 ありがとうございます。ぜひよろしくお願いします。 

 それと、今、同じところですけど、観光客数、これ、カウント75万人以上とされていて

実績と出ているんですけど、このカウントというのは何をもとにこの人数を出しているん

ですか。 

 今さっき午前の話なんかやと、なかなかそれをカウントしづらいというお話があって、

ここ数字が出ておるんやけど。 

 

○ 山川観光・シティプロモーション課長 

 済みません、75万人以上のカウントの仕方ということで、78万人。 

 申しわけございません、次の148ページの観光集客数のところに内訳がございまして、

大四日市まつりからずっと楠歴史民俗資料館までの施設の来客数を足したものでございま

す。 

 

○ 森川 慎副委員長 

 そうすると、これ以外は観光客は今ちょっと数えられていないよというのが現状ですね、

確認だけ。 
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○ 山川観光・シティプロモーション課長 

 ここ一つの基準になりますのが、県や国への報告のラインに上がってくる施設を上げて

おりますので、それ以外にも当然観光という部分ではあると思いますが、その部分につい

ては計上させていただいておりません。 

 

○ 石川善己委員長 

 よろしいですか。 

 

○ 森川 慎副委員長 

 わかりました。 

 

○ 竹野兼主委員 

 済みません、その下なんですけど、レジャー施設、伊坂・山村ダムの周辺緑地管理等委

託料と、観光施設整備事業費の伊坂ダム周辺整備構想策定事業費というところで、これに

ついては採決の部分ではない、どこに委託等されているのかという部分の費用と、それか

ら委託先、その辺をあわせてちょっと資料をいただきたいなということでお願いしたいと

思います。その資料等をいただければ、ちょっと中身を知っておきたいなと思っています

ので、それで、委員長のほうからお願いしたいんですけれども。 

 

○ 石川善己委員長 

 もう採決にはかかわらないということで。 

 

○ 竹野兼主委員 

 かかわらないということで。承認していくつもりでおりますので。 

 

○ 石川善己委員長 

 では、資料のほうは今議会期間中にはということですので、そのようにご用意いただき

たいと思います。 

 ということで、よろしいですか。 
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 他にご質疑等ございますか。 

 

○ 伊藤嗣也委員 

 済みません、同じページのところで、その下に宮妻峡ヒュッテ管理運営費というのがあ

るんですけれども、そこのところで817万8000円とか、要はそれだけのお金を使われてお

るわけですけれども、この次のページ、148ページの集客数を見るとたったの969人なんで

す。なおかつ、宮妻峡周辺環境整備事業で170万円余もまた使われておるわけですが、こ

れ、利用者が1000人もいかないのに、観光地といいますか。これちょっともう少し何かて

こ入れするなり何かしないと、これで1000人も満たないのに観光施設という捉え方はでき

るのか。 

 それから、これだけお金をかける、そこがちょっと理解できないので、もう少し、例え

ばよくして、先ほど小林委員おっしゃっていただいた、子供たちに特化するとか、何かも

っと魅力がある施設にしていくとか、ただ単に古いから直すんじゃなくて、もう少し前向

きな発展的な考え方をされておるのか、されていないのか、これから見るには、余りにも

ちょっと少ないし、お金を投資するのにちょっとその辺の考え方はどうなんですかね。 

 これってヒュッテの利用者以外の宮妻峡の来訪者というのは非常に多いんじゃないです

か。 

 

○ 石田商工農水部理事 

 済みません、この人数なんですけれども、これはヒュッテを利用した宿泊者の方の人数

で、１日の日帰りといいますか、実は私も去年からトレッキングを始めまして、非常に春

から秋にかけて歩かれておる方もたくさんおみえになります。 

 それと、全体の観光という部分になれば、こういった水沢の部分でヒュッテを含めても

みじ祭りがあったりとか、ふれあい牧場とか、そういった私どもほかにも観光資源ござい

ますもんで、今後そういった部分をどのようにして複合的に利用して水沢という部分での

観光というところを資源の一つ、一つのポイントだけじゃなくて、複合的に捉えた中で、

あそこを観光という部分、今後考えていきたいんだというふうに考えておりますので、ご

理解をいただけると思っております。 

 

○ 伊藤嗣也委員 
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 前向きに捉えさせてもらいますので、よろしくお願いします。 

 それから、もう一点、それに絡めて本市における観光施設というのはどこなんですか。 

 ここに観光施設整備事業費というのがありますね、147ページ、そこに三つ書いてもろ

うてあるんですけれども、水沢のもみじ谷、観光施設なんですよね。要はハードの建物以

外でも観光地になるところは観光施設になっているし、ちょっとその辺がわかりにくいん

ですけど、要は観光地から入れているわけですよね。そこら辺の考え方、28年度の時点は

決算の場合でどうなんですかね、これ。 

 

○ 山川観光・シティプロモーション課長 

 おっしゃるとおり観光施設といいますと、やはり箱物があってというところがイメージ

されるとは思うんですが、四日市の場合、桜のスポーツランドと伊坂ダム、それから、も

みじ谷といったところが観光場所、スポットとして認識しておりますので、便宜上、施設

という名前で上げさせていただいております。 

 

○ 伊藤嗣也委員 

 それやったら、レジャー施設事業費のところに上げやないかんのじゃないですか、この

水沢もみじ谷のやつは。何かようわからないですわ。 

 

○ 濱浦観光・シティプロモーション課事業係長 

 ここは予算の便宜上の使い分けの部分でございまして、レジャー施設事業費につきまし

ては通常事業、要は一般の事業として進めさせていただいている部分で書かせていただい

ております。 

 観光施設整備事業費につきましては、平成28年度につきましては第２次推進計画のほう

での取り組み事業ということで、政策推進プランに基づく事業ということで別建ての事業

費とさせていただいております。 

 

○ 伊藤嗣也委員 

 ありがとうございます。わかりました、ここについては。とにかく頑張ってください。 

 

○ 石川善己委員長 
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 関連ですね。関連、小林委員。 

 

○ 小林博次委員 

 ここは前から課題が問題提起してあるのやけど、例えば宿泊施設のところがダムか何か

になっているね。そこから下向いて道路をつけて広場があるんやけど、そこへ何か観光し

て人が寄れる、そういうものを建てたいというのがあったけど、用途規制で建てられなか

ったんやわな。だから、観光と捉えるんなら、やっぱりそこら辺の法律的な問題をできる

だけ早くクリアする必要があるのと違うかという問題提起をしておったわけね。 

 それから、宿泊施設の後ろに市有林があるやんか、松がいっぱいある。少し頭削ってや

ると、あの松を切って炭焼かせる。その焼いた炭でデイキャンプとか、そういうことが可

能やないかということで、それの使い方をもうちょっとうまくできやんのと。 

 それから、前からグリーンツーリズム、１日そこへ行ったら、宮妻からずっと観光、そ

れぞれ小さいけど牧場があったり、牧場で乳絞ったらチーズつくったり、帰りにはその辺

でつくった菜っぱとかを買うて帰られる、こういうコースを設定したほうが観光になるよ

と。茶業振興センターがたまたま道路の関係で建てかえられるわけやね。ところが、それ、

単体になっているので、そういうのはコースの中に入れて活用すると活用できるのと違う

のという問題提起が前からあるんやけど。 

 今まで話したの聞いておらなんだと思うけど、やっぱり殺して施設使わんと生かして使

う、そういうことでそんなにびっくりするようなお金がかかるわけじゃないんで、地元の

人たちと相談をしながら、そういう制度ができるようなことが一番いいなと思っているん

やけど。 

 

○ 石田商工農水部理事 

 委員からはツーリズムというお話もいただきました。 

 私どもの部では観光、それから、農水のほうの畜産のほうも含んで商工農水部になって

おりますもんで、先ほどおっしゃっていたツーリズム、グリーンツーリズム、アグリツー

リズムとかいろんなツーリズムがございます。そういった部分を観光の中へどうやって盛

り込んでいって、部としてもっと幅広い活動というのは考えられんのかなというふうに認

識しておりますもんで、今後長い目で見てやっていただいて、展開をちょっと楽しみにし

ていただけたらと。 
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○ 小林博次委員 

 それと、宮妻から入っていく道はよう崩れる。１カ所やったら出れやんとあかんで、さ

っき言うた川のところから下へ道路だけつけてやれば、そこから帰ることができる。逆に、

そこからも、河川敷に車をとめられる、そういうスペース、もちろんただではあかんに、

買い取るか借りるかで、そういうことをやれば、道が崩れて帰れんようになるということ

はなくなると思うで、そのあたりも考えてください。 

 

○ 石川善己委員長 

 ご意見ですね。 

 関連ですか。 

 

○ 森川 慎副委員長 

 今の小林先生のおっしゃることに大賛成で、地域として取り上げていく、特に石田さん

なんかトレッキングされておるということやと、そういうちょっとした道なんかでも、き

れいに整備されているところを歩くのと、そうでないので随分違うと思うし、やっぱり非

日常の体験を求めてそういう自然の場所には出ていくので、ぜひそういう視点も捉えて、

水沢なんかは本当にうってつけだと思うんです。自転車のサイクルロードなんかもあるし、

その辺もぜひ包括的に見ていただきたいなというの、私、これ意見で言わせてもらって、

それでもう一つ、ごめんなさい、観光の集客数、こればっと上げてもろうていますけど、

どうやってカウントしておるのかなと。お金を払って入場してもらってその来場者数とい

うのはわかりますけど、例えば伊坂ダムのサイクルパークなんか５万八千何人、これはど

ういうふうなカウントですか。 

 

○ 濱浦観光・シティプロモーション課事業係長 

 いろいろこの中にも数え方さまざまでございまして、例に挙げていただきました伊坂ダ

ムサイクルパークにつきましては、これは有料施設の使用者数という形になります。です

ので、貸し出し自転車、それから、ちびっ子カー等の有料でチケットを購入して乗ってい

ただいた方の数ということで、実際ウオーキング等で利用されている方の数は含まれてお

りませんので、実際の利用者数はこの数倍になると思われます。 
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○ 森川 慎副委員長 

 そうですね、それも書いておいて、この辺も会派からどういう数なんやと、伊坂ダムな

んか特にふだん歩いている人とかあって、有料施設は使っていない方がたくさんおってと

いう話で、そういう数もそうですけど、四日市まつりなんかもそんな感じなんですか、こ

の数としては。 

 

○ 濱浦観光・シティプロモーション課事業係長 

 四日市まつりにつきましては、祭りの会場面積を求めておりまして、その中で中心とな

ります三滝通りと諏訪新道の交差点の部分、そこの10ｍ掛ける10ｍの100㎡の部分の人数

を数えまして、それが祭りの会場全体に行き渡ると何人ぐらいかということで延べ人数を

集計しております。 

 続けて、花火大会につきましては、有料観覧席の実入場者数をもとに同じような考え方

で花火大会の観覧面積としてご用意させていただいている部分の面積に当てはめて計算さ

せていただいております。 

 

○ 森川 慎副委員長 

 よくわかりましたけど、説明してもらわなわからんので、ぜひその辺のカウントの方法

も来年からは気をつけて書いていただいたほうがいいかなというふうに思います。ありが

とうございます。 

 

○ 石川善己委員長 

 今も副委員長からもありましたけど、やっぱりもう少し表を親切に書いてもらわんとあ

かんかなと思います。宮妻峡ヒュッテに関しても宿泊数というただし書きを括弧でつけて

もらうとか、有料入場者数のところは有料入場者数としっかり書いてもらわんと、これ、

表を見ただけではわからんって、ちょっと不親切やなと思いますので、その辺、来年はき

ちんと明記していただいた資料が出てくることを期待します。 

 他にございますか。 

 

○ 伊藤嗣也委員 



 - 59 -

 142ページ、実績報告書の、下のほうの工業振興事業費の中の鈴鹿山麓研究学園都市と、

それから管理運営事業費500万円余ですが、これは何のお金でしょう。 

 

○ 森商工農水部次長兼商工課長 

 この研究学園都市の範囲の商工課で管理しておる部分の除草費になっております。 

 

○ 伊藤嗣也委員 

 広い、基本的には県だと思うんですけれども、商工課さんの管理しておる部分の要は土

地の部分の除草費、草刈りだけで500万円以上。もう少し、どれぐらいの面積と言うてい

いのか、ちょっと教えてもらうことできます。500万円の草刈りと言うたらすごい面積や

もんで。 

 

○ 森商工農水部次長兼商工課長 

 全体の面積が２万200㎡です。それを各ゾーンに分けて１回刈り、２回刈りに分けてお

るもんですから、少し口頭では説明をしづらいのですが。 

 

○ 石川善己委員長 

 資料提供ということでよろしいですか。何か口頭でしづらいということですが。 

 

○ 伊藤嗣也委員 

 済みません、そうしたら資料で結構ですので、県の部分と市の部分、全部市ですか。 

 今の話、草刈りだけで500万円ってちょっと驚きましたもんで、当然総務部さんが管理

している部分もあるでしょうから、今、土ががばっと盛ってあるのもありますし、ちょっ

と資料でいただけるなら。 

 

○ 森商工農水部次長兼商工課長 

 下のほうは政策で持っておるところがあったり、今ちょっとご紹介いただいた総務部の

部分は、建屋は総務がやっておるんですが、周りの部分は商工のほうで土地は管理させて

いただいておりまして、基本的には道路ののり面といいますか、そこの部分が大半です。

では、また図面で提出させていただきたいと思います。 
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○ 石川善己委員長 

 ということでよろしいですか。 

 

○ 伊藤嗣也委員 

 一般的に道路とか都市整備部さんで単価があると思うんです。ですから、そういうのも

含めて幾らの単価で出しておるのかというのも資料の中に入れておいてください。 

 

○ 石川善己委員長 

 という形でお願いできますか。 

 

○ 森商工農水部次長兼商工課長 

 承知いたしました。 

 

○ 石川善己委員長 

 よろしいですか。 

 

○ 山口智也委員 

 済みません、１点だけ会派でどうしても言うてこいというやつがあったもんで、忘れて

いました。 

 花火大会の補助金なんですけれども、2460万円なんですけど、昨今こういう時代ですの

で、規模を縮小したり、花火大会自体をもうなくしたという、公の自治体としてはそうい

うところもある中で、四日市市として今後もこれをやり続けていくということなのか、市

民にとっては、たとえ１年に１回の夏の風物詩として、これはないよりはあったほうがい

いに決まっているんですけれども、その１日のために2460万円を公費として支出していく

のかというのは、行政の中でもいろいろ議論はあるのかなと思っているんですけれども、

今後の方向性で何か考えがあれば教えていただきたいと思いますが。 

 

○ 山川観光・シティプロモーション課長 

 今おっしゃられましたように、市民の方々がこの花火大会を楽しみにしておるというお
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声もいただいておりますし、各企業様から協賛もいただいておりまして、その協賛もここ

数年はやや上がりぎみというような傾向もございまして、それも含めて今のところこの花

火大会を今後やめるというような議論はただいまございませんので、継続していきたいと

いうふうに思っております。 

 

○ 山口智也委員 

 四日市なんかは、周りを見ておっても、週末になるとボンボンボンボン音が聞こえて、

民間でもいろいろやっておるわけですね。それで、あえてこの四日市でまたやらなあかん

ということは、これもいろいろ意見が分かれるところかなと思います。 

 民間の協賛金もふえてきているのであれば、この28年度決算でも協賛金で1874万円ほど

あるわけですよね。その分だけ縮小してでも民間に全てもうお任せして、規模を縮小して

も民間にお任せするということも一つありかなと思うし、大切な公費を経常的にこれから

もかけていくのかどうかというのは、しっかり今後もその検証をしっかりしていっていた

だきたいなというふうに思いますので、そのあたりどうでしょうか。 

 

○ 佐藤商工農水部長 

 今後の花火の大会をどうしていくのかということでございますけれども、この花火に関

しましては、正確に何年か私も記憶、忘れたんですけれども、一旦やめるかという議論も

あったことがございます。いろいろと議会の皆さんも含めましてご議論いただいた中で、

やっぱりこれは続けるべきだということで、今現在も続いておるという状況があったとい

うのをまずご報告をさせていただきたいと思います。 

 それから、花火のほうですけれども、今のところ結構やっぱり皆さんには楽しんでいた

だいているというふうなことを私どもも実感はしております。ただ、今の花火をやってい

る会場の周辺の環境を考えますと、これからまた霞４号幹線も通ってまいりますし、いろ

んな日本全国的に見ても、かなり会場としては厳しい条件の中でやっているという現実は

ございます。その中で、うまく皆さんにご迷惑をかけずにやっていけるような方法がどう

なのかということは、やっぱり検証しながら考えていかないといけないと思っております

ので、そういった視点で頭に入れながら進めてまいりたいと思います。 

 

○ 山口智也委員 
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 私は何も全部やめてしまえと言っているのではなくて、民間に任せれるものなら規模を

縮小してでも、公が公費をそこにつぎ込んで今の規模を続けるかどうかというのはやっぱ

りしっかり検証せなあかんもんで、そのあたりをしっかり今後も検討してもらいたいなと

重ねて申し上げたいと思います。 

 以上です。 

 

○ 石川善己委員長 

 関連、谷口委員。 

 

○ 谷口周司委員 

 私も山口委員の意見に本当に大賛成なんですけど、お金の集め方って、今本当に協賛金

がふえてきているというのはいいことだと思うんですけど、なかなかこれから厳しいとき

もやって来るかなと思うんですけど、今いろんな自治体でクラウドファンディングとか、

お金の集め方をいろいろ研究されているところもあろうかと思いますので、ぜひそういっ

た他市のいい事例というのも研究していただいて、余りかかる、結構いろんなところから

お金も集めやすいという、いろんな課題もあろうかと思うんですが、そういったクラウド

ファンディングを使って何とか続けていくような方向性というのもぜひ検討いただきたい

なと思いますので、これは意見としてお願いをいたします。 

 

○ 石川善己委員長 

 ご意見ということで。 

 

○ 竹野兼主委員 

 こういう部分のところで一つの提案された部分のところの意見って多分違うと思うんで

すよ。こういうの、議員間討議になるんかなと思うんやけど、自分としては2300万円とい

うその金額、民間はお金を余分に上がってきておるという状況であれば、当然行政はより

一層お金を出して、ほかのところの花火っていろいろありますよね。桑名の花火やらいろ

んなところ、有名なところはそれだけで観光の一つの目玉としてやっているという状況、

観光を進めていく四日市としたら、それ一つあるものを、今問題は出てくる、交通の問題

とかというのはいろいろあるかもしれんけれども、そういう意味合いで夏の花火は四日市
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と言われるような感じのそういう目玉になり得る素養を持った事業でもあるというところ

をやっぱりきちっと考えるというのは、私は議員の立場として考えるのは、より財源をふ

やしてでも、どこの花火よりも四日市の花火に行ってよかったねと、今なぜそれを言うか

というと、四日市の花火ってしょぼいねと言われているような状況なので、そこのところ

を費用対効果で2300万円と言うんじゃなくて、それが何千万円になれば、それはもう本当

に地域じゃなくて県外からも寄せられるような状況をつくるというのが観光を進めていこ

うとする自治体の姿ではないかなと思うので、そこのところも含めて、私自身はしっかり

とした検討をしてもらいたいと、ちょっと意見は違うので、話をさせていただきました。 

 

○ 石川善己委員長 

 ご意見ですね。 

 

○ 山口智也委員 

 それが10年前、20年前やったら、そういう議論もありかと思いますけれども、今後自由

に使えるパイというのはもう財政で決まっている中で、経常的にそれを今後も数千万単位

でこれかかってくるということはしっかり見きわめて、民間に出せてもらえるんやったら

それをふやしていくという方向で考えていかんと、四日市が、じゃ、それに上乗せしてさ

らに上げていけという時代ではないかなと思っています。これは意見が平行線だと思いま

すが。 

 

○ 石川善己委員長 

 ありがとうございます。 

 いい感じで議員間討議になってきましたので、ぜひそれぞれ皆さんもこの件についてご

意見出していただければと思います。 

 

○ 竹野兼主委員 

 いろいろ考え方はあると思うんですけど、さっきも言うた交流人口がふえることによっ

ての経済効果というのは大きなものがある。それが万単位でという形になれば、当然大き

なプラスにはなるんかなというふうに思うところもあるので、これはなかなかそうふやせ

よという部分ではないけど、そういうような思いもあるということと、効果の部分のとこ
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ろでは、考えられるけれども、それに付随する先ほど部長が言われたみたいな交通麻痺み

たいなことが起こったときに大きなマイナスのところもあるんだろうなと。 

 ただ、思いとしては、市民からしたら、四日市の花火に行って本当にすばらしいで見に

来てくれるといいのになと思うような花火やったらいいなという思いがあったというだけ

です。 

 

○ 石川善己委員長 

 ありがとうございます。 

 小林委員、ぜひ議員間討議、活発にやっていただけたらと思います。 

 

○ 小林博次委員 

 基本的に民間でできるものは市はやったらいかん。本当の迎え水で最初やるのはいいけ

ど、あと、これ続けていくというと、例えば桑名の花火とスターマイン一発比べると、四

日市が10万円で、桑名が５万円やわね。だから、１個１個のそんな検討はしたことないわ

けやろう。 

 だから、そういうものも検討したり、場所はあれで本当に続けられるのか、問題あらへ

んのというのが個人的には思っているんやけど、やっぱりいろんなことを考えて、もし観

光でというのやったら、例えばこの前もテレビで宣伝されていたけどスペインの花火師、

あれ見ておったらすばらしい花火がある。そういうものをたまたま四日市で、これ１回だ

けちょっと呼んでこようかというんやったら公費を使うということもあり得ると思うけど、

やっぱり基本的には民間で組み立ててやれるという条件を持っておるね。 

 寄附が集まらんというのは、建設事業者の首絞め過ぎたから、失業対策事業みたいな施

策を持っておったのに、あとは生活保護とかそっちで結局金がかかったわけやわな。だか

ら、総合的にやっぱり寄附でも気持ちよう出せるようなまちにせんとあかんわけやから、

そんなことなんかも多角的に考えてもらう。観光・シティプロモーション課というのをつ

くった以上はやっぱりもうちょっと多角的に考えてやってもらいたい。 

 基本的には、繰り返すけど、民間でもやっておるようなことを市は金を出さんと、そう

いうようなことを基本に、あとは寄附いただいておる人たちが気持ちよく寄附を出せるよ

うな施策は何なんということまで考えてやってくれると続いていくかなってこんなふうに

思うので、あんたのところの検討範疇を超えるかもわからんけど、全庁的にもやっぱり検
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討してもらいたいなというのを要望しておく。 

 

○ 石川善己委員長 

 他にございますか。 

 

○ 谷口周司委員 

 やっぱりいろんな花火に対しての思い入れはあると思うんですけど、夏の花火でこれか

ら１番とっていこうというのはかなりハードルが高いと思うんです。もう今どこでもやっ

ておることやし、全国見ればいろいろあるので、それで花火で人を集めようって、これか

らお金を使っていこうというもし考えがあるんであれば、夏じゃなくて冬にするとか、こ

れ、案ですよ。案というか、秋とか、夏を外すとか、ほかがまだやっていないこと、知恵

を絞って違う形で一番最初にやることで人が集まるとか、そういったところをぜひ考えて

いただかないと、今から夏の花火で１番とるのはもうかなりハードルが高いと思うので、

もし人を集める花火でこれからも継続していくというのであれば、ぜひそういった知恵を

出して時期を変えるであるとか、そういったことをぜひ考えていただきたいなと思います

ので、そこも意見としてお願いします。 

 

○ 石川善己委員長 

 意見として。 

 他にございますか。 

 

○ 森川 慎副委員長 

 参戦します。 

 私も山口さんの言うておることがやっぱり正しいのかなと思います。公費でやるには、

やっぱり市民から見ていてもちょっと残念な規模かなというのもあるし、この2000万円払

って、果たしてそれだけの対価に見合うような経済効果なり、まちに貢献ができているの

かなというのはちょっと私も個人的には疑問に思います。 

 竹野さんの言うように、本当に四日市を誇るそういう花火大会にするというのも一つの

手ではあると思いますけど、そこはもうやっぱり時代が変わっておるでなかなか難しいん

じゃないかなということもありますし、これだけ意見が出たので、一回その辺も含めて行
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政のほうには存続も含めてもう一回根本的に議論していただきたいなというのが思いです

ので、ぜひお願いしたいと思います。ちょっとだけ意見。 

 

○ 石川善己委員長 

 ありがとうございます。 

 ほかございますか。 

 非常に委員長としましては、いい感じで議員間討議ができたのかなとうれしく思ってい

ます。 

 花火大会、本当に今いろんな意見が出たように両論あると思います。まずは両論を聞い

ていただいて、しっかりとどういう方向性を出していくかということを説明ができる論理

構築の上で方向性を出していただくことが大事かなと思います。 

 私もどっちがいいのかなというのは、正直判断しかねるところがあるんです。やるんや

ったら、やっぱり本当に東海で１番ぐらいとれるような花火大会をやって目玉にするとい

うのも一つの考え方だとは思うんですが、どうも聞いたところによりますと、四日市の花

火は会場の制限上コンビナートがあるので、余り大きな花火が上げられないという話を聞

いています。ということであれば、大きさで勝負すること、見ばえのいい花火で勝負する

というのはちょっと難しい点なのかなというふうに思うんです。 

 そうしたときに、よそがやっていない視点で同じ花火を継続するにしてもやっていくと

いう谷口委員の意見もおもしろいと思いますし、身の丈に合わせてやっていくという山口

委員の意見もごもっともなところかなと思います。 

 派生するいろんな諸問題の課題も検討しながら、市の方向性として何がいいのか、どう

いうパターンができるのか、よそがやっていない方向性があるんであれば、どういう方向

性を打ち出していける可能性が四日市ならあるのかというところをちょっと今回これだけ

いろんな意見が出ましたので、花火大会に向けて少し庁内議論をしていただけるとありが

たいなというところで私の意見にさせていただければと思います。 

 伊藤嗣也委員、おみえにならんところでちょっと話をさせてもらったんですが、花火大

会につきましてもしご意見ございましたら、よろしいですか。 

 では、花火についてはこの程度にさせていただきます。 

 あと、その他質疑ございましたら。 
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○ 森川 慎副委員長 

 クルーズ船の客船の誘致について伺いたいんですけど、28年度、どんなふうな取り組み

とかされましたか伺いたい。 

 149ページ、コンベンション機能推進事業費補助金と出て、客船誘致協議会とかに補助

されているのかなというふうに聞いているんですが、していない。 

 

（発言する者あり） 

 

○ 森川 慎副委員長 

 誘致に向けてって全然全くやっていないですか、28年度、ごめんなさい、ちょっと聞い

てこいと言われたもんであれなんですけど、済みません。 

 

○ 山川観光・シティプロモーション課長 

 済みません、コンベンションのところと客船誘致とは全く関係ございません。お客様誘

致に関する経費といたしましては、主要施策概要報告書の紙でいくと142ページの一番下

の負担金で四日市港客船誘致協議会へ20万円支出している、そこの中で協議会がさまざま

な事業をしているというような状況でございます。 

 

○ 森川 慎副委員長 

 客船の誘致協議会で、四日市市としてどんなふうに考えているんですかね。クルーズ船、

来てもらうのは予定はしていますけど、その後、観光なり、また観光の話にちょっと戻っ

てしまいますけど、どんなふうにしていきたいな、何かそういった青写真なり、イメージ

があれば聞きたいです。 

 

○ 山川観光・シティプロモーション課長 

 これまでも日本の客船というのは入ってきておりまして、そのたびに歓迎のイベントと

かやっておるわけですけれども、来年度以降、外国客船が入ってきたときには、――まだ

来年の場合は、乗船客の方はほとんど日本人ということと聞いておるんですが――この先、

外国人もふえてくる中で、基本的にはオプショナルツアーで伊勢志摩方面であったりとか、

市外のほうに出ていくコースが設定されるとは思うんですが、それに乗らない方というの
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もある程度人数としていらっしゃるというふうに聞いておりますので、そういった方々を

１日の中でどう市内の中に足を運んでいただけるのか、市のいろんな先ほども出ていまし

たが観光的な施設、例えばポートビルもそうですし、四日市公害と環境未来館もそうです

し、博物館等々、あと、萬古の関係もそうですし、そういったところに足を運んでいただ

いて、体験なり実感をしていただけるようなことをルートとして考えていければいいのか

なというふうに思っております。 

 

○ 森川 慎副委員長 

 ありがとうございます。 

 四日市の中ではそうですけど、例えば桑名の石取祭とか鯨船があったりとか、こういっ

たところで広域的に観光、――先ほどの水沢の話じゃないですけど――北勢とかそういう

くくりで視点を持つ。例えば東北なんかのクルーズだと、お祭り全部ひっくるめたクルー

ズがあったりするということなんですけど、そういった視点とか考えるというのはどうで

すか。ほかの市町と協力しながら、ともに観光でお金を使ってもらうような仕組みをつく

っていこうとか、そのあたりの考え方。 

 

○ 山川観光・シティプロモーション課長 

 当然四日市の市内だけでは、乗船客の方も残られる方も回るというのは時間が余るとい

う部分はありますし、魅力という部分では少し落ちる部分も確かにあるとは思いますので、

今具体的にまだ動き出してはおりませんけれども、北勢地域の中で桑名とか、そのあたり

と連携してどういった桑名の持っている施設にどう誘導していくかというようなことも今

後課題としてあるのかなというふうには思っております。 

 

○ 森川 慎副委員長 

 まだ余り考えてもらっていないというのがよくわかりましたので、ぜひぜひ広い視点を

持っていただいて、伊勢とか行ってしまうのはしようがないと思うんですけど、どうやっ

てして四日市からスタートで四日市に戻ってきてもらうこの区間で儲けていこうかとか、

発信していこうかというところが勝負だと思いますので、ぜひお願いしたいと思いますの

で、ありがとうございます。終わります。 

 



 - 69 -

○ 石川善己委員長 

 どこからですか。 

 じゃ、谷口委員。 

 

○ 谷口周司委員 

 済みません、少しだけお願いします。 

 先ほど広域でという話があったと思うんですけど、四日市港には着くんでしょうけど、

やっぱり行き先というのは、それこそ伊勢志摩であったり、鈴鹿であったり、桑名であっ

たりと広域にこれわたっていくかなと想像されますので、やはりせっかく四日市に来て、

経済効果がもたらすのは他の地域というのであれば、おもてなしイベントが四日市だけの

活動になっていくよりかは、おもてなしイベント自身もやはり広域である程度持ち回りじ

ゃないですけど、年間たくさんのクルーズが来るようになると、四日市だけでおもてなし

イベントだけ回していくというのは本当に大変になってこようかと思うので、ぜひそうい

ったところも広域で桑名も鈴鹿も伊勢も巻き込んでおもてなしイベントというのをぜひや

っていただきたいなと思うのと、あと、四日市の観光施設に足を向かせるということもあ

ったんですけど、これ、実際ツアーとかをいろいろ組んでいくのはツアー会社が組んでい

くかと思うんですけど、その辺と四日市とのやりとりというのは可能なんですか。 

 

○ 山川観光・シティプロモーション課長 

 まず一つ目、おもてなしの部分につきましては、県全体の中で、客船誘致協議会の中に

は県も当然組織として入っておりますので、例えば外国の方ですと、伊賀忍者がすごく興

味があるというふうなお話も聞いておりますので、そういったところの歓迎という部分も

あるかとは思います。 

 それから、ツアーにつきましては、全て客船誘致は客船誘致協議会で活動しております

ので、誘致協議会のほうからツアー会社のほうなり船会社のほうに要望を出して、こうい

うルートがあるんだけれどもどうでしょうかということは今でもやっていると思いますの

で、今後もやっていきたいと思います。 

 

○ 谷口周司委員 

 ありがとうございます。 
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 ほかの港で新しく大型客船が来たところの港に視察とかも行かせてもらうと、やはりな

かなかツアー会社との連携もうまくいかずに、どんどん無料の施設ばっかり行かれて、な

かなか地域にお金を落としていただけないというのも聞きますので、四日市にチャンスが

あるとしたら、やっぱり船員であるだとか四日市港にとどまる人、こういう人たちをぜひ

ターゲットに当てて、先ほどのＷｉＦｉ整備もそうだと思うんですけど、ぜひそういった

ところの環境整備は整えていただきたいと思いますので、意見として要望しておきます。 

 

○ 石川善己委員長 

 ご意見ですね。 

 

○ 小林博次委員 

 関連して。 

 観光ってどこかあると聞くと、一覧表でくれるのやけど、我々見せてもらうとわからん

やつも入っておるけど、外国の人とかほかの地域の人は知らんわけやわな。すると、観光

というのはパッケージかコースか、こういうのを組んで、Ａ、Ｂ、Ｃコース、こういうの

ありますよ。そこへ行ったら、この前りんくう大橋に行くと便所がないやないかと、する

と便所をつくる。何か食い物ないのと言ったら全然売っていない。せめてジュースの一本

ないとあかんよと。それから、土産物、五、六百円の何か四日市としてのないの、そうい

うことまで行かんとごみだけ捨てられる、交通渋滞。さっきの花火やないけど。だから、

そこまでここをコース組みをして、年中回る土産物もある、それから、食事ができる、そ

れから、桑名とかさっき出ておったけど、あるいは忍者とか、あの忍者も観光指導してい

るのは四日市の人やで、だから、四日市でできやんことはないわけ、そこへ行かんでも。

だから、そういうコースを組んでいく、これで売らんとなかなか難しいと思うんやわな。 

 だから、その辺、観光の話に戻ったけど、クルーズ船を迎え入れるに当たっての話やけ

ど、ちょっと考え方があったら聞かせてもらいたい。 

 

○ 山川観光・シティプロモーション課長 

 おっしゃられるように一つのパッケージというか周遊コースができると、もうそれが定

番というか口コミで広がって、四日市に行けばこういうところがあるということが相乗効

果で出てくると思いますので、現在のところおっしゃられるようにそういったコースとい



 - 71 -

うのはなかなかつくり切れてはないものですから、こういった外国客船を機に今後検討さ

せていただきたいと思っております。 

 

○ 小林博次委員 

 四日市にもありきたりの観光資源と違って、例えば歴史的な事実があるのかどうかわか

らんけど、思案橋、日本の三大橋の中の一つ、あと残り二つは四国のはりまや橋、――た

だ、下に川が流れておらんから、橋と言われてもちょっと困るんやけど――何かそんなこ

とがある。 

 それから、800年前にお茶とか宗教というのは、それ以前は偉いさんしかなかった。庶

民はお茶もないし、宗教もなかったわけ。それが親鸞聖人とか日蓮聖人とか偉い高僧が出

てきて、お茶が庶民のものになり、宗教が庶民のものになった。そのときに四日市でつく

られたお茶が京都もしくは奈良に送られておったわけね、水沢のお茶が。そこへ東海自然

歩道までをくっつけるとこまで行ったわけや。観光に使うという視点がないわけやわな。 

 だから、そういう隠れた古い財産、あそこは水路があるね、古い水路が。全部今は道路

をつくって壊していっておるけど、こういうのはきちっと保存していくと十分な観光資源

になる。むしろそういうところを歩いてみるほうが外国人観光客、最近は喜んでいるので。

それから、あと、伊勢から北陸のほうを向いていく昇龍道に、四日市も通り道なのに観光

ルートとして接続されていない。ここ、そうやにということが書いてあればつながってい

くわけや。だから、もうちょっと全体の流れも見きわめて参入する。それをクルーズで来

ていただいた人に案内して、もうちょっと行きたかったかなということになるとリピート

してくる。船と違って今度はセントレアから来てくれるかわからん。そのときにセントレ

アからこうやって来たらここへ行けるよというルートがあると使ってくれる。ルートがな

いとわからん。何年観光受け入れてもだめ。 

 だから、そんなことがあるので、これは要望にさせていただきます。 

 

○ 石川善己委員長 

 ご要望ということで。 

 

○ 伊藤嗣也委員 

 私も外国人の方そんなに友達多くないですけど、日本に来られたときに実はどこへ案内
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しようと思って、その人は正直カジノが好きな方でしたので、四日市競輪を案内したんで

す。そうしたら、車券の買い方を私知らなくて、だけど、教えてもらって、物すごく喜ば

れたんです。世界って自転車がすごいんですね。自転車にすごく興味を持たれて、フェン

スにしがみついて自転車を見て、それをまた買えると。１着、２着とかいろんな、という

ことで物すごい喜ばれたんです。帰られるときに何が一番よかったと聞いたら、この競輪

が一番よかったと言って帰られたんです。 

 私、意外やったんです。港があって、競輪場がすぐ近くにある、これ、観光にいいんじ

ゃないかなと思ったんですけど、競輪ではないんですけど、観光の観点でその辺はどうで

しょうか。私は実感したんです。 

 

○ 山川観光・シティプロモーション課長 

 委員おっしゃられたように、特に中国系の富裕層の方には競輪が人気があるということ

も以前からお聞きしておりますので、場所的にも近いということもございますので、それ

は一つの選択肢としてまた協議会の中で提案もさせていただきたいなと思っております。 

 

○ 伊藤嗣也委員 

 一度ご検討はしていただく価値はあるんかなと。 

 それから、そのときに言葉とかそういう問題も出てくる可能性がありますので、例えば

いろんな言葉で車券の購入の仕方が書いてあるようなマニュアルでもあれば、車券の購入

や払い戻しもスムーズにいくかな、そういうのをつくっておいていただいて、体験してい

ただいて、一ついろんな意味でいいんじゃないかなと思うので、ちょっとご提案させてい

ただきますのでよろしくお願いします。 

 

○ 石川善己委員長 

 関連。 

 

○ 森川 慎副委員長 

 本当に今言っていただいたのは、僕が思っておって、余り表向きは言っていないですけ

ど、四日市競輪のロケーションというのはすばらしいと思うんです。観光で四日市にって、

もう正直、ないということをまず認めてからいろいろ始めていってほしいなと思います。
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いろいろもみじ谷とかあるけど、ほかのところに行ったらもっとすごいもみじ谷みたいな

のはあるんですよ。それを求めてわざわざ人は来ないとやっぱり思う。 

 四日市で何が売りかというと、今言っていただいた競輪場なんか、例えば四日市シティ

ロードレース大会がありましたけど、あんなんをあそこの競輪場を発着にして港の中をば

っと走るとか、よそのところにはないものがあるんですよ、私たち気づかんだけで、日常

の中にそういうのがたくさんあるので、ぜひアンテナを張ってもらって、本当に工場夜景

を見てもらうだけで終わってしまってはあかへんので、そういうセットで、――昔からあ

そこ、マラソン大会したらおもしろいなと僕個人的には思っておるんですけど――本当に

そういうグリーンツーリズムを言ってもらったし、スポーツツーリズムもそうですし、ど

こそこからお金かけて来て、そこでやってみたいな、体験してみたいなというのが今求め

られておる観光の姿やと僕は思っておって、これを見てもらうとか、これを食べてもらう

とか、それではやっぱり四日市では絶対に私は勝てないと思っていますから、――ちょっ

とこれ意見、議員間討議に含めたような意見ですけど――ぜひそういった視点も持ってい

ただいて、いろんな、今マラソンたまたま出しましたけど、例えばいろんな名産を食べな

がらスイーツマラソンとか、果物を食べながらのマラソンとか、東北の方なんかやってお

ると、そこに本当に何千人と人が来るんです。そういうアイデアからつくっていかんと、

なかなか四日市を、観光をつくってもらってどうしようって悩んでおるんやったら、そう

いうところからまず一回検討していただきたいなというのが思いですので、意見です。 

 

○ 石川善己委員長 

 ご意見ですね。わかりました。 

 じゃ、ついでにちょっと一つ観光で、個人的な趣味で言わせていただきたいです。 

 四日市港って、せっかくゴジラが上陸してきているので、ゴジラ上陸の地で足跡か何か

モニュメントをつくってゴジラミュージアム、小さいやつでもいいでつくれんかなという

のが私以前から思っています。もう完全に個人的な要望を含めて、ゴジラを絡めて事業展

開ができないかなというのが一つ思っていますので。 

 今の若い人たちって映画でゴジラが四日市港から上陸してきたことを知らない人が多い

んです。だけど、僕らからちょっと下ぐらいまでというのは、映画でゴジラが四日市港か

ら上がってきたというのを知っていて、ここへゴジラが上がってきたよという的なもので

何かできたらなって、そんなむちゃくちゃ金をかけるような時代ではないので、とんでも
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ないものをつくれとは思いませんけど、何かゴジラと絡めた展開ができるとおもしろいか

なという、これも私の個人的な趣味も含めて、一言これだけ提案をしておきたいなと思い

ます。 

 その他、ご質疑ございませんでしょうか。 

 

（なし） 

 

○ 石川善己委員長 

 では、ご質疑もないようですので、これにて質疑を終結させていただきます。 

 これより討論に入らせていただきたいと思います。 

 討論ございましたら挙手にてお願いいたします。 

 

（なし） 

 

○ 石川善己委員長 

 特段討論もないようですので、これより分科会としての採決をとらせていただきたいと

思います。 

 なお、全体会へ送るか否かにつきましては、採決の後に諮らせていただきますのでよろ

しくお願いをいたします。 

 それでは、議案第７号平成28年度四日市市一般会計及び各特別会計等の決算認定につい

て、一般会計、歳出第５款労働費、第１項労働諸費、第７款商工費、第１項商工費につき

まして、認定すべきものと決することにご異議ございませんか。 

 

（異議なし） 

 

○ 石川善己委員長 

 ご異議なしと認めます。本件は認定すべきものと決しました。 

 

 〔以上の経過により、議案第７号 平成28年度四日市市一般会計及び各特別会計等の決

算認定について、一般会計、歳出第５款労働費、第１項労働諸費、第７款商工費、
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第１項商工費について、採決の結果、別段異議なく認定すべきものと決する。〕 

 

○ 石川善己委員長 

 すれでは、理事者の入れかえがありますので、休憩時間をとらせていただいて、30分再

開とさせていただきます。 

 商工及び観光・シティプロモーション課の審査についてはこれで終了となりますが、か

なり活発な意見、議員間討議を含めて出ました。そういった中で交流人口を含めた観光の

具体的なところの意見、考え方というのをかなり出ていたと思います、花火大会も含めて。

そういったところをしっかりとまた来年度に向けて部内での議論重ねていただきながら、

しっかりとした方向性を出していただくことを期待して、決算認定とさせていただきます

ので、お願いします。ありがとうございました。 

 

                                １４：１８休憩  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

                                １４：３０再開  

 

○ 石川善己委員長 

 それでは、分科会を再開いたします。 

 これより、商工農水部中、農水振興課、農業委員会所管部分についての決算審査を行い

ます。 

 

    議案第７号 平成28年度四日市市一般会計及び各特別会計等の決算認定について 

     一般会計 

      歳出第６款 農林水産業費 

         第１項 農業費 

         第２項 畜産業費 

         第３項 農地費（上下水道局所管部分を除く） 

         第４項 水産業費 

        第13款 災害復旧費 

         第１項 農林水産施設災害復旧費 
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     特別会計 

      食肉センター食肉市場特別会計 

      三泗鈴亀農業共済事務組合清算特別会計 

    議案第11号 平成28年度三泗鈴亀農業共済事務組合農業共済事業会計決算認定に 

          ついて 

 

○ 石川善己委員長 

 それでは、議案第７号平成28年度四日市市一般会計及び各特別会計等の決算認定につい

て、一般会計、歳出第６款農林水産業費、第１項農業費、第２項畜産業費、第３項農地費

（上下水道局所管部分を除く）、第４項水産業費、第13款災害復旧費、第１項農林水産施

設災害復旧費、特別会計、食肉センター食肉市場特別会計、三泗鈴亀農業共済事務組合清

算特別会計並びに議案第11号平成28年度三泗鈴亀農業共済事務組合農業共済事業会計決算

認定についての審査を行います。 

 本件につきましては、議案聴取会において追加資料の請求がありましたので、資料の説

明をお願いいたします。 

 

○ 石田商工農水部参事兼農水振興課長 

 それでは、追加資料の説明をさせていただきます。 

 資料のほうは、これまでの商工、観光・シティプロモーション課の追加資料と同じとこ

ろの続きで、タブレットでは66分の29ページからになります。よろしいでしょうか。紙の

ほうで下に24ページというふうに印刷してあるページがあります。タブレットでは30枚目

がそれになります。そこからが農水振興課の追加資料です。よろしいですか。 

 では、まず最初に、担い手農家育成支援事業ということで、新規就農者の状況、国の青

年就農給付金を受けている人たちの詳しい内容をということでの資料でした。 

 こちらの表が28年度の青年就農給付金の対象になった方の内訳です。地区というのは住

所地ではなくて圃場、畑のある地区です。ここは就農地になります。前職として会社員、

自営業等がありますけれども、会社員（農業関係）とあるのは、これは農業法人等に就職

されていた方ということです。年齢はことしの３月31日時点で経営開始時期、それから、

営農作目、給付状況はごらんのとおりです。 

 一番右の欄に新規就農者支援事業費補助金活用の有無とあります。これは下の新規就農
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者補助事業を使われた方で、丸印のついた方お二人が活用していただいております。 

 それから、その下ですけれども、特に企業等が予算にする場合においてですけれども、

市の支援制度はどのように集中しているのかということでした。新規就農者も企業参入も

一緒なんですけれども、新たに農業を始める人に対するその助成制度の周知方法は、そち

らの下の丸で二つ書きましたように、新規就農者支援事業費補助金、それから、企業等農

業参入支援事業費補助金、いずれも市のホームページとか農業委員会だより、それから、

三重県の新規就農、新規参入の支援をする場所であります三重県農林水産支援センター、

こちらのホームページ、それから、昨年度は全国農業新聞にも一部載せていただきました。

こういったところを通じて周知をしています。 

 それから、個人の新規就農者に関しては、それ以外に全国農業会議所の就農支援情報、

それから、三重県がガイドブックをつくっていますので、このあたりにも掲載していただ

いているという状況です。 

 それから、その下は企業の農業参入とか新規就農の場合の相談体制はどのようになって

いるかということでした。企業の場合でも個人でも、まず、ご相談をいただくのは農水振

興課ということになります。農水振興課が窓口になるんですけれども、その内容によって、

例えば研修とか営農とか作目に関することであれば、農水振興課と県の農業改良普及セン

ターが一緒になって対応します。それから、農地などに関することであれば、農業委員会

事務局と一緒になって対応するということで連携をするようにしています。また、逆に、

市ではなく、県のほうに相談があった場合も、四日市が就農先、希望先ということであれ

ば、四日市市のほうにご連絡いただけて、一緒に動くようにしているというふうな体制を

とっています。 

 それから、次のページに行っていただいて乳牛育成事業についての資料です。 

 こちらの事業の内容は、優良な乳牛を育成するとともに、酪農経営の安定合理化を図る

ということを目的で実施しているもので、補助の内容としましては、育成に係る飼料代、

光熱水費、衛生費など預託牛育成に関する経費に対して２分の１以内の補助率となってい

ます。補助対象者は四日市酪農業協同組合です。28年度の決算額は100万円でした。 

 市内の酪農家、どれぐらいあるかというのが４番のところにありますけれども、市内の

酪農家は１戸、飼養頭数は25頭になっています。こちらの預託事業は水沢町にあるふれあ

い牧場でやっているわけなんですけれども、それらでの預託頭数が５番目の表にあるとお

りです。例えば４月のところを見ていただきますと、４月が42頭の牛を預かって、うち市



 - 78 -

内農家の牛が８頭だったというふうに見てください。４月から３月まで28年度の年間でい

きますと、延べ551頭の牛を預かって、うち市内農家は111頭でした。 

 この事業は、一番下にあります７番の仕組みのところにありますように酪農家から育成

牛、これは生まれたばかりの牛なんですけれども、それをふれあい牧場のほうで預かって、

このときに酪農家は一定の預託料を払うことになります。妊娠牛として酪農家に返すとい

う事業で、そこに市から補助金を出しているというものです。 

 ６番のところに酪農経営の合理化についてということでまとめましたけど、今申し上げ

たように酪農家で産まれた牛、大体１カ月ぐらいですけれども、それを預かって育成して、

種つけをして、分娩直前、大体22カ月ぐらいになるんですが、農家に返します。酪農家に

とっては、子牛を育成する部分というのは搾乳ができるわけではありませんので、収入に

ならないこの部分を外部に委託することによって、育成に係る労働が軽減されます。その

部分の労働力を搾乳管理のほうに注力することができることになって経営の合理化を図る

ことができるというふうな目的で行っているものになります。 

 それから、次のページは、市単土地改良事業における農道舗装についてです。 

 こちら、市単土地改良工事というのは、取水施設とか農地とか、それから、農道とかの

農業基の整備・維持を行う市の事業で、実施に当たっては受益者負担の原則から、全体工

事費の10％を地元負担としていただいております。こちらは毎年11月ごろに地元要望が出

されますので、それに基づいて現地調査をして、２月に各地区からヒアリングをして、そ

の内容を判定して、翌５月末、春に地元のほうに回答させていただいて、事業をやってい

るというものです。 

 資料請求の中には農道舗装とか農業改良事業とするときの採択基準とかというものがあ

るかということだったんですけれども、明文化されたような採択基準、ガイドラインとい

うものがあるわけではなくて、そこに書きましたようなことを判定基準としながら決定し

ます。 

 まずは各自治会からの要望順位、それから、緊急性、重要性というところがあるんです

けれども、こちらは取水施設関係、こちらは生産に直結していきますので、井堰とかポン

プとか水路などの取水施設に関することは緊急性、重要性も高いという判断をしています。

それから、農地等の補修などに係る圃場の部分、それから、農道というふうなことで判断

しています。 

 同じ農道でも、４番にあります受益者数とあるように、その使用料、使用頻度が高いも
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のほど優先をするという形で採択のほうを決めて進めております。 

 それから、次のページ、こちらが最後ですけど、沿岸漁業振興事業の種苗放流に関する

ことです。市内では去年もガザミとヨシエビの放流をしていましたけれども、その種苗の

移動とか効果とかということでした。 

 ２番のところに過去３カ年の種苗放流実績を載せました。26から28年度の３カ年でガザ

ミとヨシエビを放流しています。27年はアサリのほうの放流もしました。ヨシエビという

のは、右の写真がありますように、比較的小型のエビになります。ガザミはワタリガニの

ことになります。 

 四日市市漁協では員弁川河口に放流しているんですけれども、３番のところに県内の他

市町における種苗放流実績として、ヨシエビに関しては鈴鹿市と伊勢市が四日市以外にや

っております。いずれもそれぞれの市の河口付近に放流しているということです。それか

ら、伊勢湾の反対側になります愛知県のほうでは、木曽三川の河口付近に28年度は300万

尾の放流をしたということです。 

 このヨシエビなんですけれども、どういったところに生息しているか三重県のほうで調

査をしておりまして、４番のところにありますように、体長50から75mmの天然稚エビが木

曽三川の河口付近で確認されるということから、自然にはこの辺で繁殖しているだろうと

いうことを推測されています。このあたりもあって、愛知県のほうでもこの付近に種苗放

流をしているということです。このエビはその後、生育するに従って、主にヨシエビのと

れる主漁場になります水深10ｍ程度の沖合３から６kmあたりに拡散していくということだ

そうです。 

 ヨシエビは汽水域で生息する生物のようで、クルマエビとかはどうも外湾のほうに出て

いくようなんですけれども、比較的ヨシエビは育ったところの河口付近にとどまるという

特徴があるそうです。 

 ５番のところに参考に書きましたけれども、三重県内の種苗放流に関しましては、三重

県水産振興事業団が各漁協から要望を取りまとめて計画的に種苗生産を行って、各地で行

う漁協がする種苗放流事業の支援をしています。 

 最初にちょっと申し上げましたけど、27年度、アサリの種苗放流もしていたんですけれ

ども、アサリのほうが最近なかなかうまく育たないということもあって、三重県のほうで

は、アサリの母貝が育つ場所となる干潟造成というのをやっておりまして、吉崎海岸沖に

平成33年度の完成を目標にやっております。こちらができてくると、またアサリ放流など
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と組み合わせてアサリ資源の回復にも努めていきたいと思っています。 

 追加資料の説明は以上です。 

 

○ 石川善己委員長 

 ありがとうございます。 

 資料の説明はお聞き及びのとおりです。 

 まずは追加資料に対する質疑を受けしたいと思います。 

 ご質疑ございます方は挙手にてお願いいたします。 

 

○ 小林博次委員 

 種苗放流、豊かな海づくり事業で、資料ありがとうございます。伊勢湾全体で取り組ん

でいるということで、できるだけ毎回、手のかかってもこういう資料づくりでお願いした

いと思います。 

 この中で、例えばアサリがなくなったんやけど、伊勢湾内７カ所ぐらいで国交省が伊勢

湾をよみがえらせる、そういう事業の一環として取り組んでいると思うんやけど、その事

業の一つが県事業として吉崎海岸でアサリが生息するように干潟をつくると、こういうこ

とに取り組みますということで理解していいの。 

 

○ 石田商工農水部参事兼農水振興課長 

 干潟造成に関しては、県の事業として取り組んでいるというふうに聞いています。 

 

○ 小林博次委員 

 県の事業でさっき報告があった、それはそれでそうなんやけど、国の事業を受けて、さ

っきのクルーズ船みたいに四日市の事業かと思ったら県の事業で外国船の誘致という、そ

ういうことやったんやけど、同じことやろう、これも。 

 それで、アサリの放流がきちっといくと、今下水の処理で高度化処理やっておるんやけ

ど、幾ら高度化しても、伊勢湾の中そのものがきれいにならん。これは報告として出てい

ると思うんやわね。それをきれいにするために、アサリというのは硝化バクテリアという

バクテリアを生み出すんやけど、これは例えば小さいたらいに海で小魚を持ってきて、そ

こで生かしておくと酸素がなくなると死ぬけど、酸素だけ入れてやると、これも白くアン
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モニアで濁ってくるわけね。アサリ１匹入れておくと、水を浄化してしまう。それぐらい

浄化能力がある。だから、干潟の砂と乾いた砂でも、これも入れてやるとすっときれいに

なる。 

 干潟の砂とアサリ、同じような浄化能力があるので、だから、四日市としては、それを

とって漁業でという観点やけど、そうでない、伊勢湾をきれいにするという観点からいっ

ても、やっぱりこういう事業というのはどうしても必要なんと違うかなと、こう思うてお

るわけね。 

 この前も国のほうがコンブの生育実験やりましたよ。冬場に３カ月で３ｍにコンブが生

育して、次、どこかへつながっていくのかと思ったら全然つながらずに、ちぎれて浮くと

船のスクリューに巻きついたらあかんからと、何やわけのわからん話につながっていった

けど、伊勢湾はそれぐらいもう栄養が多過ぎて死にかかっているわけやから、そういう栄

養で育つようなものが入れられるとよみがえった巨大な生けすになるんやな。津波の心配

はあるけど、何百年も使えるわけやね。だから、そういう使い方をしながら、できたらお

金に結びつけて。 

 ちょっと心配したのは、四日市が入れて、ほかの市でとっとらへんのかなと。これ心配

しておったけど、そこらじゅうで入れているということやから、これはもう余りそういう

心配はない。 

 あとは、ずっと以前の、今回はわからんが、種苗でクルマエビが100万匹くらい放流し

たのかな。110ｔぐらいの水揚げがあったというふうに前聞いたことがあるんやけど、そ

れが全部金になるので、問題は、一般の流通と違って漁業者に任せて、そこでとれたもの

を朝市なり、そういう欲の深い結びつきになると、若い世代の人たちももうかるから参入

してくる。複雑な流通経路で非常に安くたたかれて買われておるけど、直販みたいな格好

になると非常に高く売れる。そうすると生計が立つしという、そういう結びつきの指導は

ないんかいなということがここの質問なんよ。 

 

○ 石田商工農水部参事兼農水振興課長 

 放流したものが最終的には漁獲されて、猟師さんの経営が潤うというのが一番いいんで

すけれども、最近漁獲量がなかなか安定しないということもあって、――資源を回復して

右肩上がりで――少なくとも安定して漁獲できればいいんですけれども、なかなかそれが

結びついていないというのはおっしゃるとおりです。 
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 原因はなかなか難しいんですけれども、今言われた富栄養化というのもあると思います

し、伊勢湾の真ん中に貧酸素塊という余り酸素がない塊ができてきて、なかなか生物が住

みにくい環境になっているということがありますので、今言われたアサリというのは確か

に浄化作用が強いと聞きます。それから、藻場をつくるというようなことも大事だと思い

ますので、県のほうではいろんな調査をしていると思いますが、そこら辺の情報というの

はまめにとるようにして、猟師さんのほうにも伝えていくように努力したいと思います。 

 

○ 石川善己委員長 

 よろしいでしょうか。 

 他にございますか。 

 

○ 伊藤嗣也委員 

 乳牛育成事業のことを聞きたいんですが、先ほど質問のありましたふれあい牧場のとこ

なんですが、市内の酪農家の数と頭数ですけれども、乳牛を飼っているところが市内で１

戸で25頭しかいないわけですね。それでふれあい牧場で預かっている数が４月で42頭で、

うち市内の農家、先ほどの１戸25頭のうちの８頭になるのかなと思うんですけど、42から

８引いた34頭は、これ、どこの牛になるんでしょうか。 

 

○ 石田商工農水部参事兼農水振興課長 

 ほとんど鈴鹿市の四日市酪農組合員の方の牛が大半です。 

 

○ 伊藤嗣也委員 

 そうしますと、残り34頭は全て鈴鹿市という理解でよろしいですか。 

 

○ 石田商工農水部参事兼農水振興課長 

 一部県外の牛も預かっているというふうに聞いています。 

 

○ 伊藤嗣也委員 

 わかりました。 

 それで、ちょっと市内業者が少ないわけですね。その辺は、先ほどから観光とかいろん
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な意味で大事なところなんだというお話が出ているわけなんですけど、少しさみしいなと

思うんですね。 

 それで、もう少し――市内の酪農家がふえるのは難しいかもしれないんですけど――市

の施設で市として頑張っておるんやったら、例えば酪農があかんなら、肉牛はどうなんで

しょうか。もう少し市としてもメリット、――今聞いたらほとんどが市外とか県外の牛さ

んやもんで――どうなのかなと思うんですけど、その辺はいかがでしょうか。 

 

○ 石田商工農水部参事兼農水振興課長 

 これ、乳牛育成事業なので、対象はどうしても酪農家になるんですけれども、確かにそ

こで例えば肉牛の子牛を育てるということが可能かどうかとなると、全く無理ではないと

思うんですけれども、多分飼料の与え方とか、あるいは若干飼育する環境も違ったりする

ので、今のままではちょっと難しいかもしれません。 

 

○ 伊藤嗣也委員 

 乳牛の育成事業で、済みません、肉牛のことを聞いた私が悪いんかもしれませんが、四

日市は当然屠畜場があるわけでございますので、これ決算やもんで、一度将来的にで結構

でございますので、もう少し四日市にメリットあるというか、ここでもう少し前向きに考

えていただきたいと思うんですけれども、検討してもらう余地はあるのか、その辺どうで

しょう。 

 

○ 石田商工農水部参事兼農水振興課長 

 例えば今言ったように１戸しか酪農家さんがみえないですし、今後その預託事業という

のがどんどん減っていくようであれば、おっしゃられたように、牧場で牛を飼うというこ

とがなくなっていく可能性があります。ただ、言われたように、ふれあい牧場はもう既に

水沢で大きな観光資源として市民の方、それから、市外の方も来ていただいていますので、

例えばあそこを維持する意味で乳牛育成事業というものが難しいという場合であれば、そ

ういうふうな子牛を育てることも考えて牧場としての維持というのは検討すべき段階もあ

るかもしれません。 

 

○ 伊藤嗣也委員 
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 ありがとうございます。要は観光資源といいますか、一つのベルトゾーンとして複数の

そういう施設としての捉え方で大事な施設かなと思いますので、一ついろんな場でご検討

をいただいて、少しでも人が来るようにしていただければと思うんですが、お願いします。 

 それで、土曜日か日曜日に行くとソフトクリームかなんかやっていますけど、これは全

くこの事業とは違うんですか。 

 

○ 石田商工農水部参事兼農水振興課長 

 ふれあい牧場ではソフトクリームの販売とか、あと搾乳体験、バターづくり体験をして

います。あれはふれあい事業ということで指定管理で四日市市がお願いしている部分です。

その他に施設の維持管理をお願いします。 

 育成事業は、今申し上げたように酪農家さんから預かって返すという部分ですので、厳

密には区別しています。 

 

○ 伊藤嗣也委員 

 済みません、ちょっと別でした。知りませんでしたので、ありがとうございました。 

 

○ 石川善己委員長 

 関連。 

 

○ 小林博次委員 

 わからんで教えてください。 

 これ、牛って３年ぐらいかかるの。 

 

○ 石田商工農水部参事兼農水振興課長 

 乳牛育成事業で育成牛で飼うのは大体２年弱です。 

 

○ 小林博次委員 

 いやいや、22カ月って答弁があったやろ。だけど、普通産まれてから肉になるまでは３

年ぐらいかかるんだろ。 
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○ 石田商工農水部参事兼農水振興課長 

 肉牛の場合はそうです。今申し上げたのは酪農やったもんで、私そのように申し上げま

した。 

 

○ 小林博次委員 

 酪農でわからんからちょっとそうやって聞いたんやけど、もう一つわからんから教えて

ほしいんやけど、今、肉だけ培養して３カ月ぐらいでミンチにして売っているやね。 

 

○ 石川善己委員長 

 わからんなら誰もわからんと思う。 

 

○ 小林博次委員 

 いやいや、わからんから聞いておるのやけども、わかったら聞かへんよ。 

 だから、そんなことが、これテレビでやっていたから、ハンバーグがなんかつくってお

ったから、こういうやり方でできるんなら、わざわざ３年もかけて牛に育てて肉にせんで

も金になるかなと。だから、ＴＰＰは締結せんということやけど、やがて何らかの貿易協

定がそこらじゅう結ばれると、やっぱり生き残りを考えていかんならんよね。そんなとき

に全く新しい技術があるのやったら導入して、――肉が乳を出すということはないんで、

この話とは関係ないんやけど――そんなことちょっとわからんから質問した。そんなこと

聞いていなかったらまた調べて、そういうことでもできる。 

 

○ 石川善己委員長 

 わからんならわからんので、ちょっと調査しますかなんかと言うておかんとあかんに。 

 

○ 石田商工農水部参事兼農水振興課長 

 済みません、今の肉の場合のことはちょっと私ども知りませんでしたので、また情報を

仕入れるようにしておきます。 

 

○ 小林博次委員 

 以上です。 
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○ 石川善己委員長 

 よろしいですか。 

 

○ 山口智也委員 

 24ページの資料、ありがとうございました。 

 担い手農家育成支援事業についてお聞きしたいと思いますが、今年度、これ、次世代農

家育成事業として実施をされておりまして、もうかる農業を育成するために次世代の担い

手をふやすことが大事と、そのために周知を強化して、底上げが重要だなということの観

点で質問させていただきたい。まず、ここの資料の１番と２番で大きく分かれていまして、

１番の新規就農者青年就農給付金というのはこれ国の事業で、２番のほうの企業のと、あ

と就農者支援は市単の事業ということで理解しています。市単のほうの周知方法というの

はご説明いただいたんですけれども、まず、その上の青年就農給付金のほうの国の事業の

ほうの周知方法についてはどのようにされているのかを確認させていただきたい。 

 

○ 石田商工農水部参事兼農水振興課長 

 青年就農給付金としての周知というのは余りやっておりません。就農者の相談を受けた

場合にこういう給付金制度がありますよ、こういう条件がありますよというのは必ず申し

上げるようにしていますけれども、市のほうから国保事業を特定多数に周知しているとい

うことはやっておりません。 

 

○ 山口智也委員 

 平成28年度は２人のみということで、これまでの平成二十二、三年ぐらいからの積み重

ねで今大体12人ぐらいということなんですけども、今、ＡからＬまでの対象者を上げてい

ただきましたけれども、他都市に比べまして四日市市の人口比率でいうと、この対象者の

数というのは、他都市に比べて多いのか少ないのかというのは把握されていますか。 

 

○ 石田商工農水部参事兼農水振興課長 

 他都市での人口比率というのは、調べたことはないです。 
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○ 山口智也委員 

 またその辺も把握してもらっていただきたいなと思うんですけれども、その市単の事業

も国のその事業についても、説明を受けた限り、周知方法がそれほど積極的でないという

か、平成29年度と比較しましても、新規の就農者を拡充していこうという方向性がちょっ

と感じ取れないというところがありまして、行政としては今後どのように広く周知をして、

新規の就農者をさまざまな事業を拡充していこうというお考えなのか、その方向性をちょ

っと確認したいのですが。 

 

○ 石田商工農水部参事兼農水振興課長 

 今申し上げた周知方法以外に、例えば具体的にこういうところで打っていきますという

のはちょっと今はないんですけれども、ただ、三重県のほうでも就農フェアを開催したり、

そういうところはやっております。過去にも一応四日市市の市単事業のＰＲというのはや

っておったんですけれども、最近毎年同じような形でしかしていませんので、例えばＰＲ

の仕方、――パンフレットをつくるとか、どうするか今わかりませんけれども――工夫の

余地はあると思いますので、それはまた検討していきたいと思います。 

 

○ 山口智也委員 

 本市も他都市と同じで、後継の就労される方が少ないということもあるし、そこはやっ

ぱり重要な課題やと思いますので、例えば福井市なんかのホームページを見ますと、新規

就農者の見学ツアーなんかを開催したり、イベントを打っていたり、あと、ホームページ

でももっと工夫して、同じ市内でも、例えば何々地区って、ここはこういう特色のある野

菜をつくっていますよとかというのが詳しくホームページに載っていたりとかという、そ

んないろんな工夫がされているので、そこら辺の工夫を検討していっていただければあり

がたいなと思っております。 

 

○ 石田商工農水部参事兼農水振興課長 

 ホームページに関しては、新規就農者に限らずほかの部分もわかりにくいという声は伺

っておりますので、わかりやすい内容、それから、見ていただくような内容について工夫

はしたいと思います。 
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○ 山口智也委員 

 それと、就農相談体制というのはこの資料でも一番下にもあって、新しく新規で就農す

るときの相談体制というのは組まれているんですけれども、一旦就農しても、――午前中

の議論にもよく似ているんですけれども――その後、継続してやっていく中でいろんなま

た課題が出てくるというところで、就農した後の相談体制の充実というところも大事かと

思うんですけれども、そこら辺いかがでしょうか。 

 

○ 石田商工農水部参事兼農水振興課長 

 特にこの青年就農給付金を受けられた方というのは５年間受けていただいて、その後と

いうのもフォローしていくという事業内容にもなっています。そのときには市と、それか

ら、技術的なものはさっきの県の普及員、それから、あと、資金とかの関係もありますの

で、ＪＡの方にも入っていただいて定期的にヒアリングに行くということをしていますの

で、その後の状況も把握に努めています。 

 

○ 山口智也委員 

 給付金が終わった後、いかに自立していってもらうかという、給付金の間にその技術を

どれだけため込むかということが大事ですので、そこら辺また、民間に任せるところとか、

また、県との役割分担とかいろいろあると思うので、ぜひ充実してもらいたいなというの

があります。 

 それと、最後に、関連して、直接この事業とはあれですけれども、新規の就農支援に関

連するんですけど、県地区の農業センターがございまして、これをどうするかというのは

これまでもいろいろ議論があって、農業センターを今後も直営としていくのかという議論

があると思うんです。年間で管理運営費だけで大体一千二百七十数万円って資料にもあっ

て、人件費別ですので、これを直営でやっていくのか、例えばＪＡとかに指定管理出して

いくとか、そこら辺は今後また検討していかないかん部分かなと思いますけれども、そこ

ら辺だけ最後、確認させてもらいたい。 

 

○ 石田商工農水部参事兼農水振興課長 

 直営は、今現場の職員のほうが直接技術指導的なこともやっているんですけれども、な

かなか技術継承が難しいですし、職員だけで全般の指導というのは難しくなってきていま
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すので、やはりそのあたりは指導できる者にお願いしていくという方向で考えていくべき

じゃないかというふうに思っています。 

 それが指定管理がいいのか、どこか民間に完全に委託していくとか、その方法について

は、今指導に当たっているＪＡさんとか県の方の意見、それから、農家の意見も聞きなが

ら、今その方針を決めているところです。 

 

○ 山口智也委員 

 その新規の就農者の支援についても、やはり民間の活力とか、そういうところをしっか

り今後も検討していかなあかん部分なので、引き続き検討をしていただきたいなと思いま

す。 

 

○ 石川善己委員長 

 ありがとうございます。 

 関連、竹野委員。 

 

○ 竹野兼主委員 

 これ、丸の振ってあるところは、75万円、150万円を寄附してもらったという意味なの。 

 

○ 石田商工農水部参事兼農水振興課長 

 この一番右の欄の丸。 

 

○ 竹野兼主委員 

 そうそう。 

 

○ 石田商工農水部参事兼農水振興課長 

 こちらは新規就農者支援事業補助金、市単の補助事業を受けられた人なので、これ、75

万円とか別に、75万円は国保の給付金ですので、それ以外に施設整備のときに市の補助事

業を活用した人という意味です。 

 

○ 竹野兼主委員 
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 国で要するに農業を始めますよ、農業を始めたら、生活の部分はないから、これ、75万

円、75万円を合わせて150万円を５年間もらえるという意味やんね。 

 今、山口委員が言われたみたいに、この５年の間に何とか農業者として当然作物をつく

って、売れる部分が仕事として運営が全て何もかもできるような状況になっていくという

ための150万円なんやけど、ほかの自治体では結構国だけじゃなくて、農業者を本当に育

成しようとすれば、今言う市単の部分のところで生活の部分のところもある程度見ていっ

たりするところって自治体によってはあるわけなのね。 

 実はほかのところの、ここがやっぱり四日市市というのはもともとが工業都市というの

もあって、そういうのの制度そのものは余り温かくない気はするんやけれども、ただ、そ

ういうものがうまくつくられてこないと、後継者育成という部分で、また、農業者って自

分の子孫がうまくやらんだ場合、なかなかほかの人に預けていくというのが難しいところ

ってあったりすると思うんやわ。 

 稲作であれば、今現状として稲作をしてくれるところに委託してつくってもらって、よ

く話を聞くのが、土地を貸すことによって利益が上がっておったのが、今はお金を払って、

それでつくってもらわんことにはうまく回っていかんような状況にもなっておるという現

状の中で、本当に農業放棄地にならんように、こういう新規の農業者にうまく土地をつな

げていくというのが本当に重要ではないかなと思っておるん。特に農業が盛んなところの

地域は、そういうのがうまくいっておるような気がするんやけど、それが少ないところと

いうのはなかなかそういう形が整っていない気がするんやけど、その辺は今の現状はどん

なふうに把握されていますか。 

 

○ 石田商工農水部参事兼農水振興課長 

 就農するときに農業の場合、一番ハードルが高いのが農地の確保というところなんです。

実は耕作放棄地がふえている中で、新規就農者も自分が希望する条件に合った農地という

のを手に入れられるかというと、必ずしもそうではないです。たまたまどこかでちょうど

タイミングが合ってあいたとか、どこどこのハウスがあいてきたというようなときはうま

くいくんですけれども、そんなのはいつできるかもわかりませんので、農地の取得のハー

ドルはやっぱり今でも一番高いです。 

 そこのところは農業委員会の中に今年度から新しく農地利用最適化推進委員という方が

できたので、その人の仕事の一つに参入促進というのがあるんです。なので、これをする
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ためにも地域の中でどういった農地があるのか、どういうふうに使わなあかんのか、それ

から、新しく入ってくる人を迎え入れてくれるかみたいなところを話をしていってもらわ

ないといけないと思っていますので、――従来の農地集積、担い手の集積も一緒なんです

けれども――地域の中でそういう意識を持ってもらうということからまず始めていくべき

だと考えていますので、その辺の地ならしの部分をしっかりしたいなと思っています。 

 

○ 竹野兼主委員 

 そうやって意識してもらっているのであれば、安心できるとは言えへんのかもしれんけ

れども、問題はしっかり持ってもらっているということはもうわかりましたので、ぜひ頑

張ってやっていってもらいたいなと思います。 

 本当に農業のしっかりできているところでも、農業してみたいなと思う人がその場所に

行って、そこでやろうとすると、やっぱり生産している者のところからすると、こんな場

所借りても、絶対５年後に農業者としてやっていけやんというのはわかっておるのになと

思いながらも、行政はそういうのを紹介したりしているという現況があるのを実は見てき

たことがあるので、その後の部分のところで国の補助金という税金のことも考えると、市

がそういう意識を持ってやってもらうことが本当に重要なので、ぜひとも頑張ってやって

いただきたいなと思って質問させていただきました。 

 以上です。 

 

○ 石川善己委員長 

 最後、ご意見ということで。 

 他にご質疑ございますでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 

 

（なし） 

 

○ 石川善己委員長 

 では、追加資料に関しましての質疑はこの程度にさせていただきまして、農水振興課所

管部分全般についてご質疑ございましたら。 
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○ 谷口周司委員 

 済みません、主要実績の137ページで少し教えていただきたいんですが、学校給食への

地産地消の推進の件なんですが、これは全国でも進められている取り組みだと思いますの

で、特にそれに対してということはないんですけれども、その多くの課題として仕入れ値

が高くなってしまったりだとか、安定した供給がなかなか難しいんじゃないかという、―

―全国的には課題もあろうかと思うんですけど――本市にもそういった課題というのは今

あるのかないのかちょっと教えていただけますか。 

 

○ 石田商工農水部参事兼農水振興課長 

 品目というのはふえてきているんですけれども、量というのはまだまだ少ないです。お

っしゃられるように安定して生産をしていくというところはそう簡単にはいきませんので、

給食のほうで求める量を確実に入れるというところの仕組みが確立しているわけではあり

ません。ただ、少しでも子供たちに地元のものをということで、少しでもいいからまずは

出してくださいということで進めているのが現状です。 

 

○ 谷口周司委員 

 ありがとうございます。子供たちにとっても生産者と近くに感じられたり、食育の面で

は非常にいい取り組みだとは思うので、いろんな課題はあろうかと思いますが、ぜひお願

いをしたいと思います。 

 そのほかにも安定供給とか、そういう以外で何か平成28年度で地元食材を利用した給食

で何か大きな問題になったとか課題があったということは特にないという理解でよろしか

ったですか。 

 

○ 石田商工農水部参事兼農水振興課長 

 大きな課題としては特にないですけれども、従来からの課題として、――今おっしゃら

れたように、少しでも量をこれからふやしていきたいと思っているんですけれども――今

言うたようにやっぱり市場との関係というのもあって、我々は農業振興ということで農家

さんには高い値でやっぱり出荷していただいて農業経営を安定させてほしいんですけれど

も、給食は当然給食費もかかっているから、高くても買うわというわけにはなかなかいき

ませんので、やっぱり販路としてこれを考えるのは難しいんじゃないかなと思っています。
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なので、あくまでも食育の観点で地域の子供たちの中である一定量を安定して入れていた

だくということができればというふうにやっていくべきじゃないかというふうに考えてい

ます。 

 

○ 谷口周司委員 

 ありがとうございます。27年度の実績は42.2％から28年度で51.1％と結構上昇している

というのが見受けられると思うんですけど、これ、今後なんですけど、いずれ中学校も給

食が始まっていこうかというけど、それも同じような考えでいかれるということですか。 

 

○ 石田商工農水部参事兼農水振興課長 

 中学校ももちろん地元食材をふやすという考えではいきますが、これ、今割合少しずつ

ふえているんですけれども、どんどん難しくなっていきます。大体生産されているものは

どんどん入っていきますので、困難な品目ばかり残っていきますので、やっぱり割合とい

うのはちょっと限界があるのかなと思っています。でも、一定量を下回らない、安定して

少しでもふやしていくということを目標に上げながら、量を今後は少しでも拡大していく

方向に展開していきたいと思います。 

 

○ 谷口周司委員 

 ありがとうございます。 

 

○ 石川善己委員長 

 よろしいですか。 

 関連、竹野委員。 

 

○ 竹野兼主委員 

 会派のほうで聞けと言われておったもんで、今のところでＪＡみえきたの職員の方がコ

ーディネーターになっているという話なんですけど、これは一体どれぐらいの人数がコー

ディネーターになって、それで、具体的にどんな効果があるのか。話を聞かせてもらった

んですけど、本当にコーディネーターの力でそういう形になっているのかどうかという部

分が知りたいみたいな話やったもんで、一度そこのところの説明をお願いしたいと思いま
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す。 

 

○ 石田商工農水部参事兼農水振興課長 

 コーディネーターさんは１人です。農協の営農とかそういうことを担当されている方に

なっていただいておるんですけれども、業務の中身は、基本的に毎月教育委員会のほうか

ら何月何日の献立メニューには例えばホウレンソウが何kg行きますとかという細かい詳細

の資料をもらいます。これはコーディネーターさんもそうですし、今協力していただいて

いる登録農家さんのところにも全部行きます。今まで難しかったようなものであれば、コ

ーディネーターさんに言って、いついつの時期にこういうものをつくっている人はいませ

んか、声をかけてもらえませんかというような形で呼びかけをしてもらって、入れていっ

ていただくということをしています。 

 それから、12月に毎年ふるさと給食というのをしているんですけど、そこは特に地元に

こだわってやるというところなので、そのときのメニューは何がいいかというようなこと

は、コーディネーターさんを通じてその時期にどんなものが集まりますかというようなこ

とをやりながらやっています。 

 なので、農水振興課と教育委員会と学校給食協会、それから、北勢市場で調達をしてい

る野菜をとっているところ、それとコーディネーターが入って、その辺の会議を定期的に

行いながら進めているというのが実情です。 

 

○ 森川 慎副委員長 

 今いろいろ業務していただいているということで、やっぱりこのコーディネーターさん

がいないと、その今実施しているのは難しくなるという、そういう認識でいいですね。 

 

○ 石田商工農水部参事兼農水振興課長 

 従来から入っているようなものは続けていけますけれども、例えばちょっと違うものは

どうかとか、そうなるとやはり農協さんの状況を知っている人がいないと進めていくのは

難しいかなと思います。 

 

○ 石川善己委員長 

 よろしいですか。 
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○ 小林博次委員 

 済みませんな、関連を。 

 今、小学校２万食、毎日納めているんやけど、例えば日照りで値上がりした、あるいは

ようけとれて値下がりしたと、こういうことがあるんやけど、地場産品をそんなに使えな

いというのは、量が多いので、量が確保できて、なおかつ値上がりがせんだら使える。今

のところ量が少ない。 

 一番ネックなのは、給食費って決まっていますから、値上がりしたときに、差し引き幾

らでと言うてくるから、そうすると品物を入れてくれる荷受けもしくは仲卸のほうに損し

てこんだけで入れてという話をして値段調整をやっているわけね。それも限界に来ている

ので、間もなく値上げにお願いせんとあかんかなというところやけど、ただ、中学校はそ

れの半分ぐらいしかないので、そうすると、地元でちょっと頑張ってもらうともう少し入

れる量を上げることができるかな。 

 すると、例えばミカンなんかでも、大きいミカンと小さいミカンがあったら、小さいの

食わすと怒ってくるやろうな。だから、品物がきちっとそろっておらんと若干まずいかな

というのがあったり、クリアせんならん課題があるけど、お互いが努力してとりあえず何

とか50％、それを超えたらその次55％とか60％とか上げていくんやけど、なかなか難しい

ところが価格の問題で、まけてくれというてまけてくれるんやったらいいけど、難しいと

ころがある。そんなことがあるので、努力してください。 

 

○ 石川善己委員長 

 ご意見ということで。 

 他にご質疑ございますか。 

 なしですか。 

 

○ 森川 慎副委員長 

 実績報告書の135ページを見て言うんですが、農林水産業費の林の部分を伺いたいんで

すけど、そうやって森林関係で使われておるのはこの135ページの一番下、負担金、三重

県森林協会の４万円のみなんですかね。 
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○ 石田商工農水部参事兼農水振興課長 

 市から出しているお金はここのところになります。 

 

○ 森川 慎副委員長 

 そうすると、市としては、もう森林は知らないよということですか。４万円ですよ。森

林組合がないし、林業を営んでおる人がおらんということは認識した上で今聞いています。 

 

○ 石田商工農水部参事兼農水振興課長 

 四日市市のほうで森林整備とか治山林道整備というのは実際まだほとんどやっておりま

せん。あるとすれば、森林税を財源として今やっている里山保全とかに竹のチップ化の機

械を市のほうで購入させていただいて、それの貸し出し等をやっています。 

 今後は、――前も議論にはなったんですけれども――森林税の使い道としてもうちょっ

と市オリジナルの何かができないかということもありましたので、そこの部分はまだ具体

的にこういうものってあるわけではないですけれども、検討していきたいと思っています。 

 

○ 森川 慎副委員長 

 森林税まで言ってもらったのでありがたいんですけど、その以前に四日市市として、森

林組合は確かにないけど、荒廃林なり、放ったらかしにされておる森がたくさんあるわけ

ですね。そういったところの有効活用というのは、やはり農林水産費から捻出していくな

りで、商工農水部としても考えてもらわなあかん部分なんじゃないのかなというところは

思っているんですけど、その辺の根本の考え方だけお伺いしたい。 

 

○ 石田商工農水部参事兼農水振興課長 

 やっぱり森林整備、林業の中でなかなか難しいと思います。ただ、言ったように、やっ

ぱり放置された竹林なり山林は獣害の根源になったりしますので、そういった面でも整備

は必要だというふうに思っています。ただ、どうしてもそれはやっぱり民林であったりす

るところなので、地域の活動ということを支援するという面で何かできたら、そういう意

味でも森林税を使いながらそういうことができないかなというふうに今考えているところ

です。 
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○ 森川 慎副委員長 

 余り納得していないですけど、言ってもらったのと予算のつけ方というのは、そうする

と大分開きがあるのかなという感じはしますし、それこそ石田さんがトレッキングを始め

たと言いましたけど、もう一回言いますけど、山歩きするのだって、やっぱりちゃんと整

備されて歩きやすい道が必要であって、そういうニーズというのは市民の中では必ずある

と思います。そういう意味でもＮＰＯの人たちがいっぱいそういった各地で整備を自主的

にやれておるわけで、そこはやはり考えていっていただきたいなというのが要望で、終わ

ります。 

 

○ 石川善己委員長 

 ご意見というか要望ですね。 

 

○ 森川 慎副委員長 

 はい。 

 

○ 谷口周司委員 

 済みません、有害鳥獣のところで少し、137ページです。 

 この有害鳥獣対策のところで、目的が有害鳥獣被害を軽減し、農産物の安定生産を図る

と目的にしていただいておると思うんですが、それに対して実績が410頭の駆除頭数とい

うことであるんですが、まずはこの平成28年度の実績で市としてどういう評価というか見

解をお持ちなのか。ようやったなというところなのか、まだまだなのか、その辺をお聞か

せいただけると。 

 

○ 森商工農水部次長兼商工課長 

 頭数としてはたくさんとっているなというふうには認識はしておるんですけど、――実

際の特にイノシシ関係ですけど――被害の声というのはむしろふえている状況なので、い

かに効率的に捕獲していくかというのはやっぱり考えていく課題になっています。 

 

○ 谷口周司委員 

 私も実感としてそのとおりやなと思うんですけど、駆除頭数はふえていっているんです
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けど、実際に被害がふえているんじゃないかと思うぐらいなかなか減っていくのが見えて

こない中で、今と同じような柵を置く支援をしていくとか、いろいろやってはいただいて

いるんですけど、やっぱりちょっと新しいというか次の段階に行かないとなかなか本当の

対策に行かないのかなというところで、それこそいろんな規制緩和のところもあろうと思

いますし、猟友会さんとの話もあろうかと思うんですけど、やはり市としてこの件を本当

に被害を減らしていくという次の段階をぜひ考えていただきたいと思うんですけど、今ま

でと同じことをやっていっても、なかなかもう被害は減っていかないと思うので、その辺

ぜひ今までとは違う取り組みをやっていく必要があると思うんですけど、その辺というの

はいかがですか。 

 

○ 森商工農水部次長兼商工課長 

 確かに被害の声というのはずっと聞いていますので、同じことをやっていても効果が上

がらないというのはよくわかります。 

 ただ、次のステップというのがどういう手段をとればいいか、どういうふうにすれば、

――特に多分数を減らすというのが今一番大事になってくると思うんですけれども、なか

なか銃器を使うのも難しい場合も多いですので――どういうふうなことをすれば本当に減

るのかというところは、なかなか難しいところです。 

 県とか周辺市町も同じような状況になっていると思いますので、そこのところは新たな

何かいい方法があるかどうかというところもしっかり聞いた上で、市としての対応ができ

るかどうかを考えたいと思います。 

 

○ 谷口周司委員 

 ぜひその辺お願いをしたいところでありますし、まだ今、農作物の被害とかですけど、

これが本当に人への被害になってくると、そんな悠長なことも言っておられないと思うの

で、本当に喫緊の課題として捉えていただいて、早急な対応をお願いして、意見としてお

きます。 

 

○ 石川善己委員長 

 関連、小林委員。 
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○ 小林博次委員 

 去年からこれ、市のＯＢ２人採用してもらったよね。だけど答弁が同じやと、サボって

おったんか。 

 というのは、理論的には山へ追っ払えばええわけやな。食うもんがなかったら生きられ

やんわけやから、頭数が減っていくんやけど、ただ、追っ払うと、Ａという地区でＢに追

っ払うと、Ｂのほうで餌がようけあるとそこでふえてしまうんやな。でまた、ＢはＢで追

っ払うと、今度はＣへ行くと、Ｃでまた新しい追っ払って、次々次々と四日市で被害を拡

大させてきたのが四日市の歴史なんやわね。だから、猿増殖法を採用しておったわけやん

か。そうとしか考えにくいよね。 

 宮島ではモンキーセンターに頼んで猿を全部捕獲して、５年で絶滅したという実績があ

るんやけど。だから、プロやわな。ここを趣味でやっておる猟友会に、こうやって言うと

またすぐ怒ってくるけど、怒らんといて。年をとるんで、鉄砲撃ったってちょっとも当た

らへん。だから、多分こういうのはみんなおりに入れて捕獲しておるのがほとんどやと思

うんやわね。 

 だから、もう少し効果的にやるために、追っ払うときは全地区一遍に追っ払いをかけて

山へ追い上げてしまうという作業をせんと、１カ所だけやっても次のところへ行くだけで

何にもならんよ。だから、花火で追っ払うって、こんなん何かまやかしに四日市の花火あ

かんからこうしてやるのかなんや知らんけど、谷口さんが言われるみたいに、これではち

ょっと対策にはなっていないと思うな。 

 だから、せっかく２人新しく配置したので、各自治体間できちっとやって追っ払う、も

しくは菰野とか鈴鹿の隣接の隣の町や隣の市ときちっと打ち合わせしてそういう対応をす

る。それで手に余るのなら自衛隊の協力を求めたりというのがまだされていないやろう。

だから、ガードマンの腕ききもおるわけやから、訓練されて目がよう見えるやつがおるわ

けやわな。だから、もうちょっと新しい方法も採用してやっていかんと、数年前にはこん

な予算なかったよね。 

 

（発言する者あり） 

 

○ 小林博次委員 

 そう。があがあ言うて、やっとこさこれ2500万円ぐらいついたんやけど、これで全部追
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っ払うに金使うておるわけじゃない。猟友会にも700万円か800万円補助金出しておるわけ

やろ。だから、本当にそれ生きた金の使い方になっておるのかというのが疑問なんやけど、

やっぱりきちっと効果を上げて追っ払えるようにしないとあかんと思うんやわな。だから、

それに２人で対応できやんというのやったら、退職職員とかもっと雇って、一旦成果を上

げるように持っていかんとなかなか難しいと思うんやわね。地域の自治会とかにお願いし

たら、被害を受けとるところの住民とかはみんな参加してくるわけやから、そういうこと

をきちっと。 

 これは、何でおまえそれ知っとったんと言うけど、市のほうがみんなに教えておったか

ら、それで教えてもらって、ああそうやなとこう思ったので、実際に教えておるほうが下

がっておったわけやから、もうちょっと成果上がるようなことをちょっと二、三年集中し

てやったほうがいいと思うね。 

 それから、とったやつを今度食わなあかんやんか。時間たつと血が回ったりしてはだめ

なので、交通事故で死んだやつは猟師がみんなその場で解体して配ってしまうので、消費

オーケーなんやわな。 

 ここにもジビエ料理するところはないけど、ポートビルに閑古鳥が鳴いている食堂があ

るやん。こういうところで食べていただくとか、何かちょっと貪欲に知恵絞らんと、捕ま

えたらそのまま捨てるんじゃなくて、食べるところまで割って入れる、そんなことのほう

がやっておる人たちもおもしろいと思うんやわね。イノシシはみんなに配っておるのかな。

とった人が分けたり、小さいのはあかんけど。ちょっと答えを。 

 

○ 森商工農水部次長兼商工課長 

 獣害専門員２人は、おっしゃるように専門で活動しておりまして、今実際問題２人によ

ってふだんパトロールとか、あるいは被害があったときにすぐ対応できるということでは

随分前より改善されました。 

 それから、猿にしてもイノシシにしても今どこで出ているとか、特にどこの被害が多い

というのもすぐわかるようになりましたので、やっぱり動いてもらってよかったというふ

うに思っています。 

 猿に関して、追い払いは猿が定着しないようにやっていっていただいて、協力をしても

らわないといけないと思っているんですけれども、大型の捕獲おりを入れたことで、頭数

としては随分捕獲をしました。なので、数は減っているんですけど、まだ猿が出るという
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声は聞いていますので、このあたりは専門員２人のパトロールと地域の方の声を聞きなが

ら、おっしゃられたようにどこどこに追っ払って、どっちのほうに動いて、そこにおりを

設置して捕獲していくというふうな連携をしながら捕獲していかないとと思っていますの

で、その情報は十分持って、今の置いてある４基の大量捕獲おりをちょっと効果的に使え

るようには対応していきたいと思っています。 

 それから、イノシシとか鹿のジビエに関しては、よそでやっているところもありますし、

有効な加工方法という声もよく聞きますが、今のところ迅速な処理と安定した確保という

のが難しいことになっていますので、今すぐ実現というのは難しいんですけれども、よそ

の事例を見ながら、その可能性についても頭に置いておくようにします。 

 

○ 小林博次委員 

 ２人配置したら配置しただけのことはあるということなんやけど、この前も横で見てお

ったら、ぼんと花火を上げて追っ払う。それで、こっちの百姓の人が、見ておってみ、そ

のうちにここへ来るよっていうので見てると、もうこっちに来ておるわけや。また追っ払

うわけや。また向こうへ行くやろう、同じところを行ったり来たりしているだけで全然効

果ない。だから、どこか山へ行ったとか、よそのところへ行ってくれりゃいいけど、そん

なことももうなれてしもうてあかん、これがもう現実やから、あれらも賢いでな、殺され

るようなことは余りやらへんし、逃げるの上手。安全なところへしか逃げへんから、だか

ら、そこら辺は猿より人間のほうがもうちょっと賢ないとあかんから、ちょっとそのあた

り知恵絞ってください。 

 

○ 石川善己委員長 

 ご意見ということで。 

 関連、伊藤嗣也委員。 

 

○ 伊藤嗣也委員 

 たまたま前回、四日市防災訓練が川島でありまして、そのときに実はドローンがありま

した。その業者さんとちょっと話をさせてもらったんですけれども、例えばドローンを使

った追い払いというのはどうなのかなと。 

 先ほど小林委員がおっしゃった花火で１年間に770万円使っているんですね。そして、
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たまたまあれ、いろいろドローンの値段はピンキリらしいんですけど、50万円ぐらいのや

つで飛ばしてみたんですかね、あれ、あのときは。消防署は今３週間講習を受けて、あと

は練習を行っておるというような感じを聞いております。 

 そのようなものも検討する必要があるんではないかということが１点と、あと、イノシ

シについても、寝床を見つける必要があるのにドローンがいいんじゃないのかなと思うん

です。猿については追い払い、イノシシについては寝床というような、けもの道あります

し、そういうようなことをこれから検討していただきたい。 

 それから、カラスもドローンにやっぱり逃げていくらしいんです。カラス対策もいけま

すもんで、私もドローンについて詳しくはございません。先ほど小林委員からも新しいこ

とをやっていくべきじゃないかというときに来ているのではないかというご意見を踏まえ

まして、そういうことも検討していく時期に来ているのではないかなと思うんですけれど

も、いかがでしょうか。 

 

○ 森商工農水部次長兼商工課長 

 ドローンを使った追い払いとか駆除の方法というのは私も聞いたことがありませんので、

今言われたように次のステップの一つのやり方として一遍研究させていただきたいと思い

ます。 

 

○ 伊藤嗣也委員 

 どうか一つ検討をお願いいたします。 

 

○ 石川善己委員長 

 関連させてください。 

 今、振興課長がそうやって言われたんですが、私実際に追い払いはともかく、監視業務

をやれますと言っているドローンを扱っているところを知っています。実際どこまででき

るかというのは具体的なところまでは話は聞いていませんが、他の自治体でもドローンを

使っての猿の集団の監視というと、追い払いはまだどうもできていないようですが、監視

はやっているところがあるというふうに聞いていますので、ちょっと調べていただけると

ありがたいかなと思いますし、今、危機管理と都市整備はドローンのスクールを運営して

いるところと協定を結ぶ前提で職員の方に今ドローンの講習をやってもらっています。そ
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こも今有害鳥獣のドローンによる監視をできるように調査研究をしているというのも聞い

ていますので、一回危機管理とか都市整備とも確認をしてもらって、今職員に対する消防

の伊藤委員が言っていたドローン講座をやってもらっているようなスクールさんと接触し

てそういうことができるかどうかの確認とか、その辺をしてもらったらいいのかなと思い

ますので、ちょっと申し添えさせていただきたいと思います。 

 

○ 森商工農水部次長兼商工課長 

 その辺の事例とか、一遍調べてみます。 

 

○ 石川善己委員長 

 お願いします。 

 他にご質疑ございますか。 

 よろしいですか。 

 

（なし） 

 

○ 石川善己委員長 

 それでは、他に質疑もないようですので、これにて質疑を終結させていただきます。 

 これより討論に入らせていただきます。 

 討論ございましたら挙手にてご発言願います。 

 

（なし） 

 

○ 石川善己委員長 

 討論なしと認めます。 

 討論もないようですので、これより分科会としての採決を行いたいと思います。 

 全体会へ送るか否かは採決の後に諮らせていただきますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 それでは、議案第７号平成28年度四日市市一般会計及び各特別会計の決算認定について、

一般会計、歳出第６款農林水産業費、第１項農業費、第２項畜産業費、第３項農地費（上
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下水道局所管部分を除く）、第４項水産業費、第13款災害復旧費、第１項農林水産施設災

害復旧費、特別会計、食肉センター食肉市場特別会計、三泗鈴亀農業共済事務組合清算特

別会計、議案第11号平成28年度三泗鈴亀農業共済事務組合農業共済事業会計決算認定につ

きまして、認定すべきものと決することにご異議ございませんか。 

 

（異議なし） 

 

○ 石川善己委員長 

 ご異議なしと認め、本件は認定すべきものと決しました。 

 

 〔以上の経過により、議案第７号 平成28年度四日市市一般会計及び各特別会計等の決

算認定について、一般会計、歳出第６款農林水産業費、第１項農業費、第２項畜産

業費、第３項農地費（上下水道局所管部分を除く）、第４項水産業費、第13款災害

復旧費、第１項農林水産施設災害復旧費、特別会計、食肉センター食肉市場特別会

計、三泗鈴亀農業共済事務組合清算特別会計、議案第11号 平成28年度三泗鈴亀農

業共済事務組合農業共済事業会計決算認定について、採決の結果、別段異議なく認

定すべきものと決する。〕 

 

○ 石川善己委員長 

 そのまま理事者の入れかえがないので、補正予算へ続けて入らせていただきたいと思い

ますが、よろしいですか。 

 

（異議なし） 

 

○ 石川善己委員長 

 済みません、それではそのままもう少しおつき合いをください。 

 

    議案第23号 平成29年度四日市市一般会計補正予算（第４号） 

     第１条 歳入歳出予算の補正 

      歳出第13款 災害復旧費 
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         第１項 農林水産施設災害復旧費 

 

○ 石川善己委員長 

 予算常任委員会に切りかえさせていただいて、予算常任委員会産業生活分科会としまし

て、議案第23号平成29年度四日市市一般会計補正予算（第４号）、第１条歳入歳出予算の

補正中、農林水産施設災害復旧費についてを議題といたします。 

 それでは、説明をお願いいたします。 

 

○ 石田商工農水部参事兼農水振興課長 

 では、補正予算の説明をします。 

 資料は、今見ていただいた追加資料、ずっと進めていただきまして、66分の63ページ、

63枚目をごらんください。予算常任委員会産業生活分科会資料一般会計補正予算（第４

号）という表紙がついているところです。中身は２枚めくっていただいた65枚目、下に１

ページ１と書いてあるところ、再掲、農業土木災害復旧事業費のところです。この資料は

８月補正予算参考資料に掲載しているものと同じですので、再掲として上げさせていただ

いております。 

 中身なんですけれども、この間８月７日の台風５号によりまして、三滝川にある井堰が

崩落しました。その復旧に向けた測量設計を行うために予算の補正をお願いするものです。 

 井堰の場所は三滝川の高角町、小生町あたり、ちょうど北勢バイパスが今度通っていく

あたりになるんですけれども、そこになります。 

 位置図が次の66ページにあります。これもあわせてごらんください。 

 この井堰なんですけれども、こちらから川の水を取水しまして、尾平町から、あと大井

手、松本の一部に水を供給している堰でありまして、延長は90ｍになります。 

 今回の測量設計費1500万の補正予算を計上しておりますけれども、まずは既決予算内で

流用させていただいて、設計のほうは進めさせていただきたいと思っています。国の災害

査定は11月ごろに受ける予定になっておりまして、災害認定されれば、30年度に復旧事業

を進めていきたいと思っています。 

 説明は以上です。 

 

○ 石川善己委員長 
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 ありがとうございます。 

 説明はお聞き及びのとおりでございます。 

 ご意見、ご質疑ございましたらご発言願います。 

 

（なし） 

 

○ 石川善己委員長 

 ご質疑もないようですので、質疑を終結いたします。 

 これより討論に移ります。 

 討論ございましたら挙手にてご発言願います。 

 

（なし） 

 

○ 石川善己委員長 

 なしの声をいただきました。討論なしと認めます。 

 これより分科会としての採決を行いたいと思います。 

 それでは、議案第23号平成29年度四日市市一般会計補正予算（第４号）、第１条歳入歳

出予算の補正中、農林水産施設災害復旧費につきましては、原案のとおり決することにご

異議ございませんか。 

 

（異議なし） 

 

○ 石川善己委員長 

 ご異議なしと認め、本件は可決すべきものと決しました。 

 

 〔以上の経過により、議案第23号 平成29年度四日市市一般会計補正予算（第４号）、

第１条歳入歳出予算の補正、歳出第13款災害復旧費、第１項農林水産施設災害復旧

費について、採決の結果、別段異議なく可決すべきものと決する。〕 

 

○ 石川善己委員長 
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 以上で商工農水部の審査を終了いたします。 

 お疲れさまでした。 

 

（発言する者あり） 

 

○ 石川善己委員長 

 いや、だから、三泗鈴亀の追加資料はなかったし、最初の議案聴取会で議案の説明は受

けているのでということです。 

 

（発言する者あり） 

 

○ 石川善己委員長 

 説明やります。だから、55分再開で、市民文化部の追加資料の説明を受けるところまで

やって、あす質疑から開始をしたいと思っておりますので、ご協力ください。お願いしま

す。 

 

                                １５：４１休憩  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

                                １５：５５再開  

 

○ 石川善己委員長 

 それでは、再開をさせていただきます。これより市民文化部の決算審査を行います。ま

ず、前田部長よりご挨拶をお願いしたいと思います。 

 

○ 前田市民文化部長 

 皆さん、こんにちは。市民文化部長の前田でございます。 

 市民文化部にかかわる平成28年度決算につきまして、先日の議案聴取会においてご要請

のございました追加資料を作成してまいりました。ただいまから各担当課長よりご説明を

させていただきます。大変お疲れのところと思いますけれども、どうぞよろしくお願いい

たします。 
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○ 石川善己委員長 

 ありがとうございます。それでは、市民文化部中、市民生活課、文化振興課、市民協働

安全課所管部分についての審査を行います。 

 

    議案第７号 平成28年度四日市市一般会計及び各特別会計等の決算認定について 

     一般会計 

      歳出第２款 総務費 

         第１項 総務管理費中関係部分 

          第１目 一般管理費中関係部分 

          第４目 文書広報費中関係部分 

          第10目 地区市民センター費 

          第11目 国際化推進費中関係部分 

          第13目 計量消費経済費 

          第17目 コミュニティ活動費 

          第18目 市民活動費 

          第19目 文化振興費 

          第20目 生涯学習振興費 

          第21目 諸費中関係部分 

        第10款 教育費 

         第５項 社会教育費中関係部分 

          第３目 公民館費中関係部分 

 

○ 石川善己委員長 

 議案第７号、平成28年度四日市市一般会計及び各特別会計等の決算認定について、一般

会計、歳出第２款総務費、第１項総務管理費中関係部分、第10款教育費、第５項社会教育

費中関係部分についての審査を行います。 

 本件については議案聴取会において追加資料の請求がございましたので、まずは追加資

料の説明をお願いしたいと思います。 
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○ 服部市民文化部次長兼市民生活課長 

 次長兼市民生活課長の服部でございます。 

 まずは全体会でご請求をいただきました資料の説明をさせていただきたいと思います。

決算認定議案参考資料という資料でございます。タブレット端末はトップ画面から、01本

会議、06平成29年８月定例月議会、その中の32、８月30日追加配付決算認定議案参考資料

でございます。 

 そのファイルの11分の４ページをごらんいただきたいと思います。 

 もう一度申し上げます。01本会議、タブレット端末トップ画面の01本会議から、06平成

29年８月定例月議会、それから32の８月30日追加配付決算認定議案参考資料、それの11分

の４ページ。 

 

○ 石川善己委員長 

 わかります。 

 

○ 服部市民文化部次長兼市民生活課長 

 自治会加入率についてという資料でございます。 

 

（発言する者あり） 

 

○ 石川善己委員長 

 よろしいでしょうか。皆さん、大丈夫ですか。 

 それでは説明を続けてください。 

 

○ 服部市民文化部次長兼市民生活課長 

 済みません。11分の４ページ、自治会加入率についてという資料でございます。 

 これは、樋口龍馬議員からご請求をいただきました地区別の自治会加入率でございます。

平成28年４月１日現在のものを提出させていただいております。 

 この資料の説明は以上でございます。 

 

○ 森市民協働安全課参事兼課長 
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 恐れ入ります。市民協働安全課、森でございます。 

 私のほうから引き続き同じ資料の中の11分の８ページをごらんいただきたいなと思いま

す。 

 

（発言する者あり） 

 

○ 森市民協働安全課参事兼課長 

 はい、客引きのものでございます。 

 この資料につきましては、樋口龍馬議員から資料請求をいただきました客引き行為等防

止に関する条例のこれまでの成果と今後の考え方についてわかるものということでご用意

をさせていただきました。 

 資料に書いてございますとおり、まず平成28年７月１日に客引き行為等の防止に関する

条例が施行いたしまして以来、客引き行為等適正化指導員、これは警察ＯＢの嘱託職員を

中心にしております巡視活動を継続的に実施しておるものでございます。 

 また、諏訪栄町・西新地地区防犯協議会など、地域の皆さんや四日市南警察署、名古屋

入国管理局などの管理関係機関と連携して条例の周知、パトロールを行っております。な

お、三重県警察により本条例違反者３名がこれまでに検挙されております。 

 １のところでございますが、客引き行為等適正化指導員による巡視活動の状況といたし

まして、口頭注意、指導、勧告というのをやっております。口頭注意につきましては条例

をもとにそういった行為をしないようにという声かけでございます。指導といいますのは、

それをしてもなお同じような行為を続けている場合に指導という形をさせていただき、さ

らにそれが違反行為がもう目に余るというときには勧告ということで文書を手渡すような

ことをしております。それがそれぞれ211件、44件、そして勧告１件でございます。 

 ちなみにこの勧告の対象者につきましては、本年平成29年１月20日に１名あったのです

が、その後この者が客引きをしている姿は見られなくなりました。中止命令については実

績がございません。 

 ２番の巡視体制でございますが、先ほど申し上げました警察ＯＢの嘱託職員が４名にな

りまして、週に４日、曜日につきましては変更をいたしまして相手にできるだけ不定期に

出てくるという感じを与えながらやっております。土曜日にやることもございます。 

 また、諏訪交番と共同で週に１回、上の４名に加えまして別の職員３名が参加して巡視
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活動も行っております。２番の検挙者につきましては、先ほども申し上げました３名でご

ざいまして、いずれもマッサージ店員、中国籍の女性でございました。本年度になりまし

てからは、８月８日に１名逮捕されております。 

 ３番目の過去１年間における地区、警察、行政等との啓発実績はごらんのとおりでござ

いますが、本年29年の１月25日には名古屋入国管理局とそれから四日市南警察署とも合同

でパトロールを行っております。 

 これ以外に地区との定例パトロールといたしまして毎月３回定期的に開催をさせていた

だいております。条例施行後は41回の実績がございます。また、諏訪栄町・西新地地区防

犯協議会や四日市南警察署との連絡調整会議ということで客引き行為等防止連絡会議を実

施して、不定期に７回実施させていただいております。 

 次のページをごらんください。 

 まず、中心市街地の状況の調査ということで、地図でお示しをさせていただいておりま

す。 

 左上が条例施行前、そして右がそれから７カ月ほどしたところの施行後、そして左下の

ほうが施行後最近の８月３日のものとさせていただいております。 

 ごらんのとおり、マッサージについては減少しておるんですが、キャバクラなどのもの

については１回減っている状況にあったのですが、最近また少しみえるかなというところ

でございます。 

 現状についてはそこに書かせていただいておりますが、条例施行前よりも減少はしてき

たんですが、このところ６月以降、増加傾向がみられるかなというところでございます。 

 巡視員の巡視がルートをとってやっております、定期的なものでございまして、時間帯

を決めて定点観測といっておるんですが、長時間そこにいることによりましてできない状

況をつくり出すようにしております。そのときはクモの子を散らして、おりませんのです

けれども、それが移動しますと、どうもそちらに出てくるというような状況がみられます。 

 それから、外国人の従事者が多いマッサージにつきましては、検挙者が出たことなどに

より少し減少しているかなというところでございます。まちの方からもこの点については

特に評価をいただいている部分でございます。 

 今後の対応といたしましては、やっぱり定点監視の時間をなるべく長くして重点的にや

っていくということで、監視を強化したい。それから、監視の順序、時間帯について柔軟

な指導員の配置など、もっと工夫をいたしまして、より予測されづらいような巡視活動の
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工夫をしてまいりたいと考えております。 

 そして何より、四日市南警察署さんに対して取り締まりの強化を働きかけということに

力を入れまして、また、さらに密に連携して巡視活動を行うつもりでございます。現在も

そういったことは通っております。 

 また、名古屋入国管理局との連携による不法滞在者対策と協力してやっていくというこ

とも着々と進めておりますので、こういった事柄を中心に対応していきたいと考えており

ます。 

 以上でございます。 

 

○ 服部市民文化部次長兼市民生活課長 

 次長兼市民生活課長の服部でございます。 

 続きまして、分科会でいただきました資料の説明をさせていただきたいと思います。 

 タブレット端末トップ画面に戻っていただきまして、04産業生活常任委員会、05平成29

年８月定例月議会、その中の06市民文化部決算常任委員会・産業生活分科会資料全49ペー

ジの資料でございます。 

 

○ 石川善己委員長 

 大丈夫ですか。 

 

○ 服部市民文化部次長兼市民生活課長 

 よろしいでしょうか。 

 

○ 石川善己委員長 

 はい。 

 

○ 服部市民文化部次長兼市民生活課長 

 それでは３枚目、紙ページ資料も同じく３ページでございますが、山口委員からご請求

をいただきました特殊詐欺にかかわる相談件数と警察との連携等についてという資料でご

ざいます。 

 ２の表のほうで本市の市民・消費生活相談室が受け付けました相談件数を表にしており



 - 113 -

ますが、平成26年度をピークに年々減少している状況でございます。 

 なお、表の下の注意書きの四つ目をごらんいただきたいのですが、振り込め詐欺の中の

代表的なものともいえますオレオレ詐欺がこの表の中には入っておりませんが、これはオ

レオレ詐欺が取引を伴うものではないということから、消費生活相談の対象外となってい

ることによるものでございます。また、実際にオレオレ詐欺に関する相談は寄せられてい

ないという状況ですので、ご報告をさせていただきます。 

 また、３のところに記載をいたしました警察との連携に関しましては、四日市の三つの

警察署に特殊詐欺事件の発生状況を確認いたしまして相談受付の参考にしておりますのと、

反対に警察のほうでは我々の受け付けた相談内容をＰＩＯ－ＮＥＴという全国消費生活相

談ネットワークシステムというところから情報収集をしているという状況でございます。 

 次のページをごらんいただきたいと思います。４ページでございます。 

 谷口委員からご請求をいただいたもので、地域社会づくり総合事業費補助金の各地域団

体への交付額の一覧でございます。 

 それから次のページ以降、５ページから11ページになりますが、森川副委員長からご請

求をいただきました集会所補助金の交付要綱でございます。 

 これにつきましては、平成29年度からの改正を含んだ最新のものを提出させていただい

ております。 

 市民生活課分は以上でございます。 

 

○ 森市民協働安全課参事兼課長 

 引き続き市民協働安全課の事業についての追加資料のご説明をさせていただきたいと思

います。 

 次のページ、12ページでございますが、地域づくりマイスター養成講座についてという

資料をごらんくださいますようお願いいたします。 

 こちらは山口委員から頂戴いたしました地域づくりマイスター養成講座の受講者の所属、

推薦などと周知方法についてわかるものという内容でございまして作成をさせていただき

ました。 

 そこで28年度において受講いただきました26名について、お住まいの地区、それから地

区推薦なのか自主参加の別なのかというところがわかるように、それから地域での役職等

の記載をさせていただきました一覧と、下段のほうに周知方法につきまして紙媒体による
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もの、インターネットによる周知、さらにこれから地域活動の中心となられる方のご参加

をいただくため四日市市自治会連合会からも各地区連合自治会のご推薦をいただけるよう

お願いするなどして周知を図ったことを記載させていただいております。 

 次に13ページをごらんくださいませ。 

 伊藤議員から資料請求いただきました平成28年度の地域防犯協議会定例会において、警

察や行政関係者の出席のわかるものといたしまして開催状況をお示しさせていただいてお

ります。 

 この定例会は昨年度７回開催されておりまして、協議会からは毎回四日市市管内の３署、

南署、北署、西署に出席依頼をさせていただいており、市からは市民協働安全課のほか、

こども未来課青少年育成室から出席をいたしております。28年度における開催状況は記載

のとおりとなっております。 

 続きまして、次の14ページをごらんください。 

 こちらは山口委員から資料請求いただきました平成28年度に市の防犯カメラ設置事業補

助金により設置されました防犯カメラの具体的な設置場所のわかるものといたしまして、

14ページ、15ページにわたりまして一覧表と地図上にあらわせていただきました。50台の

カメラが設置されているおおよその場所ということで地図上には記させていただいており

ますが、地図上に記しました印のほうは基本的にカメラ１台としておりまして、複数台設

置されているところにつきましては括弧内にその台数を記載させていただいております。 

 続きまして16ページ、17ページをごらんください。 

 こちらは伊藤議員から資料請求をいただきました平成28年度におきまして、安全なまち

づくり推進事業における市設置の防犯カメラが塩浜駅に設置された後、その考え方のわか

るものといたしまして記させていただいたものでございます。 

 この事業において犯罪の抑止または防止を目的として設置されております市内の防犯カ

メラの現状といたしましては、自治会などが設置しております私どもの防犯カメラ設置事

業補助金を活用してこの２カ年に設置された104台がございます。また、市以外によるも

のといたしましては、まず、三重県警察本部によりまして近鉄四日市駅周辺に設置されて

おる15台、さらに鉄道事業者が駅の利用者の出入りや安全運行の観点から駅構内、改札に

向けて設置しているものがございます。 

 市が当事業において防犯カメラを設置する基本的な考え方は16ページの一番下の４にお

示ししておりますように、市の各部局で設置する公共施設が安全確保を目的とするものや
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都市整備部、環境部などで道路や不法投棄の監視等を主たる目的とするものを除き、犯罪

の防止または抑止を目的といたしまして、通勤・通学など不特定多数の方が多く往来する

駅前広場等の公共の場所において乗降客数を踏まえるとともに、三重県警察本部とも情報

と意見の交換をし、地域の皆様ともご相談の上、平成27年度は近鉄富田駅西口、また、平

成28年度は近鉄塩浜駅西口に設置いたしております。 

 以上でございます。 

 

○ 松浦文化振興課長 

 文化振興課、松浦です。 

 伊藤嗣也委員から市民文化祭等開催事業などの事業費の考え方について資料請求がござ

いました。追加資料のほうは18ページの横になっておる表をごらんください。 

 市民文化祭等開催事業、それと音楽コンクール、ジャズフェスティバルの３事業につい

て、事業の目的やその効果、成果などの考え方を表にまとめております。 

 まず、①の市民文化祭の事業目的でございますが、この事業を通じて市民が芸術・文化

に親しむとともに文化活動への参加を促すことなどを目的としております。また、括弧内

にありますように、市民参画によるさまざまな文化事業が自主的に行われるよう文化祭の

企画・運営といったコーディネートに係る部分を文化協会に委託しておるものでございま

す。 

 次に横の欄、事業の効果・成果の考え方でございますが、①の年間を通じて多様な文化

行事が開催され市民が参加できる機会が提供されるといった効果のほか、特に②にありま

すように、優先的に会場を確保したり、市の広報紙で広くＰＲしたりすることなどを事業

の成果として狙っております。 

 このように文化協会がコーディネートすることで参加する団体にとりましては行事の自

主的な企画・運営が円滑になり、各団体の意欲の向上や活性化につながっておると、この

ように考えております。 

 以上のようなことを狙いといたしまして、文化協会に408万円の委託料を支出しており

ます。なお、主要施策の実績報告書のほうでは決算額が610万6000円余となっております

が、これは郷土が誇る芸能大会という別の事業の経費が含んでいることからそうなってお

ります。 

 次に②の全国ファミリー音楽コンクールであります。当事業につきましては、全国公募
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の音楽コンクールを開催することを通して本市の文化力を発信し、都市イメージの向上を

図ることを目的としております。 

 事業の成果・効果でございますが、（１）の全国へのシティプロモーションによる新し

い都市イメージの形成でありますとか、（２）の①の家族ときずなの再発見でございます

とか、同じく③にあります家族で何かやってみたいという元気な家族の育成につながるな

どのさまざまな効果が出ております。このようにコンクール開催当日だけでなく長期間に

わたるシティプロモーション効果など、さまざまな事業効果を狙いとしておりまして、そ

れに必要な経費への補助金として650万円を支出しております。 

 次に③のジャズフェスティバルにつきましても事業の効果・成果の欄に記載のとおり、

本市の新たな魅力となってきていること、音楽を通じた他地域との交流機関になっている

こと、中心市街地が会場となることでまちの賑わい創出に寄与していることなど、公益性

の高いさまざまな効果が出ていることを踏まえまして、これは第５回目の開催となる昨年

度から100万円の補助金を支出しております。 

 以上のとおり、それぞれ事業の効果・成果を踏まえまして、それに要する経費としまし

て委託料や補助金を支出しているところでございます。 

 説明は以上でございます。 

 

○ 服部市民文化部次長兼市民生活課長 

 次のページをお願いいたします。 

 19ページ以降、谷口委員からご請求をいただきました貸館の利用状況でございます。 

 地区市民センターや楠避難会館などの地区内の利用を前提とするものを除きまして、市

民文化部が所管する施設について取りまとめをさせていただきました。 

 19ページが楠交流会館、20ページが楠福祉会館、楠ふれあいセンター、21ページが橋北

交流施設、これは３月１日の供用開始でございますので１カ月分の実績ということでござ

います。それから22ページが市民交流会館、これは本町プラザのホールや会議室でござい

ます。23ページがなやプラザ、24ページが四日市市文化会館、25ページが三浜文化会館、

これは昨年12月１日の供用開始でございますので４カ月分の実績ということでございます。

そして26ページがあさけプラザでございます。 

 資料の説明は以上でございます。 
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○ 石川善己委員長 

 ありがとうございます。以上ですね。 

 ご説明はお聞き及びのとおりとなります。 

 本日は４時半ということもありますので、とりあえずきょうはこの程度にとどめさせて

いただきまして、あす市民生活課、文化振興課、市民協働安全課所管部分についての追加

資料の質疑から再開をさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いをいたします。 

 本日はこれにて閉会をさせていただきたいと思いますので、お願いします。 

 ありがとうございました。 

 

                                １６：１９閉議  

 


